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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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あとがき







　第一幕　伏姫、出陣







「いーい竜りゆう士し。この線よりこっち側に来たら蜂はちの巣にするからねっ！」

　姫ひめ神がみ学園女子寮りよう、Ａ棟とう三階の一番奥に位置する姫ひめ神がみレイヤの寮室。

　ネコミミフードのついたパジャマを着たレイヤが、フローリングの床ゆかに貼はったビニールテープのラインを指し示す。

　その隣となりには、半分着ぐるみのようなカエルのパジャマを着た皐月さつきがにこにこしながらトランプが全部あるかを確かく認にんしている。

　ソファに腰こしを下ろす竜士は、腕うでに押しつけられたシュラフを改めて見つめた。

　──……どうしてこうなったんだ？

　話は数時間前に遡さかのぼる。

　姫神マリアがＣコールドＳスリープ装置ユニツトから覚かく醒せいするまでの一週間、姫神学園に潜せん入にゆうした夜や刀と野の会かいの残党から、体内に《系統ル樹ーの根ツ》を宿す楠くすの木き皐月の護衛をする事になった竜士。

　依い頼らい主であるレイヤの姉ベルカは、まるで夕飯の買い出しを頼たのむような調子で告げた。

「それでは竜士さんはレイヤちゃんと一いつ緒しよに皐月さんと同じ部屋で寝ね泊とまりして護衛するようにしてください」

「は？」

「ボディーガードである以上、四六時中護衛対象と行動を共にするべきでしょう」

「いやでもあの」

「二人が竜士さんの部屋に行くか、竜士さんが皐月さんかレイヤちゃんの部屋に行くかは、三人で話し合って決めてください」

「……私一人で充じゆう分ぶんよ。こいつと一緒に寝泊まりまでする必要はないわ」

　淡たん々たんと告げるベルカに、レイヤは唇くちびるをとがらせた。

「油断は禁物です。竜士さんの話によれば敵は光学迷めい彩さいを備えた機甲ギアで、背格好が同じ人間に化けることも出来るほどの特異能力を持った相手……」

　竜士は昨日、衣い良ら華かを拘こう束そくした後にベルカたちに話していた。

　姫神学園に潜ひそんでいる夜刀野会の残党の一人は、臥が竜りようという名の少年。

　脇わき腹ばらの皮下脂し肪ぼうの下に《竜りゆう鱗りん》の《系統樹の根》を埋うめ込まれたΔシリーズの№３。

「本当に、レイヤちゃん一人の手に負える相手ですか？」

「ぐぬ……」

　あとは、とんとん拍子で話がまとまった。

　防衛上の観点からレイヤの部屋が一番適しているだろうと舞まい夏かが助言をしてくれて、竜士はこれから一週間、二人と寝ね起おきをともにするための荷物をまとめた。

　そして日も暮れ、後は寝ねるしかないという段階になって、レイヤの部屋に男子不ふ可か侵しんの絶対防衛線が張られた。

　八畳じようの部屋を両断する線。

　レイヤと皐月はベッドに二人で眠ねむり、竜士は廊ろう下か近くのソファにシュラフで休むことになった。

「廊下で寝ろ」と言われないだけ幾いく分ぶん良心的だとは思うのだが──

　一見して愛らしい猫ねこパジャマの下──首の根元を覆おおうＯＧオーガニツクギアスキンが覗のぞく。

　いつでも機甲を展開出来るようにしているのは、夜刀野会の残党に対してか、自分に対してか……

　かくのごとく思う竜士も、そのジャージ姿の下にＯＧスキンを着こんでいるのだ。

「なによ、なんか不満なの？」

　いつものごとく、レイヤは目を三角にして竜士を睨にらむ。

「いや、こうして男女が同じ部屋で生活する以上、最低限のルールは必要だろう」

「でも、なんか修学旅行みたいでちょっと楽しいね」

　皐月がトランプを切りながら吞のん気きな声を出す。今にも「大貧民をやろう！」とか言い出しかねない表情だ。

「遊びに来てるんじゃないんだ、休める時には休む。とっとと寝る」

　寝ね袋ぶくろの中に入って、竜士はソファの上に横になる。

「えー……りゅーにぃだってそんなジャージ着て修学旅行気分満々だと思ったのにぃ」

「意味が分からん」

　足あし下もとに熱がこもるのが気持ち悪く、すぐに上体を起こしてシュラフの下の部分のファスナーを全開にした。

「だって、昨日も一昨日おとといもりゅーにぃパジャマだったじゃん。まぁ、昨日は脱ぬがされてたけど……どうして今はジャージなの？」

「ん……」

　基本的にはパジャマ派なのだが、なんとなく女子二人の前でパジャマに着き替がえるのが恥はずかしくなってジャージを持ってきたという竜士の機き微びを心得た目ざとい指し摘てきだった。

「わたしたちがこうして勇気を持ってパジャマ姿をさらしているのに、りゅーにぃだけずるいと思います！」

「べ、別に私はこいつに見せようとなんてっ……！」

　皐月の発言を真っ赤になって否定するレイヤ。

「だ、誰だれも頼んでねぇよ」

　竜士は「付き合いきれん、電気消せ」と今度こそソファに横になって、レイヤたちに背を向けて目を閉じた。

「ぶーぶー」

　皐月がブーイングをたれながらも電気を消す。レイヤになにかぺちゃくちゃと言っているが、竜士はとにかく身体からだを休めることに意識を集中させる。

　不意に閉じたまぶたの裏側に、ネコパジャマ姿のレイヤが浮うかんだ。

　頰ほおを赤らめて、不ふ機き嫌げんそうにこっちを睨んでいる。

　──べ、別に私はこいつに見せようとなんてっ……！

　いましがたのレイヤの言葉が脳のう裏りで再生される。

　お世辞でなく、パジャマ姿のレイヤを見て竜士は可愛かわいいと思っていた。

　──可愛いって、言うべき、だったか……？

　──いやしかし「可愛い」なんて俺が素すで言ったら、引くだろう。

　──それに、なんにしても今さら言えることじゃないな……

　まぶたの裏のレイヤの虚きよ像ぞうは、頰を赤らめながら目を閉じてこちらに唇を差し出してくる。

　唇に蘇よみがえる、柔やわらかい感かん触しよく。

　まだあれから一日しか経たっていないのかと思うと、竜士は自分の顔が耳の先まで熱を帯びていくのが分かった。

　──こういうのを、むっつりって言うのかっ……！

　雑念を振ふり払はらって、竜士はとにかく、寝た。




　そして翌朝。

　まとわりつくような暑さと寝ね苦ぐるしさで竜士は目を覚ました。

　シュラフの中が、やけに窮きゆう屈くつに感じられた。

　──寝ね入いった時は、こんな事はなかったのに……

　まぶたを開けて霞かすむ視界に絶句する。

　甘い寝ね息いきが鼻にかかった。

「ふにゃぁ」

　シュラフの穴からひょっこりと飛び出たレイヤの頭。

　首を伸のばせばキスも出来てしまいそうなほど近くに、彼女の穏おだやかな寝ね顔がおがあった。

「レイヤ……？」

　暑苦しく窮屈に感じていたものの正体が、ここへ来てタオル地のパジャマに包まれた柔らかなレイヤの肉体であると悟さとった。

　──なんで？　どうしてレイヤが俺と同じシュラフで眠っているんだ……？

　猫のように丸まってぴっとりとはりついてくるレイヤに、竜士の思考はかき乱された。

　軽く汗あせばんだ肌はだ。

　レイヤの体温、レイヤのにおい。

　胸に押しつけられた二つの感触は、間ま違ちがいなく豊かな胸の膨ふくらみだ。

「こ、これは……俺にどうしろと……？」

　状じよう況きようが分からない。

　なにを求められているのかも。

　とりあえず抱だきしめればいいだろうか？

　それともキスか？

　二人分の体積でパンパンに膨れあがったシュラフの下で、腕を動かす。

　竜士の頭はろくに回ってはおらず、無意識のうちに、竜士の腕はレイヤの背後に回っていた。

　シュラフの外に飛び出した右手は頭を、腰のくびれから回り込んだ左手は背中をそれぞれなでる。

「なぁ」

　心地ここちよさそうな瑞みず々みずしい声がその桜色の唇から漏もれる。

　まるであごや頭を撫なでられた猫みたいに、レイヤはもじもじとくすぐったそうに身をよじらせながらすり寄ってくる。

　──ヤバイ……

　胸の奥にじんわりと広がる温かみ。

　このまま永遠に抱きしめ、なで続けていたいと、心の底から思ってしまう。

　すべてがどうでも良くなるような至福が一時竜士を覆い、徐じよ々じよに頭は冷静さを取り戻もどしていく。

「……で、一体これはどういう状況なんだ……？」

「りゅーにぃ……それは激しく、わたしが聞きたいことなんだけどな……」

　意図していなかった返事に、顔を上げる。

　カシャッと音を立てて開くカーテンから差し込む陽光に、竜士は思わず目をすがめた。

「なんで、わたしと一緒に寝てたはずのレイヤちゃんが、りゅーにぃの寝袋に潜もぐり込んじゃってるのかな……」

　そこには、仁に王おう立だちしたカエルパジャマのシルエットが浮かび上がっていた。

「さ、皐月……？」

「レイヤちゃんが隣となりにいないなーと思ったら……男女が同じ部屋で生活する以上、最低限のルールは必要だろうとか言ったのは、どの口だったかな……！」

「ま、待て……これは俺じゃない。レイヤが──！」

　竜士はシュラフのファスナーを下げてあわてて上体を起こす。

「問答無用、怨おん敵てき誅ちゆう殺さつ……くらえ楠木皐月のひっさつきっく！」

　皐月の跳とび蹴げりが竜士の顔面に突つき刺ささる。

「おごっ！」

　強きよう烈れつな衝しよう撃げきにソファが後ろに倒たおれ込み、まだ身体の下半分がシュラフに入ったままだった竜士とレイヤはもつれ合いながらフローリングの床ゆかに転げ落ちた。

「おお……」

「つぅ……なにごとよ朝から」
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　床に頭をぶつけたレイヤが、竜士の下で目を覚ます。

　一方で竜士は、皐月に蹴けられた衝撃とソファから転げ落ちた衝撃とで前後不覚になりながら、なにか柔らかなものに自分の頭が埋うまっていることに気づく。

　温かく柔らかく、しかし弾だん力りよくのある二つの感触。

　それがレイヤの胸であると気づくのに、さして時間はかからなかった。

　無論、レイヤも同様に自分の胸に顔を埋めているのが竜士であるとすぐに気づく。

「～～～～っ⁉」

　みるみるうちに朱しゆ色いろに染まっていく顔。

「ま、待て、これは誤解だ──」

　竜士はレイヤの胸から飛び起きるものの、時すでに遅おそし。

「この、変態ッ！」

　振り上げた右手が竜士の頰にくっきりと紅葉もみじ形がたの痕あとを作り、竜士の絶ぜつ叫きようが早朝の女子寮りようにこだました。

「理り不ふ尽じんだーっ！」




　　　　☆




　二十分後、竜士とレイヤと皐月の三人は、男女共用の食堂で朝食をとっていた。

　本来姫神学園の寮りよう生せいは朝食と夕食は各おの々おのが所属する寮で食べるのが決まりではあるが、部活動やアルバイトなどの都合で届け出を提出すればこちらも利用できることになっている。

　さすがに女子寮の食堂を使うわけにはいかないと考えていた竜士にとっては渡わたりに船の存在だったが、その表情は晴れない。

「あの、竜士……？」

　おそるおそるレイヤが声をかけるが、いまだ赤みの引かない頰をむすっと膨らませたまま、竜士は一言も発さずにハムエッグをナイフで切り分け口に運ぶ。

　無言の圧力にレイヤは屈くつし、トーストにイチゴジャムを塗ぬる手を止めた。

「まだ、怒おこってる……？」

　無言。

「わ、悪かったわよ……その、訳も聞かずに叩たたいたりして」

　またまた無言。

「私ってほら、猫科フエリスの《系統樹の枝》のフィードバックを受けてるから、寝ねぼけてる状態とかだと、その、猫っぽいことしちゃうっていうか……深く考えもせずに狭せまいところに入り込みたくなってしまうといいますか……」

　朧おぼろ気げながら、レイヤは覚えていた。

　深夜にトイレに立ってベッドに戻る途と中ちゆう、ソファで休む竜士の、シュラフの足あし下もとのファスナーが開いているのが、突とつ然ぜん目に飛び込んできた。

　──あの中に飛び込みたい。

　身み震ぶるいするほどに、背骨がうずいた。

「そのほら、えっと……猫には茂しげみや潜り込める場所を寝ね床どこにしていたという生態的特とく徴ちようがありまして……動画とかで見たことあるでしょ？　猫が紙かみ袋ぶくろに向かってズサーッてしちゃうの」

　あたふたと説明する姿に竜士はため息を一つ吐つき、ようやくレイヤの赤い双そう眸ぼうを見つめ返した。

「まぁなんだ……状況が状況だし、俺も冷静じゃなかったからな……つい手が出るのも仕方がないことだとは思うんだが、その目と髪かみの色以外に契約痕ステイグマがあるんだったら教えておいて欲しかったな……」

「い、言えるわけないじゃないっ、こんなかっこわるいのっ……」

　竜士には聞こえない、小さな声でレイヤはつぶやく。

「なんか言ったか」

「言ってないわよっ！　ごめんなさい！　そ、それじゃーあんたの契約痕についても話してもらいましょうかっ」

　恥はずかしさを誤ご魔ま化かすため、半ば自棄やけになって問う。

「ああ、今のところ俺は出てないんだよな……この魔杖タクトは俺が柳りゆう二じになりすますために急ごしらえしたもんでそれほど深くつながってるわけではないし、右目の方はよく分からんけど、もう俺の身体からだの一部みたいなもんだしな……たまに疼うずいて痛む程度か」

「この邪じや気き眼がん！　リアル中二病！」

「どの口がほざきやがる！」

「りゅーにぃとレイヤちゃんて仲良いよね……」

「どこがだ！」「どこがよ！」

「そゆとこ」

　ちくりとした胸の痛みを覚えながら、皐月はカップに入ったコーンポタージュをすする。

　はっきりと確かく認にんをとったわけではないが、一昨日おとといの夜、竜士とレイヤが唇くちびるを重ねたように見えたのは、目の錯さつ覚かくではなかったらしい。

「うー……りゅーにぃのスケベ」

「どうしてそうなる⁉」

「今朝レイヤちゃんの髪の毛のにおいをかごうとしてた」

「変態っ！」

「冤えん罪ざいだ！」

「朝から賑にぎやかですね」

　睨にらみ合う竜士とレイヤの間に入ってくる声があった。三人が目をやると、一人の少女が立っている。

　額の前でキレイに切りそろえられた絹のごとき長い黒くろ髪かみと、雪のように白い肌。

　穏やかな笑えみを浮うかべ、古き良き大和やまと撫子なでしこという表現がしっくりと当てはまるような楚そ々そとした足取りで竜士たちの前にやってくる。

「お姉様……」

　レイヤの姉にして姫神学園の生徒会長、姫神ベルカ。

　その後ろには影かげのごとくレイヤと同じ守衛委員ガーデイアンの仙せん道どう舞夏がついてきている。

「みなさん、おはようございます」

　丁てい寧ねいに頭を下げるベルカに竜士と皐月はあわててお辞じ儀ぎを返した。

「お、おはよう……」

　居い心地ごこち悪そうにレイヤだけが会え釈しやく程度で済ませる。

　ベルカはその額を指先で軽く小こ突づいた。

「レイヤちゃん、あまり室内では騒さわがないようにしてください。今朝の竜士さんの悲鳴、女子寮に不ふ審しん者が侵しん入にゆうしたんじゃないかって問い合わせが来ましたよ」

「ん……ごめんなさい」

　当然のごとく、昨晩から竜士が女子寮にいることは、守ガー衛デ委イ員ア会ンズやベルカのような一部の例外を除いて秘密になっている。

「竜士さんも、環かん境きようが変わって戸と惑まどうのは分かりますが、お気をつけください」

「すみません……」

　竜士は素す直なおに頭を下げた。

　よろしいと、小さくなったレイヤと竜士の頭を同時に撫でるベルカ。

　皐月は、そうして素直に頭を撫でられている竜士が少しだけ面おも白しろくなくて、割り込むように口を開いた。

「せ、生徒会長さんは、これからなにかあるんですか？」

「ええ。《系統樹札アルカナ》を起動するにあたって少しでも情報が欲しいので、改めて衣良華さんに面会に行こうと思っています」

　皐月の中にある《系統ル樹ーの根ツ》を狙ねらって姫神学園に潜せん伏ぷくした夜刀野会の残党。守衛委員会の委員長を務めていた衣良華啓けい人とは一昨日の晩、その支援者サポーターの一人であることが判明し、学園の地下、最下層にある拘こう留りゆう施し設せつに入れられた。

　デザイナーズチルドレンであった衣良華は、姫神マリアの血を継つぐ者たち──ここではレイヤとベルカ──の種しゆ牡ぼ馬ば（種付け用の血統の良い雄おす馬のこと）として生みだされた自らの運命を呪のろっていた。

　マリアを憎にくみ、彼女が理事長を務めるこの学園を破は壊かいしようとしてマリアの誘ゆう拐かいに手を貸し、彼女が解放されるや殺害しようとした。

　あまりに子どもっぽい純じゆん粋すいな私し怨えんに、衣良華の本心は別にあると疑う者も執しつ行こう部ぶの中にはいたようだが、そのことについて、竜士がなにかを口にすることはなかった。

「七人の支援者サポーターというので、てっきり夜刀野会の残党の他ほかに彼らを支援する者がこの学園内にあと六人潜ひそんでいるものと考えていましたが、学外にいるという可能性を今朝まで失念していました。そもそも、夜刀野会の残党が執行部の誰だれかに変装して潜せん入にゆうしていること自体、誰かしらの支援がなければ不可能でしょう」

　ベルカの推理に、竜士は「なるほど」とうなずいた。

「七人の支援者の中には、衣良華みたいな端は役やくだけじゃなくて、スポンサーも含ふくまれてるってことか……」

「もしかしたら私たちは、私たちが考えている以上に巨きよ大だいな敵と対たい峙じしているのかも知れません」

「そんな……」

　皐月は、顔色を悪くして一歩後じさる。

　それはつまり、自分を狙う者は竜士やベルカの想像を絶するかも知れぬ巨大な敵ということだ。

　──どうしてこんな事になってしまったんだろう……？

　気がついたら身体の中に《系統樹の根》が埋め込まれていた。

　一昨日一日で自分は二回も生命を落としかけて、だけど今は健康そのもの。

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　にわかに震ふるえだした皐月の手を、レイヤが握にぎりしめた。

「なにがきたって、絶対皐月のこと、守るから」

「レイヤちゃん……」

「そうだ。もう何があっても、お前だけは傷つけさせない」

　竜士も、強い意志を感じさせる瞳ひとみで告げた。

「お前だけって、そう言ってりゅーにぃたちがケガしちゃうんじゃヤダよ……」

「そうですね。私たちの誰一人欠けることなく夏休みを満まん喫きつできるようにしましょう」

　七月初しよ旬じゆんの現在、姫神学園の学生たちは夏休みを目前にして浮き足立っている。

　夜刀野会の残党が学園内に潜伏している事実を認めた執行部会は、生徒を戦いに巻き込まぬために急きゆう遽きよ夏期休きゆう暇かを十日ほど早める決定を下した。

　通常、姫神学園には学生と教職員、それに食堂や地下ショッピングモールなどの従業員も合わせて五百人以上の人間が滞たい在ざいし、長期休暇期間中でもその二百名近くが学園内に残る。

　しかし今年の夏期休暇においては、守衛委員会や生徒会など有事に動ける者で夜刀野会残党対策委員会を結成し、彼らを除いて学園への出入りは禁止となった。

　夏期休暇は学園に滞在しようと考えていて行き場のない生徒などもおり、これによって学園全体に不ふ穏おんな空気が流れている。

「それでは、私は行きますので。早朝の訓練などをするようでしたら、気をつけてください」

　ベルカが踵きびすを返して共同食堂を出て行く。

　その背中を見つめて、レイヤがぽつりとつぶやいた。

「ヤバイかも……」

「どういうこと？」

　トーストをかじりながら、皐月が尋たずねる。

「ここで朝ご飯食べないってことは、朝の竜士の悲鳴を注意するためだけに立ち寄ったって事でしょ？　ただでさえ忙いそがしいのにって、怒おこってるかしら……」

　ベルカがピンポイントで共同食堂に来られたことは、諜ちよう報ほう戦を得意とする舞夏の《ヴァルトナハト》の子機──《傘シルム》が皐月に張り付いているからだと知っているため、疑問を抱いだくことはなかった。

「そんなに怒ってるようには見えなかったけど？」

「そういう時が一番怖こわいのよ、あの人……」

「レイヤちゃんて、もしかして生徒会長さん苦手？」

　皐月の問いに、レイヤはイチゴジャムをたっぷりと塗ぬりながら答える。

「この世によくできた姉が得意な妹なんているの？」

「たぶん探せばいると思うけど……」

「この世に自分よりモテモテな弟が得意な兄など存在するんだろうか……」

「わ、こっちもこっちでなんかトラウマスイッチ入ってるし」

「あんたは単に友達いないだけでしょーが……」

「お前はなにも分かってない……『同じ顔してるのになんか兄の方は怖い』とか面と向かって女子に言われた男の気持ちを、何一つ、まったく……！」

「ああ、兄弟と比ひ較かくされるのが辛つらいってのは、ちょっと分かるかも……」

　世をはかなんだような瞳でしみじみとつぶやく。

「あの、二人ともそこまでにしない……？　なんか朝ご飯が美味おいしくないよ……」




　朝食の後、三人は姫神学園の西エリアの運動場区画にある地下射しや撃げき場に向かっていた。

　レイヤは毎朝ここで射撃訓練をしているとのことで、竜士と皐月はそれに付き合うことにした。

「それと、出来れば今のうちにモードΔデルタの能力を確認しておきたいのよね」

「モードΔ？」

「《バーストソレイル》モードΔよ。あんた言ってたじゃないの。《Δアミュレット》は他者と自分の機甲ギアを相そう互ごに強化する能力があるって」

「ああ……」

　レイヤが言っているのが竜士の右目に埋うめ込まれた《系統ル樹ーの根ツ》──《竜りゆう珠じゆ》の力で強化された《バーストソレイル》を指しているのだと分かって、竜士はぎこちなくうなずいた。

「なんで歯切れ悪いのよ……も、もしかしてあんたの力を使う度たびにその……しなきゃダメって言うんじゃないでしょうね……」

　レイヤは頰ほおを赤らめて、後半部分は小声で聞いた。

「いや、そんなことはないんだけどな……地下射撃場ってことはやっぱり、監かん視しカメラとか付いてるんだろ？」

「そりゃあ……姫神学園はトイレと更こう衣い室しつ、それに各自の寮りよう室しつ以外は付いてるわね」

「一応、俺の中に《系統樹の根》があるってことは、秘密であって欲しいんだよな……Δデルタシリーズはもうこの世には存在しない……しない方がいいんだ」

　そう告げる竜士の瞳は、悲しげだった。

　レイヤは一昨日おとといの衣良華との戦いで、彼が使った《Δブラッド》を思い出す。

　コンダクターのＲ領域を無理やり活性化し、魔杖タクトとの限界適性レベルを一時的に引き上げる劇薬。使用者の多くが廃はい人じんになることから夜刀野会でも使用中止になったというが……

　──《Δブラッド》は《Δアミュレット》が……俺がいたせいで生み出されたものだからな……

　竜士は、その存在に責任を感じていた。

「そのうち、他に人目のないところに行ってやってくれると助かる。今は監視カメラの外にわざわざ行くのは良くないだろうし」

　皐月を連れて自分たちが姿を消したとなってはベルカも心配するだろうし、また他の執行部の連中がなにを言い出すかも分からない。

　竜士の言葉に、レイヤは微かすかに頰を赤らめながらうなずいた。

　──他に人目のないところに、こいつと行くのか……それって二人っきりでってこと？　まるでデートの約束みたいじゃない……！

「どうした？」

　うつむきわなわなと震えているレイヤを、竜士は覗のぞき込む。

「な、なんでもないわよっ！　と、とにかくその……展開リブートしないにしてもいくつか教えて欲しいことはあるわ！　いざという時、使えればいいことあるかも知れないし！」

「そうだな」

　竜士は《Δアミュレット》の他者強化の力がどういうものであるのか、レイヤに説明する。

「うー、これは由ゆ々ゆしき事態ですぞ……」

　そんな二人のやりとりを見て、皐月が頰を膨ふくらませてうなった。

　竜士はボディーガードとして皐月に気を配ってはいるものの、彼女がなぜいま不ふ機き嫌げんになったのかは分からない。

「……とりあえず、他者の強化っつってもそれはお前が《バーストソレイル》の上に俺の機甲を重ね着しているみたいなもんだ。俺が《Δアミュレット》を展開リブートしている間しか使えないし、俺が委い譲じようを認めなきゃ使えない」

「主導権はあんたが握ってるってこと？　なんか腹立つわね」

「そう言われてもな……」

「自分と他人が同時に強化できないのが難点とか言ってたけど、それはどういうこと？」

「言葉通りの意味だ。重ね着って言ったろ？　レイヤがモードΔになったら、俺は《Δアミュレット》は展開出来なくなるから、このレベル２ツヴアイ程度までしかリンクできていない魔杖で戦わなきゃいけなくなる」

　竜士は腰こしのホルダーから鎖蛇科ウイスペラの魔杖を取り出してみせる。柳二に化けて姫神学園に潜せん入にゆうするために、竜士自身が所有する《竜珠》の力で無理やりにリンクしたものであった。

《Δアミュレット》の強化の力によって限界リンク適性がレベル２程度であるにもかかわらず、ジェット噴ふん射しやによる短時間の飛行、限定的な安Ｂ定Ｉ化Ｓ領域フイールドの展開、そして制限時間付きの超ちよう加速──《アルゴ・ドライブ》の力を有する。

「その鎖蛇科ウイスペラの機甲も《Δアミュレット》モード・バーストみたいな感じに出来るのよね」

　レイヤが『モード・バースト』と言ったのに、竜士は少したじろぐ。誰だれにも聞かれていないと思いちょっとしたノリで口にしただけだったが、バッチリ聞かれていたとは……

「出来る。ただ、あの時は臥竜との戦せん闘とうと衣良華から姫神マリアを助けるんで《アルゴ・ドライブ》を使い切っててな……そのまぁ、ああしとかないともうちょい手間取ってたというか……すまん」

「あやまんないでよ……」

　ぎこちない空気を漂ただよわせる竜士とレイヤ。ふたたび皐月が「むー」とうなる。

「と、とにかくそれで……えーっと……あんたがモード・バーストになってる間は私も《バーストソレイル》をまとうことは出来ないのね？」

「ああ、そうだな。その逆もまた然りで、あの時みたいにお前が認めてくれないと、俺は《バーストソレイル》の力を借りることができない。」

「ふぅん……いつでもモード・バーストになれるってワケじゃあないのね。七なな枷かせ朱鷺とき夜やはあんたがすべての生き物のデータを取り込んで神になるとか言ってたけど」

「データとしては確かに蓄たくわえられてるらしいんだけどな、あいつの言ってることを真に受けるな。それにそんな便利だったら、わざわざあんなことしなくても良かったろ？」

　そこまで話して、三人は地下射撃場に到とう着ちやくした。

　データと言われて、竜士はふと、受け取ったレイヤの《バーストソレイル》のデータが完全ではなかったことを思い出した。

　はっきりと精査したわけではないので分からないが、《系統樹の枝》が内包する可能性の四割程度しか、レイヤは《バーストソレイル》として顕けん現げんさせていない。

　気づいていないことはないだろう。

　機甲として形にするまでには時間がかかっても、魔杖はコンダクターの想おもいに応こたえようとする。コンダクターも、魔杖がそうしようとしてくれることは分かるし、コンピューターに繫つなげば数値化も出来る。それが、限界リンク適性だ。

　しかし、レイヤは難しい顔をしていて、「なぜだ？」と尋ねることが竜士には出来なかった。

　一方で、難しい顔をしていたレイヤは、先ほどの竜士の発言について考えていた。

　──あんなことしなくても良かったろ？

　──あんな事というのは、話の流れ的に、キスのことよね……？

　いつでも他人の機甲で強化できるなら、あそこで新しく《バーストソレイル》で《Δアミュレット》を強化する必要などなかったということだ。

　つまり。

　──こいつ、私より前に、誰かとキスしてるんだ……




　縦長の射撃場には、先客がいた。

　ひょろりとした長ちよう髪はつ猫ねこ背ぜの男と、一転して背筋のピンと伸のびた品の良さそうな女性。

　男の手にはダーツの矢が、女性の手にはアーチェリーの弓と矢が握にぎられていた。

　一見して正反対の二人組の顔に、竜士もレイヤも一いつ瞬しゆん前まで渦うず巻まいていたもやもやが吹ふき飛んだ。

　男は二ふた葉ば萩はぎ恭きよう二じ。

　女性はシンシア三み輪わ山やま。

　どちらも、姫神マリアや四し十じ萬ま聖せい道どうと同じ執しつ行こう部ぶ会のメンバーだった。

「あら、あなたたち？」

　シンシアの方が先に竜士たちに気がついた。

　時同じくして二葉萩の長い手から放たれたダーツの矢が一直線に飛び、五十メートルの地点で吊つるされた的の中心を貫つらぬいた。

　皐月はただただ目を丸くし、竜士とレイヤはダーツの矢に何かしらの細工がしてあるのだとすぐに見み抜ぬいた。

「よし、的中！」

　二葉萩は得意げにガッツポーズをとったあとで遅おくれて三人の存在に気づき、細い目を見開いた。その目の色から察するに、彼は竜士たち三人のことを知っているように見える。

　姫神学園の中ちゆう枢すうである執行部会の人間である以上、竜士が姫神学園に潜入していた機甲特務群ダアトのエージェントであることも、皐月がその身体からだの中に《系統樹の根》を宿していることも知らないはずがない。

「ど、どうしたんだい君たち？　こんなところに……」

　平静を装って二葉萩は尋たずねるが、その声は微び妙みようにうわずっていて、動どう揺ようしているようだった。

　肩かたまで伸びたぼさぼさの黒くろ髪かみと猫ねこ背ぜ気味の長身は、彼の挙動不ふ審しんをいっそう際きわ立だたせる。

「姫神レーヤさんとは、ここでたまに一いつ緒しよになるのヨ。カノジョ毎朝ここで射しや撃げき訓練をしてて、ワタシもたまに弓を引きに来るから」

　シンシアは人の良さそうな笑えみを浮うかべ説明する。

　竜士がチラリと見ると、レイヤは首を縦に振ふった。

「銃じゆうと弓の射撃場が一緒なの……？　おまけにダーツもしてるし……」

「機甲ギアの武装の試験場でもあるのよ」

　レイヤは皐月に教えつつ、竜士とともに頭を下げた。このどちらかが夜刀野会の残党であるという可能性を考えると、二人ともぎこちないお辞じ儀ぎになった。

　つられて頭を下げた皐月だけが「どこかで見たことある気がするけど誰だったかな」と吞のん気きに構えている。

「レーヤサン、皐月サンの護衛、ゴクローサマデス。そっちの君は初めましてね。ダアトの八や戸と埜のリューシ」

「挨あい拶さつが遅れて、申し訳ございません……ところで、お二人にはそれぞれ守衛委員ガーデイアンの護衛が付いているはずでしたが、彼らは？」

　執行部会を構成する四人の中に夜刀野会の残党が潜せん伏ぷくしている──この《系統樹札アルカナ》の確定情報はすでに夜刀野会残党対策委員会の間で共有され、護衛という名目で彼らを監かん視しすることとなっていた。

「俺たちならここにいる」

　不意に、射撃ブースの奥から声が聞こえた。

　両手に一本ずつ缶かんコーヒーやジュースを持って戻もどってくる男女の二人組。

　クマ属ウルススの不ふ動どう泰たい山ざんとタマコスクテライゲギ科アの海かい冥めい透とお子こ。どちらも、一昨日おとといの夜に竜士たちと刃やいばを交えた守衛委員のメンバーだった。

「や、八戸埜竜士に姫神レイヤッ！　ここであったが百年目よっ！　あたしとしょーぶなさいっ！」

　ウェーブのかかった長い髪かみをかきあげて透子が告げるのにレイヤは頭を抱かかえる。監視役が監視をせずに飲み物を買いに行かされていたのでは話にならない。

「なに吞気なこと言ってるのよ。ちゃんと側そばに付いてなきゃダメでしょうに！」

「え？　でもシンシアさまが夜刀野会の残党に取って代わられるなんてマヌケするはずないし……」

「あんたが見張るのは三輪山先生じゃなくて二葉萩先生でしょっ」

「でも、シンシアさまが『キョージがアヤシイことをしようとしてもワタシが見張ってるから大だい丈じよう夫ぶだ』って……」

「はぁ……この脳みそ空っぽのクラゲ娘むすめが……」

「な、なによ！　あんただって発育がおっぱいばっかりにいってるネコ娘でしょ！」

「あんたぺったんこだもんねー……」

「きーっ！」

　火花を散らして睨にらみ合う二人。

　そんな二人のやりとりを見つめて竜士と不動はため息を重ね、皐月は自分の胸を見下ろしてレイヤの側に付くか透子の側に付くべきか迷っている。

「スマンな……俺も、あの男に言われるとな……」

　缶コーヒーを二葉萩に渡わたしてから、不動は竜士の隣となりに立って小声で告げた。

「いや、どうしようもないもんはあるよな……」

　姫神学園の秩ちつ序じよを司つかさどる守衛委員は、執行部四人のそれぞれの派は閥ばつに所属しているのが暗あん黙もくの了りよう解かいになっている。

　姫神マリアの下に姫神ベルカがいるように、二葉萩やシンシアにもその手足となる生徒が複数人いた。

　透子はシンシアの、不動は二葉萩の派閥にそれぞれ所属している。

　むろん、執行部を監視する人員配置はそれらを考こう慮りよして組まれてはいたが、監視に割さける人員にも限界はある。

「バカなことをした衣良華を、助けてくれたんだってな……友として礼を言う」

　低く重たい声で、不動は竜士に告げた。

「……友達、だったのか」

「気取って変なヤツを装ってはいるが、人並みに悩なやみもあった。悪いやつじゃないんだ」

「……一つ、聞いていいか？」

　竜士は、ためらいを覚えながらも、隣の不動にしか聞こえない声で尋ねた。

「衣良華は、レイヤのこと、どう思ってたんだ？」

　不動は即そく答とうした。

「好きだったと思うぞ。本人はなんだかんだと七しち面めん倒どうなことを言って、悩んでいるようだったが」

「そうか」

　──姫神マリアを殺す。レイヤ、君のためにね。

　あの夜の、衣良華の言葉が反はん芻すうされる。

　──衣良華は一体、マリアとレイヤの間に、なにを見ていたのだろう……？

「それで、二人はこんなところでなにをやってたんですか！」

　レイヤが二葉萩とシンシアを前にして声を荒あららげた。

「んふ。ダーツとアーチェリーの異種格かく闘とう技ぎ戦デス」

「今することじゃないでしょう！」

「キョージが言い出したのヨ？　夜刀野会の残党が誰だれであれマリアは今回の責任をとって理事長の座を降りることになるだろうから、今のうちにアトガマを決めておこうって」

「な、きみぃっ！」

　シンシアの言葉に二葉萩は狼ろう狽ばいする。

「確かにセードーは魔杖タクト研ノ究ウ者トというよりは経営者マニージヤーだから、学園の名前的にはワタシたちの方が適しているとは思いますネ。そこの皐月サンを《世プロジ界エクト樹・ユグ計ドラ画シル》に組み込むために呼び込んだのがあの朱鷺夜チャンデスし……」

「もっと早くに伝えておいてくれよ……」

　意に反して朱鷺夜と再会してしまった竜士は、愚ぐ痴ちるよりほかない。

「姫神の前で、まだ続けるんですか？」

　シンシアにそう尋ねたのは、彼女の監視を任されている不動だった。

「フム……さすがに不ふ謹きん慎しんですネ。というわけでキョージ、この勝負はなかったことにしましょう。ダーツとアーチェリーの異種格闘技、なかなかエキサイティングだったのですが、そもそも格闘技ではないですネ」

「え？　最後に突つっ込むところそこなんだ……」

　皐月が呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「ぬぅ、仕方がないな……この続きはマリア君が起きてからにしようか……」

　二葉萩の声はうわずっていて白々しい響ひびきだったが、レイヤは特に何かを言うことはなかった。

「ところで、どっちが勝ったんですか？」

　透子がふとシンシアに尋ねる。

「勝負は付きませんでした。機甲の武装として設計された矢で狙ねらうには、ダーツでもアーチェリーでも止まっている的は物足りないですネ」

「機甲の武装として設計された矢……お二人は現げん役えきのコンダクターではなかったですよね？」

　反射的に竜士が口を開いた。

「ＹＥＳ──機甲の武装を人間の手で量産し、使用者を選ばない機甲を作りだそうという動きの一つデス。まだこの程度のものをようやく一つか二つ作製することが限界ですけどネ。魔杖の技術はもっと広く人間に使われるようにならなければなりません」

「……武器じゃないですか」

「インターネットもはじめは軍事技術だった。軍ぐん需じゆ産業が現代の生活を豊かにしたその牽けん引いん力であることは否定できない。魔杖も機甲という形でそのことを示してくれている」

　竜士の言葉に、二葉萩が言った。

「そういう意味では魔杖は、本当に科学文明のブレイクスルーだ。今はまだ《系統樹札アルカナ》は天気予報ぐらいにしか使われていないけどさ、あと十年もしないうちに法的根こん拠きよを認められるようになって司法や警察の現場で使われるようになる。そうすれば、学園内で誘ゆう拐かい事件が起きたっていうのに警察がいつまでたっても動かないなんて時代も終わるよ。君たちみたいな子どもが、こんなことをすることもなくなる」

　さっきまではビクビクと挙動不審に見えたのに、二葉萩は一度話し始めると途と端たんに饒じよう舌ぜつになった。

　竜士はそんな彼に呆れ顔を向けるものの、自分の世界に陶とう酔すいしきった男には届かない。

　破は顔がん一いつ笑しようし、急に馴なれ馴れしく竜士の肩を叩たたく。

「Δデルタシリーズ……その身に《系統ル樹ーの根ツ》を宿した人型の魔杖……君もまた、この世界を更こう新しんする者の一人だ」

「俺は、そんなものになるつもりはない」

「そう思っていても、世界は君を放ってはおかないよ。僕には未来が分かるんだ。《系統樹札》の開発スタッフの一人だからね」

「……カード占うらないなんかに、決められてたまるか」

「決めているのは、この世界さ。《系統樹札》はそれを示しているだけ。二匹ひきの竜Δが交わりし時、赤と蒼あおの太陽に照らされた海が意思を持ち、宙そらより光が降り注ぐ……だ、そうだ」

　歌うように告げると、二葉萩はそのまま射撃場の入り口へと歩き出した。

「君たちみたいな子ども、か……どっちが子どもか分からないな……」

　竜士が不ふ機き嫌げんな顔をしているのに、不動も苛いら立だたしげに呟いた。

「あ、ちょっと待ってよ！」

　一方で透子は、二葉萩の背中を呼び止めながら射撃台の上でメモ用紙にペンを走らせている。

「なにやってんの、早く行きなさい」

「わかってるわよ！」

　レイヤに急せかされ書き終えると、彼女はシンシアに頭を下げ、それから手に持っていた缶ジュースと一いつ緒しよにメモ用紙を竜士に押しつけた。

「八戸埜竜士、あたし喉のど渇かわいてないからこれあげる！　あとこれ携けい帯たいの番号とアドレスよ！　登録しときなさい！」

　そう早口でまくし立てて、竜士が返事をするのも待たずに駆かけ足で二葉萩の後を追った。

「おや、リューシはトーコに気に入られているのですカ？」

　シンシアがニヤニヤと笑いながら尋たずねてくる。

「……初耳です」

「恋こいのキューピッドしますカ？」

　ふざけて手に持っていた洋弓アーチエリーを竜士に向けてみせる。

　両りよう端はしには巨きよ大だいな車輪が付き、どこか生物の骨格を連想させるような特異な形状をしている。端に車輪の付いたコンパウンドボウの存在は知っているが、アーチェリーと事前に言われなければ、それが弓であるとは分からなかっただろう。

「おもしろがって話をややこしくしないでください……」

「んふ。Δシリーズの生せい殖しよく細さい胞ぼうなら是ぜ非ひともサンプルをいただきたいですからネ。トーコには是非とも頑がん張ばってもらいまショウ」

「チャオ☆」と年とし甲が斐いもなく手を振ふって出て行くシンシア。不動がその後に続いて、竜士、レイヤ、皐月の三人だけが射しや撃げき場に残った。

　竜士が深いため息を漏もらす。

「執しつ行こう部ぶか……ぶち切れた連中だったな……」

　マリアが失しつ踪そうしてからの一ヶ月間、ベルカはあんなのを相手にしていたのかと思うと、同情を禁じ得ない。

「あの人たちって、すごい人なんだよね……？」

「二葉萩は言ってたとおり《系統樹札アルカナ》の開発メンバーの一人で、シンシア三輪山も魔杖研究の大家の一人だな」

　シンシアの論文は、竜士もいくつか読んだことがあった。

　生物の遺伝子を記録した《系統樹の枝》──それを芯材コアとする魔杖とは、そもそもどこから来たのか。

　過去に宇宙より飛来し、地中深くに眠ねむっていたというのが一応の通説ではあるが、魔杖が世界の各地から発見されだしたのは二十年前からで、それ以前には見られない。

　食塩水から食塩の結けつ晶しようが析せき出しゆつするように魔杖は生じたのか、あるいは、異世界からワープして突とつ然ぜん現れたのか。

　いくつかの冗じよう談だんのような仮説が並び、検証されて、未いまだ答えはつかめてはいない。

　しかし、シンシアはこことは違ちがう世界があることを確信しているようなことを、本の中で語っていた。

「こういう状じよう況きようじゃなきゃ、聞いてみたいこともあったんだけどなぁ……」

　そんな彼女が姫神マリアから姫神学園の理事長の座を奪うばうつもりであるなどというのは、ショックだ。

　竜士がぼんやりと考えていると、皐月は竜士が手にしていたメモ用紙をひったくってなにやら書き込みはじめた。

「なにやってるんだ？」

「わたしの携帯の番号とアドレスを書いてる」

「俺の端たん末まつに登録することは出来ないぞ」

「レイヤちゃんばっかりずるい……」

「そうは言ってもな、この事件が一段落付いたら俺が今使ってる携けい帯たい端たん末まつは処分する予定だぞ？」

「ふぅん……へぇ」

「れ、レイヤ？　なんだいきなり、後ろに立って……」

「別にぃ……そうやって、なかったことにされるんだ……」

　竜士にだけ聞こえる声で、ぽつりとつぶやかれた言葉。

　それはするりと心の奥底まで入り込んで、刃やいばのごとく突き刺ささった。

「うぐ……」

「やっぱり、あんたって最低よ……」

　それから数時間、竜士はまともにレイヤに話しかけることが出来ず、レイヤもまた竜士に声をかけることはなかった。

　その間に挟はさまれている皐月は、居い心地ごこちが悪かったが、困っている竜士に助け船を出さなかった。

　──なんだか、わたしだけ損してるような気がする……




　　　　☆




　夜が訪おとずれた。

　空にはまばらに雲が浮うかんで月を隠かくし、初夏の闇やみをいっそう濃こくしている。

「ここまで来れば大だい丈じよう夫ぶか？」

　姫神学園を囲う巨大な塀へいの下、一人の男が額の汗あせを拭ぬぐう。

　丸みを帯びた、小太りなシルエット。月明かりが照らしだしたのは、メガネをかけた丸い顔立ちだった。

　壁かべの向こう側からは潮しお騒さいの音が聞こえ、焦こげ臭くさいにおいと消火剤ざいの酸すっぱいような異い臭しゆうが鼻をつく。

　一昨日おとといの晩、レイヤの《レオニード・ストレイフ》によって焦しよう土どと化した植林地帯のにおいだった。

　姿の見えぬ敵をあぶり出すための《バーストソレイル》の砲ほう撃げきは、人工林のすべてを焼き払はらったわけではなく、面積でいうとその三分の一にも満たない。

「機甲展開リブート・ギア」

　男は腰こしのホルダーから魔杖タクトを抜ぬき、囁ささやくように告げる。

　薄うす緑みどり色の朧おぼろ気げな光が螺ら旋せんを描えがき、彼の機甲を形成していく。

　ツチキノベワタグマヌ種スのコンダクター、斉さい藤とう省しよう吾ご。

　その機甲《セレナルクトス》。

　今まさに姫神学園からの脱走を試みる、七人の支援者サポーターの一人だった。

「あー……これで楽しかった女子高生との日々も終わりやな……」

　心の底から残念そうに呟つぶやいて、腕わん部を覆おおう巨大な手てつ甲こうから生え出たクローを壁に突つき立てて「よっこいしょ」と登りはじめる。

　斉藤は五分もしないうちに十メートル近い塀を登とう攀はんし、眼下に深夜の海を見み渡わたした。

「ここから先は、さすがに飛ばんとあかんよなぁ……」

　その背に負う背部リアユニットを中心として安Ｂ定Ｉ化Ｓ領域フイールドを展開──薄うす青あおい輝かがやきが球状に広がる。

「その必要はありませんよ」

　不意の声に、斉藤は振り向く。

　自分がいま大地とする姫神学園の塀の上、一人の少女が立っていた。

　吹ふき荒すさぶ夜の潮風を孕はらんで、長い黒くろ髪かみがなびく。

「こりゃあ──姫神生徒会長……」

　斉藤が口にしたとおり、姫神学園生徒会長──姫神ベルカその人がＯＧスキン一枚という格好で塀の上に立っていた。

「えらい、刺し激げき的な格好してますなぁ」

「この学園では普ふ通つうのことです。それよりも、斉藤先生がコンダクターだったというのは、学園の記録にもありませんでしたね」

「うん、まぁ……秘密だし」

「なぜ、そんなことを？」

「理由、言わんといかん？」

「先生が担任をしていた二科生Ｂクラスの教え子たちのためにもぜひ」

「泣き落としは辛つらいなぁ……ＣコールドＳスリープ装置ユニツトの作製と販はん売ばい、それが私の仕事です。一応確立された技術ではあるけど、いままだアレは非合法に手に入れるには骨折れるもんですよ」

「そのために、この学園に侵しん入にゆうを……？　今回の事件は先生が赴ふ任にんした三年前から予定されていたということですか？」

　ベルカが形の良い眉まゆをゆがめて尋ねると、斉藤は笑って否定した。

「あはは、ちゃいます。私はもう堅かた気ぎに戻もどったつもりだったんですけど、過去のことをいろいろとほじくり返されてやらざるをえなくなってしまって……つってもまぁ、マリアさんが目覚めてＣＳ装置を本格的に調べられたら私が作ったもんだって最終的にはばれてしまうだろうから、ここいらでおいとまして、また顔を変えて新天地を目指そうかなと思いまして」

「衣良華さんのケースと似ていますね。支し援えん者というよりは、私し怨えんや私情を利用されている手て駒ごまということですか」

「私に他ほかの支援者とか夜刀野会の残党を聞いても無む駄だですよ。引き渡わたしとかは全部グラサンかけた透とう明めい人間が相手だったし、自分の事以外何一つ聞かされていませんから」

「それでも、このまま逃にがすわけにはいきません」

「ここは一つ、勘かん弁べんしてくださいよ」

　斉藤が愛あい想そ笑いをすると、ベルカもにっこりと笑え顔がおで返した。

「無理です──機甲展開！」

　彼女が魔杖を取り出して機甲を展開する。

　彼女を中心として渦うず巻まく、薄緑色の光の螺旋。

　その隙すきに斉藤はとにかく塀の外へと飛び立とうと塀の上を駆け出す。

「──ッ」

　斉藤は躊ちゆう躇ちよすることなく夜の海の上へと身体からだを投げ出した。

　飛ぶよりも海の中に逃げ込む方が確実だと判断した。ツキノワグマ種の彼の機甲が飛行には不向きということもある。

　しかし、風を切って加速する斉藤の横を、それよりも速く光が駆け抜けた。

　一つ、二つ、三つ、四つ、五つ、六つ、七つ──八つ。

　八つの光の玉が、斉藤が落ち行く漆しつ黒こくに浮かんでいる。

　そこに刻まれた文字を、彼は刮かつ目もくする。

　　　　　偽　湖

　　　刃　　　　　氷




　　　霆　　　　　紐

　　　　　篝　震




　斉藤は以前に聞いたことがあった。

　姫神学園生徒会長、姫神ベルカ。

　二科生の時点でグランドフェスティバルの個人総合四位の座についた、犬種ルーパスのコンダクター。

　彼女の機甲の名は──《伏ふせ姫ひめ》。

「な、なんか間ま違ちがってないかぁっ！」

「私の犬は、こうなのです」

　第二の脊せき髄ずいとつながって強化された斉藤の聴ちよう覚かくは、本来人の可か聴ちよう域の外にある笛の音を聞く。

　──犬笛の音が響ひびいている！

　視界の中で、円を描えがくように並んでいた八つの光の玉が四散する。

「行きなさい──《オクタブルドッグス》！」

　魔杖を展開した時と同じ薄緑色の光を帯びて、八つの玉は八頭の自律する犬型の機甲へと形を変える。

　高らかに猛たけり吠ほえ、落下し続ける斉藤の周囲を無む貌ぼうの犬が乱らん舞ぶする。

　刃じんの犬──クドリャフカがその身に刃をまとって体当たりをし、《セレナルクトス》の安定化領域を貫つらぬいて斉藤の身体を上空へと弾はじき返した。

　重力に身を任せていた彼は衝しよう撃げきで前後不覚となりながらも、背部ユニットのバーニアを噴かして何とか体勢を立て直す。

　しかし、そこに残り七体の犬が殺さつ到とうした。

　紐ちゆうの犬──ストレルカは極ごく細ぼそのワイヤーを伸のばし、彼の身体を搦からめ捕とる。さらにそのまま相手の周囲を飛び回り、速すみやかにその自由を奪う。

　氷ひの犬──リサは口から吸熱剤を海へと流し込み、飛び込もうとした荒あら波なみを凍こおり付かせる。

　震しんの犬──ヴェテロクは鼻先のドリルで着地点に落とし穴を掘ほる。

　霆ていの犬──バルスの額の角からは雷らい撃げきが放たれ相手を感電させる。

　篝こうの犬──スメラヤが高熱を帯びた牙きばで襲おそう。

　湖れいの犬──ダムカは首から生えた筒つつから幾いく千もの水の針を撃うち出す。

　偽ぎの犬──マルィシュカはその姿を他の七匹ひきに擬ぎ態たいし、標的をどこまでも翻ほん弄ろうする。




　圧あつ倒とう的。




　ベルカの魔杖は犬種ルーパススピシーズ。イエイヌ一種のみの可能性を宿しただけの、《系統樹の枝》の最末まつ端たんにして、最下級。

　しかしながら抜ばつ群ぐんのリンク適性で、彼女は《伏姫》の武装としてさらに八本もの魔杖を生み出し、自らの手足とすることを可能にした。

　壮そう絶ぜつなまでの強さ。

　迷うことのない統とう率そつ。

《伏姫》をまとった姫神ベルカは、八体の自律する犬を従えて敵を瞬またたく間に制圧する。

「が……」

　クドリャフカの剣つるぎのような牙によって背部ユニットの奥にある第二の脊髄を砕くだかれ、斉藤の茶ちや褐かつ色しよくの機甲は光の粒りゆう子しとなって散っていく。
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　機甲がなくなったおかげでぐるぐるに巻き付いていたストレルカのワイヤーは緩ゆるむものの、足はヴェテロクの掘った落とし穴にはまったまま、さらに八頭の犬に鼻を突きつけられていては起き上がる気力もなかった。

「……恐おそろしいなぁ」

　小さな切り傷や身体の節々が痛みはするものの、あれほどの攻こう撃げきにさらされながら骨の一本も折れてはいない。はっきりと意識もあって、ただ反はん抗こうする意志だけが見事に挫くじかれていた。

「身み柄がらを拘こう束そくさせていただきます」

《伏姫》をまとったベルカが斉藤の前にゆっくりと降り立つ。

　まるで着物を着ているかのような幾いく重えにも積層された藤ふじ色いろの装そう甲こう、首にかけた犬笛、背部ユニットの巨きよ大だいな日本刀、そして頭には中折れの垂れ下がったイヌミミセンサー。

　雲の隙すき間まから漏もれ出た月光がベルカを照らし出す。

「……こないべっぴんさんに引き留められたんじゃあ、しゃあないな……」

「私の拷ごう問もんは厳しいですよ？」

「お手て柔やわらかにお願いします」

　ベルカが犬笛を吹くと、ストレルカがふたたびそのワイヤーで斉藤を縛しばり上げ、背に乗せる。

　それに刃の犬クドリャフカと偽の犬マルィシュカがお供について、彼らは学園へと戻るべく空中を駆かけ上がっていった。

　残りの五匹は宝玉形態へと戻って、《伏姫》のスカートアーマーに収まる。

　ベルカは耳にはめたインカムの電源を入れて、生徒会室で待機している仙道舞夏と回線を繫つないだ。

「こちらは済みました。いま、斉藤先生を連れてストレルカたちが行きます」

『了りよう解かいです。おけがなどは、ありませんか？』

「大だい丈じよう夫ぶです……どうかしましたか？」

　いつも通りの抑よく揚ようのない淡たん々たんとした口調だったが、ベルカはそこに翳かげりを感じた。

「なんだか元気がないように思います。いつもよりも……そうですね、元気二割減、といいましょうか？」

『……すみません、本来ならば、お忙いそがしいベルカさまではなく僕が戦うべきだと思い……』

「舞夏ちゃんだって常に機甲ギアを展開し学園の監かん視しをしていて忙しいでしょ。それに、私には舞夏ちゃんと同じ真似まねは出来ません」

『ベルカさまのおっしゃることは、分かるのですが……』

「レイヤちゃんたちが皐月さんの護衛に付いている以上、仕方がありません。そういえば、三人の様子はどうです？」

『えっと……竜士さまとレイヤさまが少々ぎすぎすしていますが、それ以外には特に。しかしそれで、楠木さまももやもやしてるように見えます』

　呆あきれるようなため息を挟はさむ。

「ラブコメですか」

『ラブコメ、かも知れません……』

「羨うらやましいですね。学園生活を謳おう歌かしているようで。私も交ぜていただきたいです」

『べ、ベルカさまが、竜士さまをお慕したいなさるということですか？』

「なさったら変でしょうか？」

　くすりと不敵に笑うベルカ。

「竜士さんは私に似ております。腹をわって話し合えれば、お互たがいに心の底から肯こう定ていし合い、愛し合っていけるのではないかと、期待しております」

　イヌミミセンサーを起動して、超ちよう聴ちよう覚かくと超ちよう嗅きゆう覚かくで周囲を見回してから学園へと戻もどるべく飛び上がる。

『運命の人、ですか？』

「いいですね、そのフレーズ。まぁ、このことは後日レイヤちゃんも交えて話すことにして……やはり七人の支援者サポーターというのは組織だったものではなく、個々人の集まりをそう呼んでいるだけのようですね」

　今朝の衣良華との面会と先ほどの斉藤の言葉から判断するに、間違いないだろう。

『であるとすれば……』

「はい。七人の支援者を追うのは外そと堀ぼりを埋うめるようなものでしょう。今後も捜そう査さと監視は続けますが、やはりこちら側から敵を追い詰つめるのはむずかしそうですね」

　姿を消し、誰だれにでも容姿を変えることの出来る敵。

　学園内で隠かくれることに専念されれば、見つけるのは至難の業わざだろう。

「罠わなを張りおびき出すか、あえていまは後手に回りお母様の覚かく醒せいを待つか……敵が性急な手段に出ない限りは、これ以上、皐月さんを危険な目に遭あわせるようなことはしたくありませんね」

『同感です……』

「ここは、現状のまま我が慢まん比べといきましょう。残り五日、我々は全力で敵の襲しゆう撃げきから皐月さんを守り抜ぬきます」







　第二幕　姫神姉妹







　三日後。

　週末が過ぎ去り、竜りゆう士しが姫ひめ神がみ学園に潜せん入にゆうしてから八度目の朝を迎むかえた。

　金曜日の夜にベルカが七人の支援者サポーターの一人であった斉さい藤とう省しよう吾ごを捕ほ縛ばくして以後は、特に問題らしい問題も起きてはいない。

　当然、斉藤が捕つかまったことは夜や刀と野の会かい残党対策委員に伝えられたのみで、彼が受け持っていた二科生Ｂクラスの生徒には真実は伏ふせられた。




　昼休み。

　人目に付くところだと竜士を柳りゆう二じと思い込んで声をかけてくる女子が多いため、竜士、レイヤ、皐月さつきの三人は生徒会室で購こう買ばいのパンを食べていた。

　その場には他ほかに仙せん道どう舞まい夏かと七なな枷かせ朱鷺とき夜やの顔があり、ベルカは執しつ行こう部ぶ会の会合で席を外している。

「えへへへへ」

　メロンパンを頰ほお張ばりながら竜士にぴっとりと寄り添そう朱鷺夜は上じよう機き嫌げんに笑った。

「この数日、静かで良かったのになー……」

　こめかみをおさえて疲れた声を出す竜士。

　斉藤の代わりに竜士たちのクラスの担任を任された朱鷺夜は、教師としての立場を利用してやりたい放題だった。

　いきなり席せき替がえと称しようして竜士を一番前の席に連れだしたかと思えば、残りの時間は他の生徒そっちのけで竜士にちょっかいを出す。

　キレた八や戸と埜の柳二ファンクラブの女子生徒たちが立ち上がり教室を二分する事態にまでなった。

「なんでこんなことになったのかなー……」

　朱鷺夜を引きはがしつつ、竜士は頭を抱かかえる。

「何だぁ竜士。あたしに会えないで寂さみしかったか？」

「会いたくねぇっつってたんだよ……」

「この三日間くらいどうしてたの？　部屋から一歩も外に出なかったとか聞いてるけど」

　尋たずねたのはレイヤだった。朱鷺夜はにふふと笑って、部屋の隅すみに立つ舞夏の方に目をやる。

「そっちのキノコのお嬢じようちゃんは知ってるだろ？」

　途と端たん、舞夏の頰ほおが赤みを帯びた。

「ほんと、いつ寝ねてんだって思うくらいずっと監視されてるからちょっと驚おどろいたぜ……未いまだ眠ねむったまま機甲ギアを展開リブートしてるって例は聞かないし、《系統樹の枝》の契約痕ステイグマは不ふ眠みんかなにかか？　どのくらい寝ないでも平気なんだ？」

　舞夏が小さく首を縦に振ふり、答えた。

「まったく眠らないわけではありません……身体からだは横にならないと疲ひ労ろうは取れませんし、十日間も起き続けたら、翌日は一日中寝続けてしまいます」

「寝られないのって、逆に不安だったりしない？」

　皐月が尋ねると、舞夏は首を横に振った。

「もう慣れてますので、大丈夫です」

「次に休みを取る日とか、決まってるのか？」

　今度は竜士が尋ねた。

「要するに、その時は《ヴァルトナハト》の警備がなくなるってことだよな。いつも以上に集中しとかないといけないだろ？」

「ベルカさまと話し合って木曜日の夜は休養をいただくことになっています。その間は、ベルカさまが《オクタブルドッグス》で見回りをしてくれるというので、僕よりもよっぽど心強いです」

《オクタブルドッグス》──姫ひめ神がみベルカの《伏ふせ姫ひめ》が武装する自律する八頭の機甲のことは、竜士も知っていた。

「了解。木曜日っつーとマリアが目覚めた次の日だな」

「三日ぐらいは融ゆう通ずうが利きくので、変へん更こうする事もあります。その時は連れん絡らくします」

「……て、完かん璧ぺきに話が脱だつ線せんしちゃったけど、それで七枷先生はなにしてたの？」

　レイヤが知っているらしい舞夏に聞くと、ふたたび彼女は頰を赤らめうつむいた。

「えっと……ネットサーフィンを」

「ネットサーフィン……？」

「記録に改ざんの痕こん跡せきはなかったので、おそらく本当に、あのサイトを、見ていたんじゃないかと……」

「あのサイト？」

　言い淀よどむ舞夏から聞き出すことはあきらめて、竜士は朱鷺夜に直接尋ねた。

「ん？　ラブホの情報サイト」

「ぶっ！」

「ぶっ！　じゃない。まさかお前、あたしとの約束を忘れたとは言わせないぞ」

　朱鷺夜は食べかけの焼きそばパンを吹ふき出しかけた竜士の肩かたをつかんで抱だき寄せる。

「や、約束？」

「姫神マリアを見つけ出したら一日デートをするという約束だ。あたしなりにどこに行こうかとこの三日間考えていたんだが、〆しめにホテルに行ければそれでいいことに気がついた。別に朝からホテルに直行でも構わんぞ！」

「言ってることの意味が分からん……」

「具体的に言うとお医者さんごっことかしたいです！」

「ちょっと待て、いろいろ待て。そもそも姫神マリアは敵が解放したんであって、お前が見つけたんじゃないだろ」

「解放されたのを一番はじめに見つけたのはあたしだし、あたしが捜さがし始めたから解放したって言ってたらしいじゃんか。もう九割あたしが見つけたようなもんだろ」

「くそ……いや、でも俺は本当にお前の提案にＯＫしたのか？　適当に『見つけられたら考えてやる』とか言った気がするぞ？」

「えぇーっ！　ここまで来てそんなこと言い出すんですか、竜士さん！」

「考えるだけは考える。…………。うんごめんやっぱ無理！」

「ひでぇ！」

「ひどい……」

「最低……」

　声を上げる朱鷺夜に皐月とレイヤが続いた。

「な、なんだお前たちまで……」

「……さすがにホテルの云うん々ぬんとかお医者さんごっこはどうかと思うけど、りゅーにぃのためにいろいろしてくれたのにそういう断り方をするのは誠実さに欠けるよ……」

「誠実さ……⁉」

「皐月、あきらめましょう……こいつはそういう男なのよ。女を利用するだけ利用して、価値がなくなったら携けい帯たいを交こう換かんするみたいにぽいっとしてしまうのよ……」

「うぐっ！」

　レイヤの言葉は竜士に刺ささった。

　冗じよう談だんのような調子で言いはしたが、レイヤの瞳ひとみは笑っていない。

　金曜日の朝に勃ぼつ発ぱつした竜士とレイヤの冷戦は、皐月を守るという任務と時間の経過によってひとまず小康状態を保ってはいたものの、何一つ解決してはいなかった。

「なんか言い返しなさいよ」

　言葉に詰つまった竜士に、レイヤは静かな、しかし鋭するどい口調で告げた。

「それとも本当に──私が言った通りなの」

「そ、そんなことないっ！」

　竜士が身を乗り出して告げると、レイヤも対たい抗こうして立ち上がり、嚙かみ付くように言葉を吐はいた。

「じゃあなんなのよっ！　はっきり言ってみなさいよ！　あんたにとって姫神レイヤってなに？　七枷朱鷺夜ってなんなのよ！」

　レイヤに凄すごまれて、竜士も負けじとにらみ返した。

「～～っ！　わかったよ！　そんなに言うなら朱鷺夜こいつとデートでもなんでもしてやるさ！　ただしホテルとかは抜きだ。デートコースは全部俺が決めるからな。これでいいのかよっ！」

「なんで私に聞くのよっ！」

「しらねぇよっ！」

　叫さけんだ竜士は、すぐにそうしたことを悔くやむように唇くちびるをかみしめ「ちょっと頭を冷やしてくる」と生徒会室を出て行った。

　嵐あらしが過ぎ去ったかのように、生徒会の談話室はシンとした静せい寂じやくに包まれた。

　思い出したように朱鷺夜がメロンパンを食べ始めてぽつりと呟つぶやく。

「青春だなぁ……」

「うるさい……元はといえば、あんたのせいだ……」

「レイヤちゃん……」

　棒のごとく立ち尽つくすレイヤを見上げて、皐月はその赤い双そう眸ぼうに涙なみだがにじむのを見た。

　戸と惑まどう一同を見て、部屋の隅に立っていた舞夏が、動き出す。

「……僕、少し竜士さまの様子を見てきます」




　　　　☆




「くっそ……なんであんな風に言っちまうんだ……」

　竜士は生徒会室から五分ほどの、廊下の突き当たりにある休憩スペースにいた。

　並んだ自じ販はん機きにコインを投入して、ろくに選びもせずにボタンを押す。

「……なぜ、おでん缶かんが……！　七月だぞ今」

　取り出し口に手を突っ込むと、やたらと熱いスチール缶が出てきて愕がく然ぜんとする。

「一部の学生から夏でも食べたいというリクエストがあって、残っているんです」

　背後からの声に振り向くと、舞夏が立っていた。

「仙道……」

「キクラゲなんかも入っていて、美味しいですよ」

「図はからずもキノコだな……」

「担子菌門バシデイオミコータのコンダクターだからキノコが好きというのは、単純過ぎです」

　普ふ段だんは抑よく揚ようのない平らな声が、少しだけムッとしているようだった。

「嫌きらいなのか？」

「トリュフから椎しい茸たけまで、キノコは奥の深い万ばん能のう食材です」

「好きなんじゃねぇか」

　自販機の隣となりに置かれたベンチに座り、買ってしまったおでん缶を開ける。なみなみと入った汁しるの中にちくわやこんにゃく、うずらの卵と並んで串くしの柄えが突き出しており、どうやらこれを使って食べるらしい。

「お隣、いいですか？」

「ああ」

　舞夏がちょこんと、竜士の隣に腰こしを下ろす。小学生かと見み間ま違ちがえる朱鷺夜に並ぶほどに小こ柄がらな彼女は、恐きよう縮しゆくそうに縮こまっているので、余計に小さく見える。

「悪かったな、あんな大声出しちまって……」

　汁が垂れるため、やや猫ねこ背ぜ気味になりながら竜士はおでん缶をつつく。しっかりと味がしみていて、予想していた以上に美味おいしかった。

「いえ……レイヤさまもベルカさまに似てため込んでしまうタチの方なので、ああして包み隠かくさずに気持ちをぶつけられる人がいるのだと、むしろ感動したほどです。今後とも、レイヤさまのこと、お願いしたいと思いました」

「あいつのどこらへんがため込むタチなんだ？」

「本来なら、先ほどの竜士さまとのやりとりのようなことを、ベルカさまともやっておくべきなんです……」

「ベルカさん？」

「竜士さまは、レイヤさまが、不自然なほどにベルカさまに対して従順だと思ったことはありませんか？」

「……はじめに俺と組むように言われた時なんかは、そんな感じだったな」

　皐月を囮おとりにして敵をおびき出そうということになった時も、レイヤは一度は反対したものの、ベルカの主張を前にすぐに引き下がってしまった印象を受ける。

「レイヤさまは四歳の時に姫神の姓せいをもらい、マリアさまの下もとにやってきたそうです……対して、ベルカさまが姫神の姓を受けたのは七歳になってからです」

「ちょっと待ってくれ。どういうことだ？」

「マリアさまは自らの配はい偶ぐう子しによって誕生した多くのデザイナーズチルドレンを飼育し、その中から能力の高い者、見込みがある者に姫神の姓を与あたえると言って競きそわせました。そして先に選ばれたのは、レイヤさまなんです」

「飼育って……」

「二年後にレイヤさまの前に現れたベルカさまは、一つ年上だから姉となり、開花したその圧あつ倒とう的な才能で、それまでレイヤさまにかけられていた期待を奪うばい去っていきました」

　──この世によくできた姉が得意な妹なんているの？

　数日前に聞いたレイヤの言葉が脳のう裏りに蘇よみがえる。

「レイヤさまはベルカさまと何度も競わされ、その度に敗れました。マリアさまはベルカさまを後こう継けい者しやとして認めると、ベルカさまに対してはより厳しくなり、その頃ころにレイヤさまは、自分は親に愛されていないのだという絶望に直面したんだと思います」

「……なんとなく、話はわかった。だけど、それだとレイヤはもっとベルカさんのことを恨うらんでてもおかしくなさそうだけどな」

　ベルカのことが苦手でぎこちなさは感じるけれど、彼女のことを特別嫌きらっているようには見えなかった。

「お二人は、ともにマリアさまの課題を乗り越こえてきた仲間でもあります。課されるものに差はありましたが、ベルカさまはそのことを嘆なげくことはなく、レイヤさまもベルカさまの夢を手伝うと決めておられます」

「夢？」

「マリアさまの後を継つぎ、理事長となって、執しつ行こう部ぶの利害関係に縛しばられた姫神学園を解放する。自分たちデザイナーズチルドレンのような子どもを生み出させない世界を作りたい……ベルカさまは、そう考えておいでです」

「どっかで聞いたような話だな……」

　──二度と自分たちのような存在を作らせない。

　竜士はそう決意し、ダアトに入った。

「竜士さまの戦う理由を聞いて、ベルカさまは嬉うれしそうでしたよ」

　その反応に、舞夏は竜士が何を考えているのか分かって、うっすらと笑みを浮かべた。

「ベルカさんも聞いてたのか……」

「すみません……戦せん闘とうの記録として、あの時インカムで拾っていた音声は、すべてベルカさまの耳に入っています」

　申し訳なさそうに頭を下げる舞夏。

「いや、いいんだけどさ……」

「ベルカさまは頑がん張ばっておられます。七光りと言われぬよう魔杖タクトの研究と訓練を欠かさず、必要とあれば密みつ偵ていとして《オクタブルドッグス》を走らせました。その一方で、自分の目的のため他ほかの学園の生徒会などにネットワークを広げています」

「そうか……」

　ダアトの任務をこなすだけの自分よりもずっと、ベルカは具体的なビジョンを描えがいているのだと竜士は唇をかんだ。

「僕は、レイヤさまにもベルカさまにも、竜士さまは必要な方だと思っています」

「どうして？」

　予想外の言葉だった。

「レイヤさまがあんなにまで飾かざらずに自分をさらけ出せる相手は竜士さまが初めてです。楠くすの木きさまはそれに近いようでいて、どこかぎこちなさがあります……」

　前まえ髪がみの奥に舞夏の瞳が見えた。強い光を秘ひめた大きな瞳は、もしかして前髪を上げたら、とてつもない美び貌ぼうが出てくるのかも知れない、と竜士に思わせた。

「竜士さま、どうか我々と、末永くお付き合いください。レイヤさまは不器用で、変化に戸惑っているだけなんです」

　──舞夏の懇こん願がんに、自分は応こたえられるのだろうか？

　自分がいつまでもここにいることは、いいことだとは思えない。しかし……

　竜士が考え込んでいると、舞夏は立ち上がり、ぺコリと頭を下げた。

「伝えたかったのは、そのことです……今日の放課後、新たに《系統樹札アルカナ》の結果が出ます。十六時頃ごろに生徒会室に楠くすの木きさまと一いつ緒しよにいらしてください」

　踵きびすを返し、来た道を戻もどっていく小さな背中。

　手の中に残ったおでん缶は、さめてしまっていた。




　　　　☆




　昼休みの後は二クラス合同の水泳の授業だった。

　地下の室内プールに集まった竜士たちの前には、逆三角形の体格をした褐かつ色しよくの体育教師の他、マイクロビキニのきわどい水着の上に白衣を着た朱鷺夜がいた。

　二科生のＡ、Ｂクラス合わせて五十名ほどの生徒は、普ふ通つうに水着を着た者と機甲オーガニツクギアの実習に使うＯＧスキンを着た者とに半々に分かれている。

　姫神学園が学校法人を取得した際、こなさなければならないカリキュラムの一つとして水泳の授業が申もうし渡わたされたのだが、姫神学園は水面下での機甲の運用を訓練する時間として割さいている。

　俯ふ瞰かんして見るとＯＧスキンをまとっているのはほとんどＡクラスの生徒で占しめられており、遊ぶ気満々で水着を着ているのはＢクラスの生徒がほとんどだった。

　それというのも、水中での機甲の運用は基本的に安Ｂ定Ｉ化Ｓ領域フイールドを展てん開かい出来るか否いなかにかかっているため、それが出来ないＢクラスの生徒には許可されていないからだった。

「まぁ、とゆーわけで、すいちゅーでの機甲の運用を試ためしてみたいヤツは、あっちの第二プールで行うので来いや」

　朱鷺夜があまりにも気け怠だるげであったのは、竜士がＯＧスキンではなく水着を着ているからだった。

　あの後、竜士が生徒会室に戻ると、レイヤもいつもの状態に戻っていた。

　皐月をどちらに参加させるかを話し合った結果、前回のことも踏ふまえて今日は皐月に機甲の展開はさせないということで落ち着いた。

　そういうわけで、皐月の護衛である竜士とレイヤはプールサイドに座り、一人気持ちよさそうにプールで泳ぐ皐月を眺ながめていた。

　皐月が自分たちに気を遣つかって二人にしたことは明らかで、今のうちにきっちり仲直りをしておけということなのだろう。

　姫神学園には学校指定の水着というものがなく、白いビキニタイプの水着姿のレイヤを横目に見ながら竜士は口を開いた。

「……さっきは悪かった……その、大きな声出したりして……」

「それは、私も謝るわ。怒ど鳴なったりしてごめんなさい」

　一度シャワーを浴びて水気を帯びた珊さん瑚ご色の髪かみ。いつもはツインテールにしているそれを、いまは水泳の授業用にとお団子にしているのが新しん鮮せんで、白くか細いうなじに視線を奪われる。

「なんかエロい視線を感じるんですけど……」

「き、気のせいじゃないか？」

「ふぅん……それで、言うことは、それだけなの？」

「う……」

　レイヤの言いたいことは分かった。

　問題は、大声を出してしまったり、怒鳴ったりしてしまったことではない。

　それこそ、昼休みに皐月が言った誠実さの問題だ。

　先週の水曜日の夜、竜士は衣い良ら華かを止めるために、レイヤのファーストキスを奪った。

　そしてそれから二日後の朝、レイヤのアドレスの入った携けい帯たいは、この仕事が終われば捨てると言ってしまった。

　当然、噓ではない。

　姫神学園ではそうでなくとも、ダアトから見れば姫神レイヤは民間人だ。今後の仕事の中で彼女を巻き込むかも知れないような材料は、一つでも減らしておかなければならない。

　しかし、確かにそれでは、「利用するだけ利用して……」と文句を言われても、なにも言い返せない気がした。

　どうするのが、レイヤに対して誠実なのだろうか。

　なんと口にすれば、この気持ちの半分でも、レイヤに届けることが出来るのだろうか？

「一つだけ、言わせてくれ」

「……うん」

「少なくとも、俺の中で朱鷺夜とお前は、全然違ちがう。あいつは特別というか、例外というか……とにかくその、レイヤをあいつと同じようになんか、絶対にしない」

「ふむ……」

　──特別なのは、私じゃなくて、朱鷺夜の方なのか。

　一いつ瞬しゆん、にゅっと出てくる想おもいを、しかしレイヤは押し込めた。

「まぁ、ひとまずそれで大目に見てあげる。私もどうしたいんだか良く分かんないし」

　レイヤがそう言うと、竜士はホッと胸をなで下ろした。

「あの後、舞夏があんたのとこに行ったでしょ。なに話したの？」

「お前とベルカさんのことを、ちょっと聞いた。ベルカさんには夢があって、お前はベルカさんのことが苦手だけど、それを応おう援えんしてるとか……」

「なんでそんな話になったの……？　本当のことではあるけどさ」

「さぁ……」

　傍そばにいて力を貸してあげて欲しいと言われたことを、竜士は言うべきか躊躇ためらった。

「でも、あんたもそう思わない？　いまの学園はおかしいし、お姉様ならそれを、良くしてくれるかもって……その力になれるなら、私、なんだってするわ」

　レイヤの声は切実な響ひびきを孕はらんでいた。

「そっか……できることがあったら言ってくれ。俺もダアトとして、それを手伝いたい」

　姫神姉妹ならば、自分がもう戦う必要がないと思えるような世界を作ってくれるかも知れないと、竜士は本気で思った。

　一方で、そうすることがレイヤの苦手な姉と向き合うための一つの手段なんだろうと、直感的に感じた。

　レイヤは竜士の言葉に頰ほおを赤らめて、視線を皐月の方に向けた。

「ば、ばか──あんたの手なんか借りなくたって、大だい丈じよう夫ぶよ！　わ、私皐月のところにいくわ！」

　逃にげるように水の中に入っていって、水と戯れる皐月のもとに向かう。

　皐月がなにかを言うと、レイヤの顔は再び真っ赤になってる。いつの間にか、水を掛かけ合い、追いかけっこが始まっていた。

「ふふふふ。さしもの姫神レイヤも胸の浮うき袋ぶくろが邪じや魔まで、この楠くすの木き忍にん法ぽうが一つ、ツルペタ泳法については来られまい……」

「切なそうに笑うのやめなさいっ！」

「こうなったらその胸吸い取ってくれる！」

「ちょ、皐月っ⁉」

　暴走した皐月がレイヤの後ろに回り込んで胸を揉もみしだくのを、竜士は遠い目をして見守る。

[image: ]

「いやぁ、いいのぅ……実にいい眺めじゃー……」

　すると、不意に背後からしわがれた男の声がした。

　竜士が振ふり返ると、プールサイドにはそぐわない、黄色いスーツ姿の初老の男性が立っていた。杖つえをついてはいるが腰こしが曲がっているわけではなく、むしろ姿勢はいい。

　はげ上がった頭頂部に、カールした鼻下の白ヒゲ。

　瞳ひとみを隠かくした派手な色つきサングラス。

　彼の顔を見て、竜士は「どうして彼がここに？」と身構えた。

　四し十じ萬ま聖せい道どう。

　姫神学園の執しつ行こう部ぶ会の一人で、皐月を《世プロジ界エクト樹・ユグ計ドラ画シル》に参加させるために七枷朱鷺夜を非常勤講師として学園に呼び込んだ張本人。

「あの姫神レイヤの胸を揉んでる娘むすめが楠木皐月だ。今日機甲の訓練に参加させてないのはいま話したとおりだ、ジジィ」

　その傍かたわら、白衣のポケットに手を突つっ込みながら面倒くさそうに説明する朱鷺夜が立っている。

「あー分かっておる分かっておる。不死身とか何とか聞いたが、確かに危険なのは良くない。期限までに間に合わせてくれればよい」

　どうやら、皐月の授業風景を視察にきたらしい。

　竜士が呆ぼう然ぜんと二人を見上げていると、四十萬は竜士の視線に気づき、口くち許もとをくぃっと上げて見せた。

「君が、八戸埜竜士くんだね。噂うわさのΔデルタシリーズか……」

「ジジィ、そいつにさわるんじゃねーぞ。竜士はあたしのものだ」

「わしゃあ別に、そこいらのコンダクターのように《根源》などという絵に描かいた餅もちを追いたいわけではない……いまの世の流れの中で、より良くより幸福に生きたいと願ってるだけだ……時に君」

　サングラスの奥、四十萬の瞳が竜士を射い貫ぬくように睨にらんだのが分かった。

「いつまでマヌケ面づらして座り込んでおる？　挨あい拶さつぐらいちゃんとせい」

「あ……はい」

　竜士は素す直なおに立ち上がって、四十萬に対して軽く頭を下げた。

「機き甲こう特務群ダアト極東基地関東分室、八戸埜竜士准じゆん尉いです」

　人目があるので、竜士は声を抑おさえて告げた。

「この学園の主おもに財政面を面倒見ている四十萬じゃ。頭を上げてくれ。先日は、楠木くんを守ってくれたそうじゃな。わしからも礼を言わせてくれ」

　竜士が頭を下げると、手が差し出された。

　握にぎり返すと、肉の薄うすい、皺しわの寄った皮と骨の感かん触しよく。しかし、思いの外しっかりと握られて、老体の奥底の壮そう健けんさを感じた。

「今後も、彼女のことを頼たのむ。あれは姫神学園が《世界樹計画》に参加するのに欠くことの出来ない存在じゃ」

「……それが理由なのかよ」

　竜士はムッとして、声を抑えず言い返した。

　この四十萬という男も、皐月を《世界樹計画》に組み込む部品程度にしか考えていない朱鷺夜と同類の思想の持ち主なのか。

「皐月のことは守ってやる。でもそれはあんたのためじゃない。皐月を《計画》に参加させるために、俺はあいつを守るんじゃない」

「若いのぅ……」

「俺は……俺たちは、あんたたちに利用されるために生きてるんじゃない」

　そう言うと、四十萬は笑った。

「社会というものは、必ず利用するものと利用されるものに分かれ、その契けい約やくによって成り立っておる。誰だれかに利用されるものは誰かを利用し、その逆もまた然しかり。君は誰にも利用されたくないと、世界から孤こ立りつして一人で生きていくのか？」

「そんな話をしてるんじゃない。俺は……」

「変わらんよ。わしは姫神学園の役員として預かった二百六十二名の生徒を見守り、この国の魔杖タクト研究を牽けん引いんしていく役割がある。わしは良きコンダクターのために利用され、同時に彼らを利用し、その有用性を世界に示さなければならない」

「いまの皐月の力は、本来皐月が持っているべきものじゃない」

「それは聞いている。八方手を尽つくしてどうにもならんというのであればあきらめることもあろうが、まだその段階ではないじゃろう……。《世界樹計画》への参加機関は次代の魔杖研究を担になう。安定化領域によって砂さ漠ばくに水田を作ったように、月や火星に魔杖は人間の居住環かん境きようを作り出していく。そこに参加する意義が分からん歳ではなかろう？」

「意義はあるだろうさ……それでも俺たちは、道具じゃない」

　竜士が四十萬とにらみ合いを続けていると、その間に割り込む影かげがあった。

「ちょっと、周りから見られてるわよ」

　プールから上がったレイヤと皐月だった。

　指し摘てきされて、竜士は柳二として振る舞まうことを忘れていたことに気づき、四十萬から一歩離はなれた。

　面めん倒どうな年寄りに絡からまれたごとく肩かたをすくめて、さらにレイヤの横に退ひく。

　レイヤと皐月は四十萬に対して会え釈しやくする。

「君が楠木皐月くんだね。もっとちゃんとした場所で挨拶したいから、今回の件が一段落付いたらそういう席を設けよう。その時は、ぜひ君も」

　四十萬は竜士の肩を一度叩たたき、その場を離れた。

　少し離れたところに立っていた三科生の守衛委員ガーデイアンと共に、プールを後にする。

　二人の背中が見えなくなった後で、皐月が口を開いた。

「大丈夫？　りゅーにぃ。なんかぎすぎすしてたけど……」

「別に……ただ、皐月はお前の道具じゃないって、言ってやっただけだ」

「あんたね……なんでこの状じよう況きようでわざわざ面倒くさくなるようなことするわけ？」

「……すまん」

「素直ね」

「いや、俺から突っかかっていっちまったのには違いないからな……お前にそう言われると、謝るしかない」

「まぁ、そう面倒なことにはならんだろう。あの程度のことを根に持つ男ではないと思う」

　朱鷺夜の言葉ではさしてフォローにはならず、竜士はあの場で突っかからずにはいられなかった自分を振り返り、短いため息をついた。

　いまは臥竜たちを見つけ出して、とにかく皐月の安全を確保するのが最優先だ。

　その先皐月がどうするかは、その時になって考えればいい。

　竜士は手を伸のばして、隣となりの皐月の頭を撫なでた。




　　　　☆




　その日の放課後、姫神ベルカは一人で生徒会会議室にいた。

　そろそろ《系統樹札アルカナ》の結果を手に入れた舞夏が解かい釈しやくを終えて戻もどってくる頃ころだと思いつつ、考え事をしていた。

　明後日あさつてには、姫神マリアが覚かく醒せいする。

　にもかかわらず、敵は動く気配を見せない。

　レイヤと竜士を中心とした対策委員会の護衛が厳重すぎて手が出せないのか、何らかのタイミングを狙ねらっているのか。

　そもそも、覚醒したマリアから何かしらの情報を聞き出せるということ自体、こちら側の勝手なあて推量に過ぎない。

　マリアが相手の情報を握っているとしたら、その時点で敵が無事にマリアを解放したことも不自然だ。

　解放しなければ、七枷朱鷺夜の探さぐりが入って相手に不利な状態になっていた……《系統樹札》を使い、敵がそんな未来観測を行っていたとする。

　だとしたら、敵はどうしてマリアを殺さずわざわざ斉藤を強請ゆすってまでしてＣＳ装置ユニツトを用意し、そこに彼女を保管したのか。

「姫神マリアそのものが罠わな……お母様が、お母様ではない可能性……」

　人が眠ねむっている状態でＣＳ装置を開けることは不可能だ。

　窓越ごしに確かく認にんできる母の顔は本人にしか見えなかったが、彼女が本当に姫神マリアであるのかどうか、覚醒後すぐに確認すべきだろう。

　どういった方法ならば敵の変装を見破れるのか、朱鷺夜に聞けば分かるだろうか……？

　その時、突とつ然ぜん生徒会会議室の扉とびらが開いた。

　何事かと顔を上げると、舞夏が立っている。

　肩を上下させ、いつもの無表情に妙みような疲つかれの色が見えた。

「どうしましたか？　いつもなら三度のノックも忘れない舞夏ちゃんが、らしくないですね」

「《系統樹札》の結果を受け取り、解釈を終えました」

「……そうですか、もう少ししたらレイヤちゃんたちがきますので、その時に──」

「いえ、今ここで、まずベルカさまにだけお伝えすべきだと、判断しました……」

「……なんと、出たのですか？」

　ベルカの問いかけに、舞夏は彼女の機甲《ヴァルトナハト》を展開リブートし、そのキノコの笠かさを反対にしたような背部リアユニットにつながったブック型端たん末まつを開く。

　映し出された映像は、横長に広がったカードの配列。

「黄ゾデイ道アツク配列アレンジですね……」

　舞夏はうなずき、その中央部分を拡大した。

　獅し子し座ざを表す『[image: レオ]』のマークの上に置かれた一枚のカード。ハートを突き刺さした、三本の剣つるぎ。

「その獅子座レオの位置に置かれた、悲ひ嘆たん、孤こ独どく、裏切りを表す《ソードの３》……」

「獅し子しの、裏切り……？」

　ベルカの声は、微かすかに震ふるえていた。

「初歩的なミスではありますけど、主述を間ま違ちがえているということは、ありませんよね」

「何度も確認しました。他ほかのカードの配置から、別の解釈は出来ませんでした」

「つまり……レイヤちゃん──姫神レイヤが、裏切る、と……？」

　舞夏は、小さくうなずいた。

「詳くわしく聞かせてください。《系統樹札》の結果を……」







　第三幕　マリア覚醒







　姫ひめ神がみマリア覚醒の日。

　姫ひめ神がみ学園は通常よりも十日早い終業式を終えて、多くの生徒や教職員を乗せた送そう迎げいバスが本土に向けて出発した。

　これにより学園は、夜や刀と野の会かい残党対策委員に名を連ねる二十名ほどの学生と教職員、トップである執しつ行こう部ぶの四人、それに《系統樹札アルカナ》を効率化させるためのスーパーコンピューター《ナユタ》や監かん視しカメラを稼か働どうするのに必要な電気系統の技師三人を残すばかりとなった。

　そしてバスを見送った後、対策会議が開かれて改めて臥が竜りようの能力についての説明が行われた。





　●　機甲オーガニツクギアは光学迷めい彩さいを装備しており、その場合、敵の姿を肉眼で捉とらえることは出来ない。但ただし、本人も見えなくなってしまうため瞳ひとみだけは露ろ出しゆつしており、前回の夜間戦せん闘とう時はゴーグルを着用していた。




　●　Δデルタシリーズの能力として、背格好が同じ人間に変身することが出来る。ここで変身するというのは文字通り、他人の容よう貌ぼうや体つきに化けられるということである。この変身能力は表面的なものであり、七なな枷かせ先生によると遺伝子レベルでの擬ぎ態たいではなく、しかるべきチェックをすれば見破ることは可能である。






「背格好が同じ人間というが、臥竜はどの程度の背せ丈たけなんだ？」

　説明を受けて不ふ動どうが質問し、竜りゆう士しがそれに答えた。もはや柳りゆう二じの振ふりをする必要がなくなったため、清すが々すがしい表情をしている。

「前回の戦闘で見たところ、はっきりとしたことは言えないが、お前よりでかいって事はない。鵜う吞のみにはしないで欲しいが、身長は一六〇前後……女子に化ける可能性もあると思う」

　ざっと周囲を見み渡わたして、該がい当とう者は五～六人いる。レイヤやベルカあたりがそうであるし、男子にも小こ柄がらな生徒はいた。

　しらみつぶしに全員のＤＮＡ検査をしてみたいところだが、比ひ較かくするそもそものサンプルがないために見送られた。

　次に挙手したのはタマコスクテライゲギ科アのコンダクター、海かい冥めい透とお子こだった。

「あんたは弟と一いつ緒しよに三年前に夜刀野会にいたって聞くけど、臥竜とは知り合いなの？」

「……ああ。ジャングルジムをどっちが早くてっぺんまで上れるか競争したこともある」

「へぇ、どっちが勝ったのデスカ？」

　口くち許もとに笑えみを浮うかべて問うたのは、シンシア三み輪わ山やまだった。

「──俺だ」

「竜士があんな出で来き損そこないに負けるはずがない」

　朱鷺とき夜やの言葉を、竜士は無視する。

「先行した俺の足を容よう赦しやなく引っ張ってくるようなヤツだ。チビで卑ひ怯きようで陰いん気きで嫌いや味みで……この前の戦闘で少し話したが、そういうところは変わってないように感じた」

「ふぅん……で、あんたはちゃんと戦えるわけ？」

　それを尋たずねた透子の口ぶりはぶっきらぼうだったが、「いやならあたしたちに任せればいい」というような、彼女なりの優やさしさを竜士は感じた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。あいつは皐月さつきに銃じゆう口こうを向けた。そして引き金を引いた。それだけは、絶対に許さない」

「りゅーにぃ……」

「──そう。じゃあ最後に一つ」

　皐月を羨うらやましげに見てから、透子は竜士を睨にらんだ。

「どーしてあたしに電話もメールもしてこないわけ？　週末ずっと待ってたのに！」




　会合の後、対策委員会のメンバーには認識票が配られ、それを常に首からぶら下げておくことが言い渡わたされた。シルバーの合金のプレートの中にはＧＰＳマーカーと熱感知がついており、一度首から外せばその記録が残ることになっている。もしも臥竜が誰だれかに化けて認識票を自分の首に掛かけ替かえた時に分かるようにするためだった。

　また、全員のＤＮＡデータがとられ、入れ替わった可能性のあるものはすぐに検査が出来るような検査キットも準備された。

　十五時、全員の目の前で姫神マリアのＣコールドＳスリープ装置ユニツトの覚醒シーケンスは全工程を終しゆう了りよう。

　赤色にマリアを照らし出していたＬＥＤランプが青色に切り替わり、自動的に分厚い扉が開いた。

「お母様……」

　その姿を見てレイヤもベルカも、息を吞のんだ。

　微かに顔色が青白くはあるが、普ふ通つうに眠っているのと見分けがつかないほどにマリアに変わりはなく、彼女が生きていることを一同は確信した。

　ベルカが、眠るマリアにゆっくりと歩み寄って彼女のウェーブのかかった長い髪かみを一本抜ぬき、検査キットにかける。

　マリアが本当にマリアであるかどうかを調べるために、ベルカが提案したことだった。

　検査キットの結果はシロ。

　潜せん伏ぷくしている敵を除外すれば、現在姫神学園にいるすべての人間の前で、いまコールドスリープのまどろみにたゆたう目の前の女性が姫神マリアその人であると証明された。




　マリアはそれから総合棟とうの地下医務室のベッドへと運ばれ、二時間後にそのまぶたを開いた。

　目覚めた彼女に対して朱鷺夜が一ヶ月の睡すい眠みんによって記き憶おくの混こん濁だくが見られないかの検査をする。竜士たちはそれを、モニター越しに見つめていた。

「自分の名前を言ってみろ？」

「姫神マリア」

「娘むすめの名前を言ってみろ」

「ベルカと、レイヤ」

「年ねん齢れいは今年でいくつになる？」

「三十七」

「頭痛や吐はき気はあったりするか？」

「ない」

　マリアはそれらに傍はたらから見ている限りスラスラと回答していた。

「十七足す二十六はいくつだ？」

「ごじゅーさん」

「四十三だ」

「なに──⁉」

「昨日何があったかは覚えているか？」

「昨日……昨日は……どこからか、なにかに撃うたれて、塀へいの上から落ちた……何だったんだあれは？　気が付けば目かくしをされて縛しばられていた……やたらと、バラくさかったな」

「執行部の中に夜刀野会の残党が交じっていることは知っているな？」

「ああ」

　マリアははっきりとうなずいた。

「それは誰だ？」

　いよいよ核かく心しんを突つく質問に、一同は固かた唾ずを吞んで見守る。

「知らない」

　即そく答とうであった。

「私はそこまでには、至れなかった」

　姫神マリアの事情聴ちよう取しゆは、ひとまずそこで打ち切られた。

　目を覚ましたら一ヶ月が経過していたという事態に混乱と動どう揺ようは隠かくしようがなく、本格的な取り調べは健けん康こう診しん断だんとあわせて翌日に行われることになった。




　　　　☆




　マリアの身体からだには、大きな問題は見られなかった。

　体力が落ちて内臓の働きも衰すい弱じやくしているため数日は点てん滴てきによる栄養摂せつ取しゆとなるが、適切な覚かく醒せいシーケンスがとられたことで筋肉の衰おとろえも最低限だった。

　もう一週間もすればベッドから出て普通の生活が送れることを朱鷺夜が保証すると、ひとまずレイヤたちは安あん堵どした。

　そして、満を持して行われた事情聴取は、ほぼ空から振ぶりに終わった。

　姫神マリアが一ヶ月以上前に摑つかんでいた事実は、すでに対策委員も摑んでいるものでしかなかった。

　曰いわく──潜伏した夜刀野会の残党の狙ねらいは《系統樹の根》であり、それは楠くすの木き皐月の心臓部にある。

　曰く──姫神マリアの誘ゆう拐かいの手引きをしたのは衣い良ら華か啓けい人とである。

　曰く──潜伏した夜刀野会の残党を支し援えんする者が、七人いるらしい。

　あまりにも拍ひよう子し抜ぬけな結果ではあったが、敵がやすやすとマリアの身み柄がらを解放したことを思えば、充じゆう分ぶん予測できる展開ではあった。

「楠木の中に《根ルーツ》があるという秘密は守り通したが、すでに敵も知ってるのか……」

「おそらく、お前の誘拐は、《根》を見つけ出すための時間稼かせぎだったんだろう」

　一ヶ月かけて《系統樹札》によって植物界のコンダクターの中にあると絞しぼり込まれ、学園内の該当者を全員狙そ撃げきするという無む茶ちや苦く茶ちやな手段で敵は《根》の在処ありかを知った。

　竜士たちだって、たまたま皐月が大ケガを負うようなことがなければわかり得なかった事態だ。




　このことを受けて、すぐに会議が開かれた。

　執しつ行こう部ぶ員の四人を含ふくめた夜刀野会残党対策委員会が、会議室にて額を付き合わせる。

「い、いつまでも皐月を狙って襲おそってくる夜刀野会の残党を待っている必要はないっ。速すみやかに彼女の安全を確保し、敵の手が伸のびる心配のない場所で保護すべきだろうっ」

　二ふた葉ば萩はぎが、射しや撃げき場の時と変わらず、うわずった声で言う。

『しかし、執行部この四人の中に彼女を狙う者がいる状態で、どうしてそれが出来るのだ？　我々の誰一人も彼女の居場所を知らないで、という風にするか？』

　姫神マリアは、医務室のベッドの上からテレビ電話を通して対策会議に参加していた。つい先日まで敵に捕らえられていたとは思えない傲ごう岸がん不ふ遜そんな口調で、傍かたわらにはベルカが付き添そっている。

「ふむ。それでは人じん狼ろうは我々の中に交ざったままデスネ」

「問題の先送りも甚はなはだしいのぅ……」

　会議室の残りの執行部の面々は、奥歯に物が挟はさまったような、もどかしそうな表情をしていた。

《系統樹の根》を目の前にして、夜刀野会の残党が誰か分からぬばかりにそれが遠のいていこうとしている事への焦あせり──同席する竜士の目には、そのように映った。

「ふぁ……」

　竜士の隣となりに座っていた朱鷺夜が悪びれもせずに大きな欠伸あくびをする。

　この少し前姫神マリアを調べた検査キットで残りの執行部員たちもＤＮＡ検査が行われたが、その結果、全員が本人であると判定されてしまった。

　学園に登録してある比較するためのデータがすでに潜伏者の者に書き換かえられている──一ひと月つきも本人として内部に入っているのだから、当然といえば当然の結果だった。

「入れ替わられた執行部員は、姫神マリアと同じようにＣＳ装置に放ほうり込まれているのだろう。まぁ、裏をかいてあの姫神マリアが偽にせ者ものって可能性もあるんだが」

「入れ替わってるのは、間ま違ちがいないの……？」

　もう何が何だかわからないと頭を抱かかえる皐月が言う。

　実は入れ替わりなど存在せず、執行部員たち本人が、夜刀野会の残党で、姫神学園を裏切っている可能性を指しているのだろう。

　朱鷺夜が親切に説明する。

「ここに元夜刀野会の人間が二人いるんだ、その可能性はない。双ふた子ごもいない。クローンを育てる時間もない。臥竜の力を使って整形をした何者かがいる」

　臥竜に指示を出している敵の中ちゆう枢すう。

　一体誰に化けているのか？

　この一週間、静観を続けた目的は……？

「しかし、だらしがないな。いい年こいた大人が雁がん首くびそろえて腹を探さぐり合い膠こう着ちやく状じよう態たいっていうのは、つまらん」

　朱鷺夜は竜士に寄り添う。

「つまんねーからどっかいこーぜ」

「そういうわけにいくか。動けないんなら、俺が動く」

「ほう？」

「腹の探り合いってのは、単純に誰が潜伏者かってだけじゃないんだろ？」

　姫神マリアが降りて空席になるかも知れない姫神学園の理事長の座。

　降ってわいたように《系統ル樹ーの根ツ》を抱いだき、《世プロジ界エクト樹・ユグ計ドラ画シル》の参加資格も有して現れた皐月が、どこの派は閥ばつに所属することになるのか。

　彼ら四人がやっているのは、そういうゲームだ。

　──この期ごに及およんでお前らがそういうことにこだわるんなら、俺にだって考えがある。

　竜士は唐とう突とつに立ち上がると、会議室の机を両手で叩たたいた。

　その場にいた全員の視線が、竜士に集まる。

　しんと静まりかえった部屋に、うなるような声が響ひびく。

「皐月は俺が──ダアトが保護する！」

「りゅーにぃ……」

「そもそも、楠木皐月の心臓にある《系統樹の根》は、皐月自身が生み出したものではなく、誰だれかが意図して埋うめ込んだものだと考えられる。彼女のことを利用しようとした結果だ。こいつは《指揮者規約》に反するし、ダアトの保護対象だ。むしろ、俺たちは皐月の中から《系統樹の根》を取り出す方向性で考えるべきなんだ！」

　竜士は唇くちびるをかみしめ、三白眼で四し十じ萬まを、シンシアを、二葉萩を、そして画面の向こうのマリアを睨にらんだ。

「この状じよう況きようで個人の損得を考えている連中に、皐月を任せるわけにはいかない！」

　十秒ほどの沈ちん黙もく。

　突とつ然ぜん、二葉萩が腹を抱えて笑った。

「ハハハハハハハハハッ！　夜刀野会にいたΔデルタシリーズが《指揮者規約》違い反はんとは傑けつ作さくだなぁっ！　僕らがこんなにも生きづらくなったのは誰のせいだと思ってるんだい？」

「それとこれとは関係ないだろ！」

『まぁ落ち着け二人とも』

　二葉萩と竜士の間に割り込んでマリアが口を開く。

『そうか、君が、八や戸と埜の竜士か』

　マリアの薄うす青あおい瞳ひとみが、モニター越ごしに竜士を見つめた。

『私を救助してくれた君にはいろいろ言わねばならんのだが、それはひとまず置いておいて、だ……先ほどの言葉に返答しよう』

　一いつ拍ぱくの間。自然と竜士は身構える。

『まず一点目に、我々は個人の損得では動いてはいない。姫神学園──ひいては魔杖タクト業界の発展を願ってのことで、対立しているように見えるのはあくまで見えているものの違ちがい、信念の違いだ。若い君にそのように言われることを、堅かた物ぶつの四十萬あたりは腹を立てているだろう』

「それでも、姫神学園とか魔杖業界のためには皐月は危険にさらされてもいいって考えてるんだろ！」

『だからダアトによこせというのは、通らないだろう……君と我々でなにが違うのか聞きたいな。我々は我々なりに全力を以もつて彼女を防衛しているつもりだ。ゆえに部外者の君がここにいることも認めている』

　確かに、見方を変えれば竜士もまた皐月をダアトに連れて行きたいだけのように見える。

　そんなつもりはなくても、マリアの指し摘てきに竜士は返す言葉を失う。

『二点目に、楠木皐月の中の《系統樹の根》が彼女自身が発現させたものではなく、埋め込まれた可能性がある、というのはいい。識者である七枷先生の意見だ。しかし、それが彼女を利用しようとしておこなわれたことだと、なぜ断言した？』

「そ、それは……」

　ひるまず竜士は考えたが、自分の言葉になに一つ根こん拠きよがなかったのに気づかされる。

　強しいて言うなら、自分がそうだったからとしか言いようがない。

『理由がないのなら、《指揮者規約》違反とは言えないな。君たちが保護する対象とは限らない』

「ぐ……」

『今の状況で横から割って入ってきた君が楠木皐月を連れて行けば、ダアトと姫神学園の間に、今後消えることのない対立軸じくが生まれることになる。《系統樹の根》とはそれほどのもので、君にその責任が取れるのか？』

　竜士は唇をかみ、拳こぶしを握にぎりしめた。

『ダアトとの間に禍か根こんを残すことは、我々としても本意ではない。それに私も君と同じで、楠木皐月の中から《根》を取り出すことには賛成なのだ。《根》を身体からだの中に宿している限り、今回のようにまた何者かに狙われかねない。それは、彼女の人生にこの上ない重荷となる』

　どこまで本気の言葉であるのか、判断出来なかった。

　立ち尽つくす竜士の袖そでを、横に座る皐月が引く。

「もう、いいよ」

「皐月……」

「わたしは、りゅーにぃがこの中で一番わたしのこと考えてくれてるんだってわかってるよ。だから大だい丈じよう夫ぶ。それだけで充分」

　朗ほがらかな笑えみを見せる皐月に、竜士は小さくうなずき、周囲に騒さわいだことを詫わびる意味で一度頭を下げ、再び席に着いた。

『八戸埜竜士、後で私のところに来い。先日の礼もかねて、いろいろ伝えたいことがあるからな。迎むかえにベルカかレイヤ、好きな方をやる。どっちがいい？』

「連れん絡らくをくれれば、一人で行ける」

　姫神マリアは愉ゆ快かいそうに笑った。

　会議の場を私事の連絡に使った彼女を咎とがめる者はおらず、室内の虚きよ脱だつした空気を読んだ四十萬が音おん頭どを取って休きゆう憩けいとなった。




　　　　☆




　結局何の収しゆう穫かくも得られないまま、夜になった。

　これまで通り皐月の護衛としてレイヤの寮りよう室で三人でいたところに、ベルカが顔を出した。

　マリアが医務室で待っているというので、その間の皐月の護衛を姫神姉妹に任せ、竜士は寮室を後にした。

　医務室に行くと、ベッドの上で上体を起こしたマリアとその傍らに座る朱鷺夜が竜士を迎えた。

「史上かつてこれほど最悪な組み合わせがあったのだろうかというコンビだな……」

　朱鷺夜は医者として側そばに付いているのだろうが、竜士はげんなりと肩かたを落とした。

「私とは初対面だというのに、面おも白しろいことを言うヤツなのだな」

　マリアが値ね踏ぶみするように告げる。

「あたしの最高傑作だからな。当たり前だろ」

「何だよお前ら知り合いなのかよ……」

　二人の気さくなやりとりに竜士は腰こしを下ろすと同時にため息をついた。

「朱鷺夜の父上殿どのは私の大学時代の恩師だ。教授の東京海底谷の調査に、私も参加していた。そして日本で初めて魔杖が発見され、持ち帰った魔杖とエンゲージを果たしたのが、当時十歳と八歳だった七枷姉妹だ。昔はかわいげがあったのだぞ」

　マリアがそう言うと、朱鷺夜は顔をしかめた。朱鷺夜にも苦手なものがあるのは少し意外ではあったが、そんな話をするためにここに来たのではないと、竜士はマリアの言葉を遮さえぎった。

「こいつの昔の話なんか聞きたくない。用件だけ伝えてくれ」

「ああ、そうだったな。ひとまず礼を言わせてもらおう。暴走した衣良華から私を守ってくれたということ、感謝してやる」

　ベッドに座ったまま頭を下げるが、そんなえらそうな口調で言われてもありがたみは感じない。

「別に、あんたのことはベルカさんたちに依い頼らいされたからやったまでのことだ。礼を言われるようなことはしてない」

「それで、ベルカと舞まい夏かの報告で聞いたのだが、レイヤとヤったそうだな？」

「ぶっ」

　心臓が飛び出しかける。

「Ａまでやったというのは、聞いている。その時の音声記録も聞かせてもらった。レイヤの初めてだったようだな」

「くっ……仙せん道どうのヤツ、こっちにまで……！」

「それで、その後楠木皐月の護衛という建前で同室で生活していると聞いたが、最後までヤったのか？　やっぱり三人でか？　変態め！」

「建前じゃねぇ！　それにやってねぇ！」

「別にウソをつかなくてもいいぞ。ただ未いまだ生き娘むすめの母としては、娘に先を越こされていないかどうかを知りたいだけだからな」

「そっちかよ！　つか意味分かって言ってるのか……！」

　もはや突つっ込みきれなくなり頭を抱かかえてその場にうずくまる。

　竜士はレイヤやベルカがデザイナーズチルドレンだったのを思い出す。摘てき出しゆつした配はい偶ぐう子しを人工子宮の中で受精させ、その受精卵らんの遺伝子操作を行う、いまは《指揮者規約》によって禁じられた技術。

　いわゆる性せい行こう為いを行わずとも子どもを持てるということは知っていたが、こうして実際に言われると生々しすぎて辛つらい。

「もしもヤっていればこの七枷朱鷺夜が見み逃のがすはずがない！　ヤっていない、もしくはヤろうとしたけど邪じや魔まが入ったかのどっちかだ」

「お前は黙だまってろ」

　レイヤがシュラフに潜もぐり込んできた時など、「未み遂すい」と咎められても弁解できない身としては、一刻も早くこの空間から逃にげ出したかった。

「そうかまだなのか……それでは次の質問だ」

　──まだ何かあるのか……

「八戸埜竜士、君はレイヤのことを、どう思っている？」

「──っ。また、唐とう突とつな質問だな……」

「この流れならむしろ自然だろう。是ぜ非ひとも聞いておきたいんだ。君がレイヤのことを好きなのかそうでないのか。キスをしたのは果たして、衣良華を止めるためだけだったのか。それ以上の感情は、芽生えなかったのか……母として、娘のファーストキスを奪うばった男にそれぐらい尋たずねる権利はあると思わないか？」

「う……」

　あの夜のことは、一週間が経過したいまでも、鮮せん明めいに覚えている。

　純じゆん粋すいに嬉うれしかった。

　あんな状じよう況きようで、あんな形であっても、レイヤは自分を信用し任せてくれた。

　しかし、本当にそれだけなんだろうか？

「俺は、レイヤのこと……」

　そこで言い淀よどむ竜士に、マリアも朱鷺夜も顔を見合わせていやらしく笑った。

「ウブなのだなぁ」

「ラブコメだなぁ」

「うるっせーよ生娘ども！」

「あ、おまっ！　言ってはならないことを言ったな！　私は心底傷ついたぞ！　責任取ってもらおうか！」

「あんたは自分で言いだしたんだろーが！」

「自じ虐ぎやくネタだとなぜ気がつかない！」

「ぜんっっぜん、笑えねぇからっ！」

　睨にらみ合うマリアと竜士。その間に朱鷺夜が割って入った。

「そこまでにしろ。竜士についてはお前の純情（笑）を笑ってしまって悪かった。マリアについてはレイヤが本当にお前の娘だと、なんだか理解できた」

「おお、あの娘こもこのように取り乱すのか？」

「そこはかとなく似ている……つか、いい加減に本題に入ってやれ」

　朱鷺夜の言葉に、マリアは一度目を閉じた後、改めて竜士を正面から見つめ返した。

　その眼光に、竜士は一いつ瞬しゆんたじろぐ。




「八戸埜竜士、姫神レイヤのことを抱だいてやって欲しい」




「……あ？」

「お前の、やがて神となろう竜の子種で、子を授さずけてやって欲しいのだ」

　──何を言っているんだろう。

　竜士の混乱は、これまでの比でなく、加速した。

「レイヤがいやだというのなら、ベルカでもいい。あいつはレイヤのような婿むこ候補が結局出なかったからな……まぁ、衣良華も今回のようなことになって使い物にはならなくなったから、結局どっちもフリーになったということなんだが……」

「スマン、何を言ってるんだかさっぱり分からん……！」

「ん？　言葉通りの意味だが？　レイヤとベルカ、好きな方とヤってもらって構わん。君は誰だれしもに勝まさる逸いつ材ざいだ」

「逸材……？」

　話の方向性が、おかしな方にねじ曲がっていると、感じた。




「私は、私の血を継ついだ神の子を見てみたい」




　竜士はイスを蹴け倒たおして立ち上がった。

　歯を食いしばり、拳こぶしを握にぎりしめて、竜士はマリアに憤ふん怒ぬの形相を見せる。

「なにが……」

「ああ、二人とも欲しいというのなら、それもかまわないぞ。むしろ、そちらの方が歓かん迎げいできる。うむ、楽しみだ」

　こらえきれず、竜士はマリアの胸むなぐらにつかみかかっていた。

　マリアは人形のようにされるがまま、竜士の視線を受け止める。

「なにが母親だ……！」

「それが許せないのか？」

「知るか！　だけど、くそっ！　衣良華の言葉の意味が、ようやく分かった」

　もはや一分一秒とて、姫神マリアと同じ部屋にいたくはなかった。

　摑つかんだ胸ぐらを放すと、竜士は挨あい拶さつもなく踵きびすを返し、ドアノブに手を伸のばした。

「いい返事を期待している」

　背中にかけられるマリアの言葉。

「ちなみに先ほどその話を聞いたベルカは、お前ならば文句はないと言っていたぞ」

「黙れ！」

　竜士は開きかけた扉とびらを殴なぐった。

　白いステンレスの扉は歪ゆがみ折れ曲がって、上のちょうつがいがはじけ飛んでいた。

「ふふ、大したパワーじゃないか、婿むこ殿どのは……」

　それを見て、マリアは嬉しそうにほくそ笑えむのだった。




　　　　☆




　最悪の気分だった。

　どこをどう歩いて寮に戻もどったのか、竜士はほとんど覚えていない。

　──なにをイラついてるんだ、俺は……しっかりしろ、クソ……！

　こんな事で集中力を欠いている場合ではなかった。しかし、それでも、マリアとのやりとりは竜士の中で何度も反はん芻すうされ、胸のむかつきへと変わった。

　──レイヤもベルカも、ずっとあんなやつのために戦っていたのか……？

　寮りようの前まで来ると、そこに人ひと影かげがあった。

　二つに束ねられた珊さん瑚ご色の髪かみ。

　気の強そうなツリ気味の赤い双そう眸ぼう。

「レイヤ……」

「なによ、お化けにあったみたいに青い顔しちゃって」

「何やってんだよお前、皐月はどうしたんだ？」

「お姉様が傍そばにいるんだから、何が来たって大だい丈じよう夫ぶよ。私を含ふくめ守衛委員ガーデイアン全員が総出でかかったって、勝てっこないんだから」

「だからってな──」

「あんたを待ってたのよ」

　レイヤが一歩踏ふみ出してきて、覗のぞき込むように、竜士を見上げた。

「あんたとの話が終わったから、今度は私がお母様のところに行くの……その前に、あんたの顔見ておこうと思って」

「行かなくていい」

「そういうわけにはいかないのよ。でも……まぁ、大体あんたがなに言われたんだか、想像つくわ。あんたのこと聞いて、見逃すはずないもの」

　レイヤはいつになく大人びた笑みを浮うかべて竜士の胸を軽く叩たたいた。その手はそのまま、着ているワイシャツをクシャッと摑む。

「ねぇ、私いつまで本音で話せるか分かんないからさ、今のうちに言わせて」

「え？」

「私これまで恋れん愛あいとかしたことなかったから……他人を好きになったりしたことも、ほんと、なかったから……そういうの、よく分かんないんだけど……」

　竜士を覗き込むレイヤの瞳ひとみは、涙なみだで濡ぬれていた。

「あんたにキスされたこと、本当に、そんなに嫌いやじゃなかったわよ」

　つい先さき程ほどまではささくれていた胸が、その一言で癒いやされた。

　竜士は、言葉が出なかった。

　なんと言えばいいのかも分からなかったし、なにかを口にすれば、胸を癒やしたそれを、見失ってしまいそうな気がした。

「私ね、あんたが仲間だって言ってくれて嬉しかった。衣良華と戦ってるのを見た時も、今日も皐月を庇かばってあの場で叫さけんだのも、不覚にもカッコイイと思ったわ……」

　レイヤは竜士の胸に、数秒ほど頭をあずける。

　珊瑚色の髪から爽さわやかな柑かん橘きつ系のシャンプーの香かおりがして、竜士は彼女の肩かたに腕うでを回すべきか否いなか迷った。

　迷っているウチに、レイヤはサッと身を引いて、竜士を意地悪な瞳で見上げていた。

「ふふん、なにしようとしてたの？」

「……お前な、男の純情をもてあそぶな……」

　どうしようもなく赤くなってしまう顔を隠かくしながら告げる。

「いまの言葉そのまま返すわ。人の初めて奪っておいて、これくらいはしてやんないと、釣つり合い取れない」

「うぐ……」

　言葉を無くす竜士を一通り笑うと、レイヤはタタタッと五メートルぐらいの距きよ離りを置いてから、最後に告げた。

「ありがと……あんたのおかげで元気出た。これでマリアあの人とも闘たたかえると思う」

「ぶちのめしてやってくれ」

　微かすかにゆがむレイヤの笑顔。

　初夏の闇やみに紛まぎれて、竜士がその変化に気づくことはなかった。

「うんっ」

　レイヤの元気の良い返事。

　珊瑚色のツインテールをなびかせながら、彼女の背中は等とう間かん隔かくに立った外灯に照らされては消え、見えなくなっていった。




　　　　☆




　竜士がレイヤの寮室に戻ると、部屋は半分電気が消された状態で、静せい寂じやくを保っていた。

「皐月、ベルカさん？」

　何事かあっただろうかと胸むな騒さわぎを覚えながら声をかけると、ベルカが人さし指を唇くちびるに当てながら薄うす暗くら闇やみの中から顔を出した。

　彼女が指さす先、ベッドではカエルのパジャマを着た皐月が寝ねている。

「こんな状況ですし疲つかれているのでしょうね……レイヤちゃんが出て行ってから、眠ねむそうにしていたので、シャワーを浴びていただきました」

「ああ、どうも……」

「それで竜士さん、私もお風ふ呂ろの方をお借りしてもよろしいでしょうか……」

「ええ⁉　ここのシャワーを使うんですか⁉」

「レイヤちゃんが帰ってくるまでここを出るわけにはいきませんし、それにやはり……というわけにもいきませんし」

　一部声が小さくなって、竜士はしっかりと聞き取れなかった。

「なら、ベルカさんがシャワーを浴びてる間だけ仙道に来てもらうとか」

「舞夏ちゃんはいま、とても大事なお仕事についてもらっています」

「いや、でも……あれ？」

　確か舞夏は、今日休んでいるのではなかったっけ？　休養も仕事のうちってことか？

「レイヤちゃんはいつもここで同じようにしていたのでしょう？　何がダメなんです？」

　ベルカが珍めずらしく、子どもっぽく唇をとがらせてみせる。

　その上でさらに上うわ目め遣づかいに睨にらまれたりすると竜士はついつい首を縦に振ふってしまった。

「本当ですか？　ありがとうございます！」

　ベルカは上じよう機き嫌げんに満面の笑みを浮かべ、着き替がえと洗面用具を持ってバスルームへと消えていった。

「一体何なんだ……？」




　それから大体二十分近く、竜士は薄うす暗くらがりの中で、シャワーの音を片方の耳で聞きながら悶もん々もんとしていた。

　これまで、皐月かレイヤどちらかが入浴してる時はもう片方が傍にいて竜士を見張っていた。一瞬でも意識がバスルームの方に向かおうものならば、容よう赦しやなく耳を引っ張られ、その場で『色しき即そく是ぜ空くう』の書き取りを十回やらされるというのが共同生活での決まりの一つだった。

　いまは耳を引っ張る者はいない……

　竜士の脳のう裏りにぼんやりとシャワーを浴びるベルカの姿が浮かぶ。

　水に濡れたあの長い黒くろ髪かみが肌はだに張り付いて、彼女の肌の白さを際きわ立だたせる。

　胸はレイヤほど大きくはないが、和服を着るには理想的な大和やまと撫子なでしこ体型。

「……むぅ、なぜだ？　俺の妄もう想そうなのに、肝かん心じんな部分が湯気で隠れて見えない」

「ふにゃ、りゅーにぃのすけべ……」

「起きてたのか！」

　あわてて皐月の方に目をやったが、彼女は寝ていた。寝ね返がえりではだけたふとんを直してやる。

「いかんな……ここは不動の顔でも思い出して精神統一しよう」

　そんなことを考えた矢先、バスルームの扉が開いてベルカが出てきた。

「ありがとうございます。とてもいいお湯でした」

「いえ、どういたしまし──」

　一目見て、竜士は言葉を奪うばわれる。

　淡あわい水色の浴衣ゆかたをまとったベルカがそこに立っていた。湯上がりで上気した頰ほおに長い黒髪をバスタオルで巻き上げている。

「竜士さんも、いまのうちにはいってきたらいかがでしょう？」

「は、はい──そうですね！」

　竜士はベルカから逃にげるように着替えだけひっつかんでバスルームに飛び込んだ。

「なんだ、いまのは……！」

　頭から熱いシャワーを浴びながら、それとは関係なしに心臓がバクバクと早はや鐘がねを打っているのが分かる。

　不意打ちもいいところだ。

　いままでレイヤと皐月が着ていた寝ね間ま着きは半分着ぐるみのような、女の子の色っぽさよりもかわいさを強調するようなものであった。

　しかし、ベルカが着てきたのは違ちがう。女性らしさや丸みを帯びた身体からだのラインを控ひかえめながらも強調する、れっきとした女性を女性として意識させるための衣装……

「って、本当にそうなのか？　浴衣って男も着るもんだよな？　それに、身体のラインを強調するっていうんなら、普ふ段だんから見慣れてるＯＧスキンの方がよっぽど……これが奥ゆかしさってヤツなのだろうか……」

　竜士は自分でも何を言っているのか分からなくなりだしていることに気づき、とにかく「不動、不動……」と今一度、岩から削けずりだしたようなクマ属ウルススのコンダクター不動泰たい山ざんの顔を思い浮かべた。

　ある程度頭が冷えてきたところで、ため息をつく。

「しかし、いつもあの格好で寝ているんだろうか……？　早くレイヤ戻もどって来てくれないかな……」

　竜士がシャワーから上がると、ベルカがお茶を入れて待っていてくれた。

　ガラスのテーブルを挟はさんで、お茶をすする。

　氷を入れたのか、緑茶はよく冷えていて風ふ呂ろ上あがりの火ほ照てった身体にすっと入っていく。

「美味しいですね。水すい筒とうか何かに入れて持ってきたんですか？」

「はい。喜んでいただけたなら、良かったです」

　上品に微笑ほほえんだベルカはやはり浴衣姿のままで、巻き上げていた髪だけがいつも通りに艶つややかな光を放ち腰こし元もとまで伸のびていた。

　おそらく、竜士がシャワーを浴びている間にドライヤーをかけて乾かわかしたのだろう。

「お茶、まだありますけど飲みます？」

「ああ、はい……お言葉に甘えて」

　竜士がグラスを差し出すと、ベルカは脇わきに置いたトートバッグから魔ま法ほう瓶びんを取り出して竜士のグラスに注ついだ。

　ぐいと、一口で飲み干す。

　──何か、話題はないだろうか……

　そう考えて薄うす暗ぐらい部屋を見回す竜士の視界に、片付けられたトランプが目に飛び込んできた。

「俺がいない間、レイヤたちと、何をしていたんですか？」

「そちらのトランプでババ抜ぬきなどを……」

「へぇ……誰だれが勝ったんです？」

　尋たずねた直後にゲームの推移が竜士の頭の中で展開され、愚ぐ問もんであったと悟さとる。

「私の独り勝ちでした」

「……でしょうね」

「ずるいと思いませんか、私はレイヤちゃんの顔からいろいろと読み取ってしまうのに、レイヤちゃんは私の表情から、何かを察してはくれません」

「それは、ちょっとしょうがないことのような気もしますけど……ベルカさん、何を考えているのか、分からないところありますし」

「そうでしょうか……？」

　気落ちしたようにベルカはグラスを両手に持ったまま肩を下げる。

「竜士さんは、例えばいまこうして目の前にいる私の気持ちが分かりませんか？」

　薄うす緑みどり色の瞳ひとみが、竜士を見つめた。

「ええと……すみません」

「そう、ですか……」

　ベルカは手に持っていたグラスを置き、意を決したように立ち上がった。

　彼女はフローリングの床ゆかを足音も立てずに歩いて、竜士の横に、寄り添そうように腰を下ろした。

「べ、ベルカ、さん……」

「離はなれないでください」

　驚おどろいて距離を置こうとする竜士の手に、ベルカのひんやりとした指先が重なる。

「な、何を……」

　そう言いかけて、竜士は気がついた。微かに着き崩くずれた浴衣の隙すき間まから、形の良い鎖さ骨こつが覗のぞく。

　ベルカは浴衣の下に、ＯＧスキンを着ていないのだった。

「あの……スキンは？」

「いざとなれば、私は服の上からでも機甲ギアをまとうことは出来ます。それよりも、スキンを着ていては、これからする事において、野や暮ぼであると判断しました」

「これからする事って……」

「母から、聞きましたよね。あの人はおそらく、竜士さんと契ちぎった方を、自らの後こう継けい者しやとして選ぶつもりだと思います」

　すり寄ってくるベルカは、そのままゆっくりと竜士を押し倒たおしていく。

　竜士は逃げようとしたが、それよりも早く、ベルカに覆おおい被かぶさられ、身動きが取れなくなっていた。

　一いつ瞬しゆんのことに、竜士は何が起こったのか分からない。

　両りよう腕うでが片かた腕うでで押さえつけられ、腰のところにベルカの丸いお尻しりが乗っている。

　浴衣の上をはだけさせ、ベルカは形の良い二つの膨ふくらみを竜士の前にさらす。

　浴衣の下、薄うす桃もも色いろのショーツをはいてはいたが、上は何も身につけていなかった。

　最初からこうするつもりだったのだと、竜士は気づく。

「竜士さん、お願いします。どうか何も言わず、私のことを抱だいてください」

　頰は羞しゆう恥ちに赤く染まり、涙なみだをたたえた切なげな瞳で、ベルカは告げる。

　昨日支給された認にん識しき票が首輪のようにベルカの首に巻き付いて、鈍にぶく輝かがやいていた。

「……やめてください」

　竜士がそう言うと、ベルカは困ったように目を伏ふせた。

「やっぱり、レイヤちゃんが好きなのですか？」

「ちがいます。そうじゃありません。あんな人の言いなりになって、こんなことする必要ないです」

「なら、これは私の意志であると言えば満足ですか？　姫神ベルカは、八戸埜竜士さまのことを、お慕したい申し上げていますと……」

「ベルカさんは、それでいいんですか？」

「相手が、そう言ってくれるあなたであるだけ、私は幸せ者だと思います」

　ベルカはゆっくりと上体を折って、その額が、竜士の額と重なる。鼻の頭と頭とが触ふれあって、目に飛び込んでくるのは、ベルカの瞳。

「私の務めなのです。あの人の後を継つぐことは……レイヤちゃんには出来ません」

「たとえそうであったとしても、そこにベルカさんの意志があるとは思えない……」

「意志ならあります。そんなこと、竜士さんにだけは、言って欲しくはありません……」

　ベルカはまぶたを閉じ、そらんじるように竜士の耳元にささやいた。

「自分には力があった……もう二度と、自分たちと同じような子どもを出して欲しくはない……祈いのりみたいな、形のない義務感……いつも他人を遠ざけて、そんな理由で戦っている竜士さんには、言われたくないです」

　ベルカが口にしたのは、一週間前の囮おとり作戦の夜に、竜士が話したダアトに入った理由だった。

「竜士さんは私と似ています。なんでも背負しよい込もうとしてしまうところも、魔杖タクトに人生をめちゃくちゃにされたところも、ご兄弟にコンプレックスを抱いているところも」

　竜士は意外そうに目を見開いた。

「ベルカさんが、レイヤに……？」

「コンプレックスとかいうのとは、違うのかも知れません。でも、私は能力という鎖くさりにつながれた犬です。たとえレイヤちゃんが羨うらやむ能力があっても、あの娘みたいに、普通の女の子みたいな感覚を持つことは、もうできないと思います……」

「それが嫌なら、能力で自分をしばるようなことをしなくても……」

「必要な役なんです。執しつ行こう部ぶの利害関係に縛しばられた姫神学園の解放ができれば、今回のようなことはなくなる。自分みたいな境きよう遇ぐうの人間をなくせるかも知れない……私には出来ることがあるんです。私は私の意志で確かにそれを成し遂とげたいんです」

「自分みたいな、境遇の人間を……」

　それは、自分を理解してくれるかも知れない人間を減らしていく孤こ独どくの道だ。

　孤独へと突つき進んでいく道だ。

　同じ理由で戦う竜士にはわかる。

　レイヤを羨むベルカは、そのまま、女の子と仲良くしてる柳二を羨む竜士と同じだ。

「夢と業ごうの違いは何でしょうか？　祈りのような義務感……それは一体、誰の責任なんですか？　竜士さんには、わかるんですか？」

「……わかりません」

　少し考えて、正直に告げた。ベルカは上体を起こし、微笑む。

「そう言うと思っていました。私もわかりません。でも……だからこそ、あなたならいいと、思っています。これから先も、支え合って生きていけるのではないかと……これはあなたという人を選ぶ理由にはならないでしょうか？　何か足りないでしょうか？」

「──それも、わかりません……」

「ハッ！　もしかして胸ですか！　おっぱいはレイヤちゃんの方が大きいから、だからなんですか⁉」

「違いますっ！　計算で言ってるんですか？　天然で言っているんですか⁉」

　しかし、この期ごに及およんで自分の胸が妹よりも小さいことを気にして頰ほおを赤くしてみせるベルカを、竜士は素す直なおに可愛かわいいと思ってしまった。

　──ヤバイ……状じよう況きようが状況だけに、俺もなんだか、分からなくなって来てる……

　執行部の利害関係から姫神学園を解放する。

　Δデルタシリーズやデザイナーズチルドレンのような存在が、二度と生み出されない世界。

　姫神ベルカは、マリアの後継者として、それを成そうとしている。

　そこに噓うそはないし、竜士はその力になりたいと思った。

　共感し、愛いとおしいとすら思っているかも知れない。

　こんな彼女と似た者同士で将来的に支え合っていけるのなら──それは、とても魅み力りよく的な提案だ。

　あまりにもパズルのピースとピースがはまりすぎて、彼女とここでこうして出会い、ともに歩んでいくのが運命であるかのようにも思える。

　気に食わないのはこうなることの引き金を引いたのが姫神マリアの提案であるというだけで、ベルカには一つも非難されるいわれはない。

　でも、だけど──

「すごいな……ベルカさんを受け入れない理由が、一つもなくなった」

「竜士さん……？」

　突とつ然ぜんの敗北宣言のような言葉に、ベルカの竜士の腕うでを押さえる手が緩ゆるんだ。

　その隙すきに、竜士はベルカの腕を払はらい、彼女の下から這はい出た。逆に、ベルカの肩かたをつかんで彼女を押し倒す。

　一瞬のうちに、攻こう守しゆが逆転する。

　はだけたベルカの胸に、ぽたりと雫が落ちた。

　竜士の瞳から落ちる涙だった。

「でも、なんでだろ？　こうすると、胸が痛いです。あいつの不ふ機き嫌げんな顔が、まぶたの裏側でちらついて、息が詰つまりそうになります……」

「……ひどい人ですね」

　ベルカは、はかなげに笑った。

　竜士は返す言葉がなく、彼女の上から退こうとすると、彼女の腕が竜士の首の後ろに回る。

　抱だき寄せられた竜士はそのままベルカの身体からだに倒れ込んだ。

　彼女の唇くちびるが、竜士の目め許もとに光る涙に、軽く口づけをしていた。

「べ、ベルカさん……？」

　柔やわらかな唇の感かん触しよく。

　髪かみから匂におい立つ柑かん橘きつ系の香かおりは、つい先さき程ほどもかいだ。姉妹で同じシャンプーを使ってるんだと、朧おぼろ気げに思う。

　唇を離し竜士を解放してから、ベルカは不敵に微笑ほほえんだ。

「いまはこれで、勘かん弁べんしてあげます……。まずはあの子とのことが一段落つきましたら、また話し合いましょう」

「またって……」

「まだあきらめませんよ？　私は竜士さんが運命の人だと思っていますから」

「運命の人って……」

　竜士自身も同じようなことを思いはしたが、そう明け透すけに言われると恥はずかしい。というか。

「すみません……そろそろ浴衣ゆかたの前、直していただけると……」

「あっ！　すみませんっ……」

　ベルカはパッと顔を赤くして竜士に背を向けて帯を一度解ほどき、浴衣を直し始めた。

　いそいそと手早く直そうとしているのだが、なにやら上手うまくいかないらしく、手間取っている。

「竜士さん、すみません……ここ、持っててもらえます……？」

　肩かた越ごしに差し出される帯の端はし。

　首だけ振ふり向いた顔は、はじらいで瞳に涙まで浮うかべている。

　──天然なのか、狙ねらってやってるのか……

「んー……」

　押し倒されたこと以上に、いまの反応の方がよほど破は壊かい力があるように感じたのは、自分がおかしいせいではないだろうと思った。




　　　　☆




　レイヤが寮りよう室しつに戻もどって来たのは、それからしばらくしてだった。

　彼女がマリアとどのようなやりとりをしたのか竜士は気になったが、ベルカと同じようなことを言われている可能性もある。さすがにそれを聞くことは出来なかった。

「皐月、寝ねちゃってたんだ……」

　半分電気を消した薄うす暗ぐらい部屋でベッドで眠ねむる皐月を確認すると、目を三角にして竜士を睨にらんだ。

「あんた、もしかして皐月が寝てるのいいことにお姉様に手ぇ出したりしてないでしょうね……」

「み、未み遂すいです……」

　ベルカに対してあんなことを言ってしまった手前、完全にシラを切ることも出来なくて中ちゆう途と半はん端ぱな返事をしてしまう。

　レイヤは竜士の耳を引っ張って「ふうん」と口くち許もとを引きつらせた。

「未遂ってことは、なんかあったわけね？」

「あ、あうぐ……」

「大だい丈じよう夫ぶですよレイヤちゃん……押し倒たおされたりもしましたけど、基本的に竜士さんは紳しん士し的でしたから」

　明らかに事態をややこしくしようとしているベルカの発言に、耳を引っ張る指に力がこめられる。

「ねぇ、紳士的に押し倒すってどうしたの……？」

「お、俺に聞くな……！」

「あと胸は大きい方が好きなようです」

「このおっぱい星人！」

「無実だ！」

「何よ、初めて会った時だってクラスメイトの胸揉もんでたくせに」

「そのネタいつまで引っ張られるんですかね！」

　わめく竜士は無視して、レイヤは今度はベルカの方を睨んだ。

「ふん……まぁ大体の状況は読めてるけどね……お姉様は、本当にこんなやつでいいの？」

　ベルカは柔らかな笑えみを浮かべてうなずく。

「竜士さんとなら、私はうまくやっていけると思っています。こんな状況ですが、竜士さんと出会えたことだけは、望むべくもない幸運です」

「そう──」

　レイヤは不機嫌そうに目をすがめながら、竜士の耳を離はなした。彼女は着き替がえを手にしてバスルームへと向かう。

「お姉様がいいなら、それでいいんだけど」

　ぽつりと唇からこぼれた言葉。それを聞いた竜士はあわてて呼び止める。

「おい、それどういう意味──」

「言葉通りの意味よ。まぁ、なに？　これからは私も『りゅーにぃ』って呼べばいいかしら？」

「ちょっと待て！」

「竜士お兄ちゃん？」

「呼び方の問題じゃなくてだな。俺はベルカさんとは──」

「お母様の後を継つぐのは、お姉様よ。私はそれを応おう援えんする。お姉様ならきっと、いい学園を作ってくれるって信じてるから」

「レイヤちゃん……」

「あ、でもだからって私がお風ふ呂ろ入ってる間になんかしてたりしたら、さすがにあんたのこと蜂はちの巣にせざるを得ないからね」

「しねぇよ……つか、俺はだな」

　レイヤの人さし指が「それ以上言うな」というように、竜士の唇に触ふれた。

「いいのよ、これで……」

　儚はかなげに微笑み、バスルームへと向かおうとするレイヤの肩を竜士はつかんだ。

「姫神マリアと何かあったのか？　俺はあいつの言いなりには──」

「大丈夫だから。お姉様はやるべき事があって、それにはあんたが必要なのよ」

　レイヤは竜士の手を払って、扉とびらの向こうへと消えた。

「……なんだよ、それ」

　竜士の声が静かな部屋にむなしく響ひびく。

　ベルカもまた、唇をかみしめて、彼女がいた虚こ空くうを見つめていた。




　　　　☆




　その日、ベルカはレイヤの部屋で休んだ。

　女子三人が少々窮きゆう屈くつではあるがベッドの上に川の字になって、竜士はいつも通りソファの上でシュラフにくるまった。

　レイヤがこちらの言葉にまるで耳を貸さないのを不満に思いながら、それでも竜士は身体だけは休ませねばならないと瞳ひとみを閉じた。

　一方で、ベルカは──

「レイヤちゃん、起きてます？」

「ん……」

　レイヤは目を開けた。狭せまいため、ほとんど抱き合うようにして眠るベルカの顔がすぐ目の前にあった。

「ふと思ったのですが、こうしてレイヤちゃんと一いつ緒しよに寝るの、久しぶりですね」

「ああ、そうかもね。寮室で一人になってからは、さすがにお姉様のふとんに潜もぐり込むことはないもの」

「あれ私好きだったんですよ。なんだか普ふ通つうの仲の良い姉妹っぽくて」

「少なくとも、私たち姉妹の関係は普通では無いものね」

「おねしょされたこともありましたけど」

「なっ、なんでそっちに話を持ってくのかしら！」

　ばつの悪そうな顔をするレイヤを見て、ベルカはクスクスと微笑む。

「すみません……でも、久しぶりにこうしてるといろいろ思い出してしまって……」

　ベルカはレイヤをぎゅっと抱き寄せてその胸に顔を埋うずめる。

「ちょ、ちょっと……なにしてるのよ……」

「レイヤちゃんのにおいをかいでます」

「ちょっと、変態っぽい……」

「犬ですもの。レイヤちゃんはさみしんぼのにおいがします」

「なによそれ……」

「人の心のにおいをかぎ分ける力です」

「ないでしょ、そんなの」

「ありません……もしも持っていたら、レイヤちゃんのことも、もっと分かるのに」

「そんなに、人間は便利にはならないわよ」

　レイヤはベルカの頭を撫なでた。

「……ねぇどうしてお姉様はここで寝てるのか、聞いていい？」

「どういうことです？」

「本来なら今日は、舞夏が休養を取って六時間の睡すい眠みんを取る日だった。お姉様は代わりにあの《犬》たちで警備をしているはずだった……こんなところで、油を売ってるのは変よね」

「理由、聞きたいですか？」

　ベルカはレイヤの胸に頭を埋め、顔を隠かくしたまま、くぐもった声で尋たずねた。

「ううん……いい」

　もぞもぞと、レイヤが上体を起こす。

「どうしたんです？」

「ちょっと、喉のど渇かわいたから飲み物買ってくる」

「私も──」

「竜士は寝てるわ。お姉様は、皐月についてあげてて」

「竜士さんを起こすぐらい、問題ないでしょう？」

「いいから。すぐに、戻ってくるから」

「……本当ですね？」

「大丈夫。信用してよ、いつまでも子どもじゃないんだから」

　レイヤはそう言うと、ネコミミフードを揺ゆらして、寮室を後にした。

　ベルカは空が白むまでベッドの上でレイヤを待ち続け、結局、その日彼女が帰ってくることはなかった。




　翌日、先日支給された姫神レイヤの認にん識しき票が総合棟とうの空き教室で発見された。

　竜士が登校した初日、姫神レイヤと初めて出会った場所だった。

　黒板には大きく、バランスを欠いた文字で次のように書かれていた。




　──ばかりゅーし







　第四幕　たすけて







　対策委員会では、早速失しつ踪そうした姫ひめ神がみレイヤについての話し合いが持たれた。

　離り反はんか、あるいは敵の襲しゆう撃げきに遭あったか。

　三十分ほどの話し合いの後、黒板の謎なぞの書き置きが後押しとなって、姫神レイヤは裏切り者──七人の支援者サポーターの一人であったと判断された。

　姫神マリアもその結論に異を唱えることはなく、ただ受け入れた。

　自身の派は閥ばつから二人もの離反者を出した彼女は、対策委員会の一人としてその資質を問われ、著いちじるしくその発言権を弱めることとなった。

　複雑な表情は意外そうであり、マリアの指示でレイヤが消えたのではないと、竜りゆう士しは漠ばく然ぜんと思うものの、まるでなにが起こっているのかはわからなかった。

　嫌けん疑ぎは同じマリアの派閥に所属するベルカと舞まい夏かにもかけられ、衣い良ら華かと同じく拘こう留りゆうすべきという意見もでた。しかし、これについては現状で《ヴァルトナハト》の諜ちよう報ほう力と《伏ふせ姫ひめ》の戦力を凍とう結けつするのは自殺行こう為いではないかと不ふ動どう泰たい山ざんが進言し、二人の謹きん慎しんはなくなった。

「姉として、責任を持って姫神レイヤを捕とらえて見せます」

　ベルカは一同の前で、鋭するどい眼まな差ざしで告げた。

　そして、皐月さつきの護衛は新たに不動泰山や海かい冥めい透とお子こをはじめとする五名が任命され、ベルカと竜士は二人たっての希望により、レイヤの捜そう索さくにあたることになった。

　無論、このことを不安に思う者もいて、四し十じ萬まの提案により、ベルカには認識票の代わりに首輪が巻かれることとなった。

　これによりベルカの行動は逐ちく一いち監かん視しされ、もしも彼女がレイヤの逃とう亡ぼうをほう助するような真似まねをすれば、首輪の内側に備えられた麻ま痺ひ針で速すみやかに身体からだの自由を奪うばわれる。

「首輪の内側には三本の針が備えられていマス。一本だけでしたら無事に回復しますが、二本目を打たれると五分以内に処置をしなければ身体に障害が残りマス。三本目の針が飛び出せば──まぁ、そういうことデス」

　首輪を用意したシンシアはそう説明をし、全員の前でベルカに首輪をつけた。

　その間、舞夏は下を向き続け、ベルカは無表情を崩くずさなかった。




　会議が終わると、皐月の護衛の任につく海冥透子と不動泰山が竜士たちのところにやってきた。

「姫神ベルカ！　その首輪の毒はあたしの《シーネトゥル》で生成した毒よ。神経毒で、首なんかに打たれたら本当にヤバイんだから、絶対におかしなことなんかするんじゃないわよっ！」

「お気き遣づかい、ありがとうございます」

「それから八や戸と埜のりゅーしっ！　ぜーったい、あのバカネコふん捕づかまえてきなさいよっ！　帰ってきたら猫ねこじゃらしでイジめ倒たおしてやるんだからっ！」

　顔を真っ赤にして怒おこる透子に、竜士はうなずいた。

「任せろ、絶対に連れ戻もどす……だから皐月のこと頼たのむな。不動も」

「ああ。俺はお前たちを信じている」

　そう言って、不動が拳こぶしを突つき出す。竜士は一いつ瞬しゆん躊躇ためらった後、「こうするのか？」と、軽く自分の拳をぶつけた。

「なんか、こうしてると普通に友達かなんかみたいだな」

「なに？　友情を感じていたのは、俺だけだったのか？」

　不動は太い眉まゆをしかめた。

「え？」

「お前には衣良華のことも含ふくめて感謝している。なにかあれば、俺は必ず力を貸すぞ」

　普ふ段だんは巌いわおのように仏ぶつ頂ちよう面づらの男が、そう言った途と端たんニッと唇くちびるの端はしを上げて笑った。

「お前、そりゃちょっと卑ひ怯きようだろ……」

「ん？　なにがだ？」

「いや、もういい……それじゃベルカさん、いきましょう」

「はい」

　二人は会議室を後にした。

　まず真っ先に向かうのは、姫神マリアのもとだった。




　　　　☆




　時計の針を一時間ほど前に巻き戻す。

　レイヤの認識票が発見されたという報告を聞いて狼狽うろたえる竜士と皐月に、ベルカは打ち明けた。

　月曜日の時点で《系統樹札アルカナ》がレイヤの離反を示していたこと。

　──木曜日の夜、舞夏が休養をとって学園の警備に隙すきができた時を狙ねらって、レイヤは皐月を奪だつ取しゆし、竜士たちの前から消える。

　それを知っていたから、ベルカは木曜日の夜に、唐とう突とつにレイヤの部屋に泊とまった。

　結果、皐月の誘ゆう拐かいを止めることが出来たが、レイヤは竜士たちの前から姿を消した。

「どうして事前にそのことを自分に教えてくれなかったのか」と、竜士は尋ねた。

「レイヤちゃんのことを、疑えなかったんです」

　ベルカはレイヤの寮室で、竜士と皐月を前に土下座までして謝罪をした。

　自分とレイヤとはまともな姉妹ではない。

　そうであるからこそ、家族であるためには、彼女を信じなければならない。

　冷静な判断とはほど遠いと思いながらも、ベルカはそのことを優先してしまった。

「こうなってしまったことは、私の責任です」

　皐月と竜士は顔を見合わせて、うなずく。

「顔を上げてください。たぶんこの状じよう況きようでいっちばん悪いのは、私たちに何にも相談しなかったレイヤちゃんです」

「そうです。どんなわけがあるにせよ、あいつは、皐月を敵から守ることだけは本気でした」

　竜士も状況を理解し、解決に向けて頭が動き出していた。

「そのレイヤが皐月を誘拐しようとしていたっていうんなら、むしろこのまま皐月がここにいること自体、危険なのかも知れない。そしてそのことを、ベルカさんや俺には話せないわけがあった……」

　竜士がベルカの肩かたを持って彼女の頭を上げさせた。

「竜士さん……」

「会議の後に、姫神マリアのところへ行きましょう。あいつはマリアと話して帰ってきてから、おかしかった」

　ベルカは竜士の提案に、心強そうにうなずいた。




　　　　☆




「昨日、レイヤに何を言ったんだ？」

　姫神マリアのいる医務室に赴おもむいた竜士とベルカは、単刀直入に聞いた。

　マリアは波打つ髪かみをいじくりながら、不敵に微笑ほほえむ。

「なにを言った、とはなんだ……？　私が昨日あいつに言ったのは、ベルカと同じ……八戸埜竜士の子を孕はらめということだけだぞ」

「それだけか？」

「お母様は、なにか大事なことを私たちに隠かくしてはいませんか？」

　竜士とベルカは眉み間けんに皺しわを寄せてマリアを問い詰めるが、彼女は「さてな」と表情を変えず受け流す。

「あんたが夜や刀と野の会かいの残党に捕らえられた時期と、皐月の中に《系統ル樹ーの根ツ》が埋うめ込まれた時期は重なる……レイヤは、そのことについて何かしら知っていたんじゃないか？」

「なるほどなぁ……しかしレイヤのことはレイヤ自身に聞け。私にあいつの考えていることはわからん。威い厳げんを保つために平気な振ふりをしているが、あいつが七人の支援者だったというのには、ほとほと困っている」

　そう言って頭を抱かかえてみせるマリアに、竜士が声を荒あららげた。

「まだそうだと決まってはいないだろ！」

「では、どうしてこの時期にレイヤはわざわざ我々の前から姿を消したのだ？」

「それは……まだ、分からないけど……」

「ふん、早晩レイヤも衣良華と同じように私を殺しに来るだろう……」

「それはないっ！　一週間前にレイヤはあんたを守るために戦ってる！」

「衣良華の手ではなく、自分の手でやりたかったのではないか？」

「くっ……！」

　竜士は唇を嚙かんだ。まるで会話にならない。

「……質問を変える。あんたは、皐月の《系統樹の根》をどうするつもりなんだ？」

「ふむ……？　それはどういう意味なのだ？」

「四十萬聖せい道どうは皐月を、《世プロジ界エクト樹・ユグ計ドラ画シル》に参加させるつもりだ。でもあんたは昨日、皐月の中から《系統樹の根》を取り出すのに賛成だって言った。皐月の中から《根ルーツ》を取り出せば、当然あいつの適性レベルは落ちるし、姫神学園が《世界樹計画》に参加させられる人材を失ってしまう……あんたの目的はなんなんだ？」

「私の目的はあくまで生命の発生点──《根源》へと至るための研究だ。世に十一本しかないとされている《系統樹の根》だぞ。それを欲しいと願わない魔杖タクト研ノ究ウ者トなどいるものか。四十萬のような経営者風ふ情ぜいの男とは違ちがう」

　不ふ機き嫌げんそうに告げた後、マリアは竜士を見上げると、白々しく笑った。

「まぁ、世に十一本とは言っても、私の目の前にいる少年も右目に隠し持ってるそうだがな」

「俺のことはいい……あんたは、レイヤのことが心配じゃないのか？」

「婿むこ候補として目をかけてやってると思えば調子にのって……大きなお世話だ。私は私なりにレイヤの将来を案じ、幸福を願っていたぞ。でなければ、お前と子を生なせなどとは言わん」

「そうかよ……」

　竜士は頭を抱え、ベルカの方を見た。ベルカは首を横に振る。

　もう少し有益な情報が手に入るかと思ったが、これ以上は時間の無む駄だだと思えた。マリアはレイヤの目的についてなにかを知っているはずだが、このまま夜になるまで粘ねばっても口を割ることはないだろう。

　ならば、地道にレイヤを捜さがしたほうがマシだ。

「……レイヤのこと、話す気になったら教えてくれ」

　二人が医務室を出ると、ベルカは竜士に頭を下げた。

「すみません、私からはなにも援えん護ごが出来ず……」

「やっぱり、苦手なんですか？」

「私たち姉妹にとってのあの人は、竜士さんにとっての七なな枷かせ先生みたいなものです」

「了りよう解かい……じゃあ次は、その朱鷺とき夜やの場所に行きましょう。昨日朱鷺夜はマリアと一いつ緒しよにいた。マリアとレイヤがなにを話したのか、知ってるかも知れない」

「待ってください。七枷先生の方には、舞夏ちゃんが話をしてくれているそうです」

　携けい帯たい端たん末まつに視線を落とすベルカが告げる。

「気が利ききますね……」

「私からお願いしました。竜士さんより先に、私が医務室に行ってるんですよ？」

　不敵に微笑みながら、ベルカは携帯端末から伸のびるイヤホンの片方を竜士に差し出した。二人で舞夏の声に耳を澄すませる。

『……七枷先生は、レイヤさまとマリアさまの二人から出ていくようにいわれて隣となりの部屋で待機していたようです』

「内容をこっそり聞いてたりはしてないか？」

『分からないそうです。だけど、話が終わった後でレイヤさまは七枷先生のところに来て、聞いたそうです』

　竜士とベルカは、黙だまって舞夏の次の言葉を待った。

『会議で竜士さまが言っていたように、楠くすの木きさまの身体からだから《系統樹の根》を抜ぬき出すことは出来るのか──と』

「それで？」

『難しいだろうと、言ったそうです。楠木さまの《系統樹の根》は心臓の代だい替たい物となって根を張っています。無理に抜き出そうとすれば、そのショックだけで充分に死に至ると……』

「そんな……」

　ということは、皐月はこの先ずっと今回みたいに誰だれかに狙われ続けるリスクを負って生きていくということだ……

「ダアトの本部には、《根》を抜くために治ち療りようを受けてるΔデルタシリーズだって、いるんだぞ……」

『七枷先生は、そのことを知っているから、竜士さまがああ言ったんだろうと言っていました。すべて承知だと思います』

「クソ……」

「舞夏ちゃん、とにかく報告ありがとうございました。引き続き、学園の監かん視しにあたってください」

『了解しました』

　舞夏との通信がきれる。

　ベルカは一つのイヤホンを竜士と二人で使っていて、思いの外彼に接近していたことに気がついた。

　意図せずに、トクンと胸が高鳴る。

　──こんな時に、不ふ謹きん慎しんでしょうか……いえ……

　ベルカは竜士の手を握にぎった。

「ベルカさん……？」

　突とつ然ぜん手を包んだ柔やわらかな感かん触しよく。竜士はベルカの方に目を向けた。

「いい作戦を思い付きました」

「はい？」

「こうなったら、いちゃついてるところを見せつけて、レイヤちゃんをおびき出しましょう」

　ベルカはいたって真ま面じ目めな瞳ひとみで、竜士に告げた。

　しかしそれでも、聞かずにはいられない。

「本気で言ってるんですか？」

「無論です。昨日、あの状況で竜士さんを襲おそったのは、そうすればレイヤちゃんを引き留められるかも知れないという思いもありました」

「いや……ダメだったじゃないですか！」

「それは実際に私たちが絡からみ合ってるところをレイヤちゃんが目もく撃げきしてないからです！」

　ぎゅっと胸の前で拳こぶしを握りしめて、断言する。

「ひゃ、百ひやつ歩ぽ譲ゆずってそうだったとして、いまこの状況でどうやってレイヤに目撃させるって言うんですか！」

　一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆん。

　ベルカは再び携帯端末を取り出して、舞夏に連れん絡らくを取る。

『いかがしましたか？』

「舞夏ちゃん……時計塔とうの巨きよ大だいテレビをはじめとして、学園中のモニターというモニターを使って私と竜士さんがいちゃついているところをレイヤちゃんに見せておびき出すという作戦は可能ですか？」

　十秒の空白を置いて、舞夏は返答した。

『いけます！』

「いけるそうです！」

『顔にモザイクを入れて放送することも……出来ます！』

「舞夏ちゃんからさりげなくものすごい提案が来ました！　たぶんえっちな内容です！」

「待て待て待て……どういう提案ですか！　何を放送する気ですか！　だいたい、顔にモザイクを入れたら誰だか分からなくなるでしょう！」

「わかりますよ」『わかるにきまってます』

　二人に同時に言われて「そりゃ確かに分かるよなぁ」と竜士も思った。

　しかし、

「レイヤにモニターを使ってメッセージを送るのは、いいと思いますが……さすがにその、どうだろう……」

「レイヤちゃんがうっかり尻尾しつぽを出さずにはいられないような、衝しよう撃げき的な内容でないとダメですよ？」

「衝撃の方向性が……」

　──そりゃ、姉が顔にモザイクをかけて服を脱ぬぎ出したら飛びださずにはいられないだろうけど……その後で俺は殺されるよなぁ、絶対。

「しかし……そうですか……私の初めては、カメラが回ってる前で散らされる事になるんですね……」

　顔を赤らめ、もじもじしながらベルカは告げた。竜士はその手から携帯端末をひったくり、大声で告げた。

「仙せん道どう、お前責任取れ！」

『ぼ、僕も脱ぐんですかっ！』

　握りしめた携帯端末を床ゆかにたたきつけたくなる衝しよう動どうを、竜士はギリギリのところで抑おさえた。




　　　　☆




　結局、竜士もベルカの突とつ拍ぴよう子しもない作戦に代わる提案が出来なかったため、二人が腕うでを組んで歩いている姿が学園中のモニターで中ちゆう継けいされることになった。

　舞夏の《ヴァルトナハト》の子機《傘シルム》が二人の周囲を飛び回りながら撮さつ影えいし、その姿を学園中のモニターというモニターに中継した。校内放送のスピーカーからは何となくそれっぽい雰ふん囲い気きが出る音楽ということで、エドワード＝エルガーの『愛の挨あい拶さつ』が大音量で流れている。

「竜士さん、もっとくっついてください。それっぽく見えるように」

「いや、歩きにくいですし、それにこの状じよう況きようでこういうことしてるのって不自然なような……」

「多少の不自然さは承知の上です。結果としてレイヤちゃんが出てこざるを得ないようにすればよいわけで、覚かく悟ごをして付き合ってくださいませ」

　そう言うと、ベルカは竜士の腕をぎゅっと抱だきしめて、その頭をごろんと肩かたの上にのせた。にこにこと目を細めて、幸せそうな顔をしている。

「なんだか、楽しんでませんか？」

「舞夏ちゃんの《傘》は音声を拾えません。ちょっとオーバーなくらいに全身で楽しさを表現するのがいいんです」

「んー……」

　なんだかいろいろと納なつ得とくできない。

「それに、我々の音声を拾うとしたら竜士さんに相応のトークスキルを求めることになりますが、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「……無理です」

「ならこのままでいきましょう。平気です。逆に音声がないというのがレイヤちゃんの想像力をかきたて、いても立ってもいられなくさせます」

『ベルカさま、地下のショッピングモールの電気をつけていただきましたので、そちらでお買い物でもいかがでしょう？』

　声の調子は変わらないが、舞夏もノリノリだということに竜士は気づく。

「……お前らとても楽しそうだな」

「はい、私はとても楽しいですよ。こうして良く思ってる男性の方と一緒に腕を組んで歩くことがあるなど、つい一週間前までは想像もしていなかったものですから……」

「ベルカさん……」

　毒のない笑え顔がおで正面からそのように言われると、それだけですべて許してしまえるような、不思議な魅み力りよくがベルカにはある。

「それに、私たちがこうして楽しそうにしてる姿をレイヤちゃんが見て悔くやしがっているのかと思うと……ふふふ」

　今度は多分に毒気を含ふくんだ笑みを浮うかべる。

　それすらも蠱こ惑わく的でどこか愛らしく映るのだから、レイヤがベルカにコンプレックスを抱いだく気持ちも分かる気がした。

　──あいつだって、笑ってれば可愛かわいいんだけど……




　竜士とベルカは、そのまま舞夏の発案通りに地下のショッピングモールに下りた。

　電気は点ついているので明るくはあるが、二人を除いて人ひと影かげはない。

　しかし急ぎの退去であったため店の前に段ボール箱なんかが積まれたりしていて、雑然としたありさまに温かみも感じた。

「アイス、アイス食べましょう♪」

　竜士の腕を引っ張り、軽くスキップをするような足取りでコンビニに入っていく。

　レイヤをおびき出すためにキャラ作りをしているのか、それとも生徒会長をやっている時の澄すまし顔の方が仮の姿なのか。

　昨日からベルカの印象がどんどん上書きされていくのに、竜士はついて行くのがやっとだった。

　冷れい凍とう庫及および冷蔵庫の電源は入ったままだったので、アイスはちゃんと溶とけずにコンビニにあった。

　二人、レジに代金とメモを残して店を出る。

「なんだか、映画でも撮とっているようですね。世界が滅めつ亡ぼうして、最後に残った二人きりの男女、みたいな」

　早さつ速そくソフトクリームの包みを開け、小さな赤い舌でぺろりとなめる。そしてふと思い付いたように、竜士の裾すそをくいくいと引っ張って小声で告げた。

「竜士さん、口くち許もとにクリームつけてください。私がすかさずなめとりますから！」

「実際にそんなことするカップルが世の中に実在するんですか……？」

「そんなこと私は知りません。付け加えて言うならレイヤちゃんだって、この国のいわゆる『こいびとどおし♡』の実情なんて知りません！」

「んー……」

「竜士さん、あまり打ち合わせしているような間まを見せるわけにはいきませんよ」

　──いや、ばれてるだろう……

　しかし、ここまで来たら毒をくらわば皿まで、なのだろうか？　はしゃぐベルカを無下にするのも忍しのびなく、竜士は大口を開けて豪ごう快かいにソフトクリームを頰ほお張ばり、あえて左の頰に白いクリームを残した。

「あ、竜士さんほっぺたにお弁当ついてますよ！」

「お弁当は違ちがうんじゃないですか？」

　わざとらしく告げたベルカは竜士の突つっこみを無視して背せ伸のびをし、竜士の頰にキスをしてクリームを拭ぬぐった。

「えへへ、実際にやるとこれ、とても恥はずかしいですね……」

　──浴衣ゆかたで人を押し倒たおした人間がなにを……

　そうは思いつつも、やられる側だった竜士も相当に恥ずかしかったのは事実で、はにかむベルカを前に顔が赤くなってしまうのを隠かくすのでいっぱいいっぱいだった。

　次に二人は、アパレルショップに入った。

　年とし頃ごろの男女が多く集まる場所だけあって、無難なものからこじゃれたものまで一通り揃そろっている。上のフロアでは下着や水着、さらに魔杖タクトを入れておくホルダーも取り扱あつかっているらしい。

　ちなみに、魔杖ホルダーはコンダクターのお洒落しやれポイントの一つであり、十代の少年少女に飽あきられないようにと様々な業界のデザイナーが各研究機関に依い頼らいされてデザインしている。

「こっちとこっち、どっちが似合うでしょう？」

　定番のポーズで二種類の服を身体からだに当てて尋たずねるベルカ。

「うーん……俺センスないのであんまりそういうのは聞かない方が」

「竜士さんの好みを聞いてるんですよ？」

「びっくりするぐらいそういうの分からなくて……俺自身自分がなにを着ていいのか分かってませんもの……」

「なるほど……休日とか、どんなものを着てるんです？」

「基本的にダアトのジムで訓練してるか、自分の部屋で本を読んでるか、ダメな上司の部屋掃そう除じをさせられているか、ダメな上司の食事を作らされているか……」

「ずばり一週間で一番物もの干ほし竿ざおにかけられるのは？」

「スキンとジャージ」

　ベルカの瞳ひとみから笑みが消える。手に持っていた服を元に戻もどして、つま先はメンズコーナーに向く。

「危なかったですね。さすがにデートの待ち合わせでジャージを着てこられると、隣となりで歩いていて笑顔が引きつってしまうかも知れません」

「さすがにデートにジャージは着ていきませんよ……せいぜいスーパーで食料品の買い出しです」

「ひしひしと危機感が伝わってきました。竜士さんは体格いいんですからスリム系にしましょう……下にスキンを着てるから胸むな板いたは無理でしょうけど、ならば引き締しまったその二の腕は……」

「あの、ベルカさん……？」

「メガネなんかも似合うかも知れませんね……いや、でもさすがにそれは狙ねらいすぎ……？　その前に、こんなことをしてしまっては弟さんと同じような状況になってしまうかも知れない……？」

　一分近くなにかぶつぶつと言っていたベルカが竜士に手て渡わたしたのは黒一色のジャージだった。

「えっと……どういうことですか？」

「いましばらくは、このままの竜士さんでいてください」

「そんないい笑顔で言われても理解できません……」

「上に行きましょう。レイヤちゃんたちは水着姿を披ひ露ろうしているのに私だけまだというのも何となく癪しやくです」

　竜士の手を取って、上の階に向かう。

「さすがにスキンを脱ぬぐわけには……せめて奥のスキンにしません？」

「多少過激なことをしないとレイヤちゃんに効果がないのですが……まぁ、水着みたいなものですし、よしとしましょうか」

　二人は店の奥へと足を向ける。

　そこには姫ひめ神がみ学園指定のＯＧスキンの他ほか、デザイン案として様々な形状のスキンが展示されていた。

　ところで、ＯＧスキンは機甲オーガニツクギアの運用において重要な要因の一つであり、その役割は主に二つある。

　一つ目に、コンダクターの被ひ覆ふく神経細さい胞ぼうと機甲の心臓部である第二の脊せき髄ずいとの電気シ的・ナ電子ー的なジつながりステイツクを補強し、本来は別々の生命であるコンダクターと魔杖を一つにする両面テープの役割。

　二つ目に、機甲の巨きよ大だいな副ふく腕わんや逆関節の脚きやく部ぶ、背部リアユニットのバーニアなどを稼か働どうさせる際に生じるコンダクターの思考のノイズを取り除き、機構の駆く動どうを潤じゆん滑かつ化させるフィルターの役割。

　それら二つの役割が互ご助じよ関係となって、コンダクターが自分の身体の一部として機甲を動かすのを手伝う。

　充じゆう分ぶんなリンク適性があれば着なくとも動かせるが、着ることでより俊しゆん敏びんな反応とスムーズな稼働が得られることには違いない。

　スキンは人類と魔杖との間で生み出された産物であり、当初はヘルメットのない宇宙服くらいにかさばったものが、いまの形までスリム化されたという。

　スキンを織り上げるのに必要な繊せん維いはいまや人類の科学力でも生産が可能となり、姫神学園の生徒一人一人に配給されるに至っている。

「聞いてはいましたけど、結構いろんなバリエーションがあるんですね……」

　朱鷺夜が着ていたセパレートのビキニタイプ、胸むな元もとに大だい胆たんに切れ込みが入ったタイプ、スカート状のひらひらがついたワンピースタイプ、職人が布地部分の面積縮小に心血を注いだとしか思いようがないローライズタイプ、寄せてあげるタイプと、特に女子のスキンはバリエーションが多い。

「バリエーションを増やしてお洒落なのを増やせば、入学志望者が増えると思ってるんですよ。一着一着が高価なので、ほとんどの学生は学園で支給されたものをそのまま使っていますけどね」

「ダアトうちもそんな感じだなぁ。お洒落ったって人に見せるもんでもないし……」

「魔杖ホルダーはともかく、スキンが一いつ般ぱんの人の目にさらされるのはグランドフェスティバルぐらいですからね……だけど、これなんか私、サイズ大だい丈じよう夫ぶですね……」

　そう言ってベルカが手に取ったのは、最も布地面積の少ないローライズタイプ。デザイナーの欄らんには『文ぶん金きん高たか島しま田だ』の名前が輝かがやく。

「え、よりにもよってそれですか……！」

「面おも白しろいので着てみましょう」

　ベルカはそれを持って試着室の方へと向かう。

「さすがにそれはまずいですって──」

　竜士が追うも、ベルカはサッと試着室のカーテンの向こうに消える。さすがにその中に飛び込むわけにはいかない竜士は「どうしよう……」とその場で二の足を踏ふんでいると、突とつ然ぜんカーテンの隙すき間まから伸のびた手が竜士の腕うでを摑つかみ、彼を試着室の中へと引き込んだ。

「はい──？」

　手の正体は当然ベルカであり、狭せまい個室の中で竜士を抱だき寄せた彼女は手のひらで口をふさぎ、その耳元にささやいた。

「静かにしていてください。ここまですれば、おそらくレイヤちゃんも黙だまってはいられません」

　同刻、楠木皐月と海冥透子もまた会議室のモニターの前で黙っていられない事態に陥おちいっているのだが、それを二人が知る由よしもない。

「わ、分かりましたから、離はなしてください……向こうからは見えないんだから、密着してることもないでしょう……」

　背中に当たるベルカの胸の感かん触しよくや体温、においに竜士はドギマギしつつ言った。

「足あし下もとだけは見えるので、ちゃんと絡からみ合っていないと、ばれてしまいます」

「そんな──」

「あと、微び動どうだにしていないのも変だと思うので、このままちょっと動きましょう……」

「なんだかもうどうにでもなれという気分になってきました……」

「竜士さんがその気なら、昨晩の続きをしましょうか？　ご奉ほう仕しいたしますよ？」

「い、いまは遠えん慮りよしておきます……！」

　竜士とベルカは、抱き合ったままゆっくりと壁かべ際ぎわに移動。竜士はくるっと回って壁と自分とで彼女をサンドイッチにする。

「いい感じですね。なんか、動きが自然な気がします」

「言われる前に言っときますけど、経験はありませんからね……」

「でも、レイヤちゃんより前にキスしたことはあるんじゃないですか？」

「それは……」

「レイヤちゃんたぶん、そのことに気づいていると思いますよ」

　ベルカは竜士に身体を触さわられている振ふりで、つま先立ちをして寄りかかってくる。

「実際に触ふれてはいなくても、振りをするだけで、ちょっとだけそういう気分になってしまいますね……」

　そんなことを甘いささやき声で耳打ちされては、理性が悲鳴を上げた。

　──ヤバイ！

　竜士は心の中で叫さけんだ。

　レイヤを呼んだ。

　──早くしろ！　早く出てきてくれ！

　その時だった。

　ベルカの携けい帯たい端たん末まつが鳴り響ひびき、舞夏が告げた。

『釣つれました！』

「どこだ？」

『《傘シルム》の網あみでレベル３ドライの機甲をまとったレイヤさまを捉えました。学園の監かん視しカメラの死角を縫ぬいつつ、南エリアの臨海地帯に向かっています』

「臨海地帯？」

　前回衣良華と戦った場所だと思い出して、竜士はベルカの方を見た。

「こちらに向かってくるのではなくむしろ逃にげる方向に……なにか不自然ですね」

「とにかく行きましょう。乗ってください」

　竜士はその場で制服を脱ぎ、彼の鎖蛇科ウイスペラの魔杖を展開リブートした。

　黒い半はん透とう明めいの結けつ晶しよう質の装そう甲こう。

　両腕には長短一いつ対ついの刀を備え、銀色の鎖くさりが無骨に巻き付いている。

　そして、ヘッドギアには一対の翼つばさ飾かざり。

「乗る……とは？」

「こんな感じです」

　二刀を背部ユニットのハードポイントにつり下げると、竜士はベルカを胸に抱だいた。

「安Ｂ定Ｉ化Ｓ領域フイールド限定展開──《アルゴ・ドライブ》」

　胸に抱いたベルカが加速で押しつぶされないように、青白い光を帯びた球状のフィールドを展開。

　ヘッドギアの翼を広げて、結晶質の装甲の内側を緑色の文字列が走破する。

　抱き上げられたベルカは、竜士の右目が微かすかに輝いているのに気がついた。

　Δを描えがく、黄金の輝き。

「これの加速は、竜士さんの《Δデルタアミュレット》の強化の力で発現したものでしたね……」

《系統樹の枝》が現代の系統樹に対応するならば、《系統ル樹ーの根ツ》は神話的な伝承の力の再現であると言われている。

「《アルゴ・ドライブ》──」

　竜士がかみしめるようにその音声信号を発すると、常人には不可視の速度で走り出す──




　ベルカが二、三度まばたきをしている内に、臨海地帯に到とう着ちやくしていた。

　実際に経過した時間は十秒ほどではないだろうか。

　中央エリアの地下ショッピングモールから臨海地帯までは直線距きよ離りでも一キロはあったはずで、途と中ちゆう、学園を囲う三十メートルの塀へいも飛び越こえたのだと考えると、竜士の機甲の機動性の高さに舌を巻く。

「す、すみません……いきなり」

　顔を赤くしながら、竜士は胸に抱いたベルカを下ろした。

　おかしな人だとベルカは笑った。

「謝ることはありません。乗り心地ごこち、悪くなかったですよ」

　安定化領域の圏けん内ないから出て、柔やわらかな砂の上に立ったベルカに、潮風が吹ふき付ける。

　強い磯いそのにおいと、寄せては返す波の音。

　夕日に照らされオレンジ色に染まった人工の砂すな浜はまは、それだけでベルカの詩情をかき立てる。

「ここも非常にいいデートスポットのようでしたね……」

「そんな悠ゆう長ちようなことを言ってる場合ではないような」

「来ますね」

　ベルカの言葉の直後──二人の前に、ドサリと着地する異形のシルエット。

　逆関節の脚部。鋭えい利りな副腕。背部にライオンの鬣たてがみのように放射線状に突つき立てられた何本もの銃じゆう器き。その白の装甲をまとった、珊さん瑚ご色の髪かみの少女。

「レイヤ……」

「竜士と、お姉様……」

　少女は、赤い瞳ひとみを意外そうに見開いた。

「どうして、ここに？」

「お前を追ってきたに決まってるだろ。なんでこんなこと──」

　そう言って、竜士が前に出ようとして、ベルカの手がそれを制した。

「待ってください竜士さん。ここは姉として、私にやらせてください」

　大和やまと撫子なでしこ然とした長い黒くろ髪かみを海風になびかせながら、ベルカは曇くもらぬ瞳で、まっすぐにレイヤを見み据すえた。

「こんなところで何をしているんですか、レイヤちゃん……戻もどってきなさい」

「……もう、戻れないわ」

「なぜです」

「私は、お姉様のように姫神マリアの人形ではいられないから」

　レイヤは、背部ユニットからアサルトライフルを副腕に摑み、その銃じゆう口こうをベルカに向けた。

「……そうですか」

　ベルカは表情を変えることなく、その場で制服を脱ぬぎ捨てて、腰こしのホルダーから魔杖タクトを取り出した。

「それが、あなたの答えなんですね」

　握にぎりしめた魔杖が淡あわい緑色の光を放ちだし、展開を始める。

「機甲展開リブート・ギア」

　小さいながらも、はっきりと発音された音声信号に従って、朧おぼろ気げな輝きの螺ら旋せんはベルカを取り巻き、彼女の機甲を形作っていく。

　機甲オーガニツクギア──《伏姫》。

　幾いく重えにも積層された藤色の装甲。首にかけた犬笛。頭には垂れ下がったイヌミミセンサー、背部ユニットには巨きよ大だいな日本刀を背負い、スカートアーマーには八つの宝玉がはめこまれている。

　その宝玉に一つずつ浮うかび上がった文字は──刃じん・偽ぎ・湖れい・氷ひ・紐ちゆう・震しん・篝こう・霆てい。

「──って、なんか間ま違ちがってないですか？」

　思わず突っ込んでしまう竜士に、ベルカは犬笛を咥くわえながら告げた。

「私の犬はこうなのです！　──《オクタブルドッグス》！」

　スカートアーマーの八つの宝玉が弾はじけ、飛んだ。魔杖を展開したときと同じ朧気な緑色の輝かがやきを帯びて、ベルカの周囲に顕けん現げんする八頭の自律する犬型の機甲。

「強きよう襲しゆうなさい──！」

　ベルカが首にかけた犬笛を吹くと、八頭の無貌の犬が砂を蹴けって駆け出す。

　鳴り響くも人の耳には聞こえぬ犬笛の音。

　レイヤはアサルトライフルで向かってくる《オクタブルドッグス》をなぎ払はらうように撃うったが、それよりも早く霆の犬バルスの角から放たれた雷らい撃げきが《バーストソレイル》の副腕を直ちよく撃げき。銃じゆう弾だんは逸それて砂浜の中へと吸い込まれた。

　雷撃を受けて、《バーストソレイル》の動作に一時的に遅ち延えんがあった。その隙すきに他ほかの七頭が殺さつ到とうする。

　刃の犬クドリャフカは口くち許もとのブレードユニットを広げて突とつ進しんする。紐の犬ストレルカは敵の周囲を走り回って極ごく細ぼそワイヤーを巻き付ける。自由を奪うばわれた敵の足下に震の犬ヴェテロクが落とし穴を掘ほる。

「くっ」

　迷いのない八頭の犬の統とう率そつに翻ほん弄ろうされながら、しかしレイヤは《バーストソレイル》が雷撃から回復すると、その両副ふく腕わんに握りしめたアサルトライフルを狙ねらいもろくにつけずにがむしゃらに乱射した。

　闇やみ雲ながらもばらまかれる銃弾の嵐あらしに、篝の犬スメラヤと氷の犬リサの侵しん攻こうが阻はばまれた。

　アサルトライフルの攻撃範囲レンジの外から湖の犬ダムカが高圧の水で砲ほう撃げきし、銃弾も恐おそれぬクドリャフカは額から伸のびる刃でそれらを切り落として体当たりを仕し掛かける。

《バーストソレイル》の左脚きやく部ぶのシールドが切り飛ばされ、右の副腕が根元から嚙かみ千切られる。

　バランスを崩くずし、ヴェテロクの落とし穴に足を取られてしまったレイヤは、そのまま砂の上に倒たおれ込んだ。

「うわ……！」

　見守る竜士は、言葉を失っていた。

　まるで勝負になっていない。

　──私を含ふくめ守衛委員ガーデイアン全員が総出でかかったって、勝てっこないんだから。

　昨晩のレイヤの言葉が決して誇張されたものではなかったと悟さとる。

　しかし次の瞬しゆん間かん、砂に埋うもれたレイヤの口許が上がった。

《バーストソレイル》のアサルトライフルの銃口が、ベルカに向いている。

「ベルカさんっ！」

　放たれた銃弾は、ベルカの胸むな元もと、彼女が首にぶら下げた犬笛を砕くだいた。

「やった！」

　レイヤが顔をほころばせる。

　彼女の周囲を乱らん舞ぶしていた八頭の犬が、次々と砂さ塵じんを上げて倒れる。

　起死回生の一いち撃げき。

　これで《伏姫》は、その手足とも言える《オクタブルドッグス》を自在に操あやつることは出来ない──そう思ったのも、つかの間。

　レイヤが立ち上がるよりも早く、起き上がったヴェテロクの前足が、残った《バーストソレイル》の左副腕を踏ふみ砕いた。

「──え？」

　何事が起こったのかと、レイヤは真しん紅くの瞳を見開く。

「メッキが剝はがれましたね」

　ベルカは、氷のごとく冷たい視線を倒れたレイヤに向けた。

　八頭の犬が、再び起き上がってレイヤの周囲を取り囲む。

「そんな──犬笛無しでも動かせるのか……⁉」

「レイヤちゃんなら知っていますよ。この《伏姫》と《オクタブルドッグス》を相手にするにあたって、なにに一番気をつけなければいけないのか。どこを攻こう撃げきしてはいけないのか。なにを破は壊かいしてはいけないのか……」

　普段は見せることのない犬のように鋭するどい八や重え歯ばを、赤い唇くちびるの隙すき間まからきらめかせて微笑ほほえむ。

「《オクタブルドッグス》は《伏姫》の一部です。その機甲の一部を動かすのにどうして犬笛あんなものを使っていたのか、わかりませんか？」

　その一つ一つが自律思考し、それぞれ第二の脊せき髄ずいを備えた小型の機甲。

「制せい御ぎよし、動かすことは可能なんです……ただ、《伏姫》も合わせ総計九本もの脊髄とつながってしまうとですね、フィードバックが強すぎて──」

　垂れていたイヌミミセンサーがピンと立つ。

　それまで抜くことのなかった背部ユニットの氷のごとき刀身の刀──《叢雨むらさめ》を抜き、右手に構える。

「──手加減、出来なくなるんですよ」

「え、ちょ、ウソでしょ、お姉様──」

「におってますよ、臭くさいにおいが」

　ベルカの合図で《オクタブルドッグス》が一いつ斉せいに飛びかかる。




　──蹂じゆう躙りん。




　犬の爪つめがレイヤの腹部を切り裂さく。

　犬の牙きばがレイヤの鎖さ骨こつをかみ砕く。

　血を噴ふき出し、その飛ひ沫まつを散らして、金切り声のような悲鳴が上がる。

　──手加減が出来ない。

　ベルカが言っていた通りだった。

　犬笛という媒ばい介かいを通さずにベルカとつながった《オクタブルドッグス》は獰どう猛もうで、先ほどよりもなお素す早ばやく、力強い。

　もがき逃にげ惑まどうレイヤを押さえ込み、猛たける。吠ほえる。

　リサが作り出した氷の十じゆう字じ架かに、ストレルカがワイヤーでレイヤを縛しばり上げる。

　磔はりつけにされたその瞳に、反はん抗こうの意志は無くなっていた。

　しかしベルカは、一片ぺんの容よう赦しやもせず《叢雨》をレイヤの胸に突き立てる！

「が──」

　巨大な刃やいばを突つき立てられた傷口から、血の泡あわがポコポコと溢あふれる。

　壮そう絶ぜつなまでの強さ。

　迷いのない統率と太刀たち筋すじ。

　竜士は最後まで呆ぼう然ぜんとしたままでいた。

　レイヤが口から鮮せん血けつを吐はき出す。

　ベルカがその刃を横に払うと、骨の断たち切られる音が聞こえた。

「死んだ……？」

　しかし、ベルカは氷の十字架に磔にされたレイヤの前に立ったまま、まだ動かない。




「なかなかに芸達者なのですね……臥が竜りようさん」




　砂の上に血をしたたらせるレイヤが、そう言われた途と端たん、ニッと笑った。

「しくじったなぁ……でもあんた、オレが犬笛を壊こわす前から、気づいてたろ？」

　解ほどけた珊瑚色の髪を振り乱みだしてレイヤは──否いな。臥竜はクツクツと声を引きつらせる。

「犬の嗅きゆう覚かくを甘く見ていましたね」

「マジかよ？　こんな磯いそくせぇ場所でもかぎ分けられるのかよ」

「あなたこそ、怒りのあまり、やりすぎてしまったかと思ったのですが……」

　話している間に、臥竜の全身の傷がみるみる治ち癒ゆされていく。

　これがΔデルタシリーズ。

　身体からだに《竜りゆう鱗りん》の《系統ル樹ーの根ツ》を埋め込んだ竜魔杖ドラグケインの異能……！

「こいつは、竜士にもないオレの特権だ。好きなように身体の形をいじれるっていうのは、こういうことも出来るってわけさ」

　破壊された機甲も修復され、鱗うろこを持った機甲にまとい直すと、巻き付いていたワイヤーは断ち切られ、磔にしていた氷の十字架も砕け散った。

「──臥竜……！」

　容姿はレイヤのまま、身体の一部をおおうレベル２ツヴアイ程度の展開ではあったが、それは紛まぎれもなく、竜士の知る臥竜の機甲、《Δデルタスケイル》だった。

　臥竜が、レイヤに化けて俺たちをおびき出した──⁉

　事態を理解した竜士は、その手に二本の刀を抜く。

「お前、なにを狙ってやがる！」

「なにって分かるだろ──姫神レイヤの手助けだよ」

　一気に間合いを詰つめ刃を振るうが、紙かみ一ひと重えで避よけられる。

　八頭の犬──《オクタブルドッグス》がさらに殺到するが、それよりも早く、敵の姿が消えた。

「光学迷めい彩さい⁉」

「それで隠かくれたつもりですか！」

　竜士にはなにも見えぬ空間に、ベルカの《オクタブルドッグス》が追つい撃げきを仕掛ける。

　クドリャフカの刃が不可視の敵を切り裂いて、虚こ空くうから赤い血の雫しずくがしたたった。

「は、これもにおいってか！　なら、これならどうだ！」

　スメラヤに嚙み付かれてなお、臥竜は姿を消したまま海に向かって走り、飛び込んだ。

　波打つ海面に盛大な水柱が上がる。

「くっ」

　ベルカは表情をゆがめた。

　海中に潜もぐられては、さしもの犬の嗅覚も役には立たない。

　敵に最後まで嚙み付き続けた結果、頭部を吹ふっ飛ばされたスメラヤがベルカの前に帰き還かんした。

　ベルカはその金属の犬をいたわるように抱だいてやりながら、呟つぶやく。

「あの人がわざわざ臨海地帯に現れたのは、こうやっていつでも逃げ出せるようにでしょうか……？」

　自分たちが陽動に引っかかったことに気がついて、ベルカは唇を嚙んだ。

「それじゃあ、本命は……」

「本物のレイヤちゃん、ではないでしょうか」

　ベルカの言葉に竜士は戦せん慄りつする。

「臥竜が連れん携けいしてレイヤの手助けをしたって言うんですか⁉」

　信じたくはなかった。しかし、先ほどの臥竜の声が竜士の脳のう裏りに蘇よみがえる。

　──姫神レイヤの手助けだよ。

　自分たちをここへおびき出し、レイヤが動いているとしたら、その狙いは……

　その時、ベルカの携けい帯たい端たん末まつが鳴り響ひびいた。

　イヤな予感しかしない。

　最悪の知らせを告げる舞夏の声が、今にも耳元で聞こえるような気がした。

「竜士さん、いますぐ《アルゴ・ドライブ》で皐月さんのもとに向かってください」

「ベルカさんは？」

「私も、すぐに後を追います……」

《伏姫》の展開を解いたベルカがスキン一枚の姿となってその場にぺたんと座り込む。額に汗あせを浮うかべ、肩かたで呼吸をしている。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　今にも倒たおれてしまいそうな華きや奢しやな少女の身体を、竜士は腕うでに抱いた。

「《オクタブルドッグス》を笛無しで扱あつかうと、どうしてもその後身体を動かすのが億おつ劫くうで……」

　一つの頭で八つの身体を動かしていたような状じよう況きようだろうか。

　展開によるＲ領域の活性化の度合いや、アドレナリンの分ぶん泌ぴつ量は通常の二倍三倍どころではないはずだ。

「私は大丈夫です。早く、皐月さんのところに」

「……はい」

　竜士はベルカが携帯端末を取るよりも早く立ち上がった。

　最後にベルカは、竜士を切実な瞳ひとみで見上げ、告げる。

「竜士さん、レイヤちゃんを、お願いします……」

「わかりました……《アルゴ・ドライブ》！」

　かみしめるようにうなずくと、竜士はヘッドギアの翼つばさを展開──その姿は霞かすみのごとくベルカの目の前から消えた。




　竜士は周囲のすべてが静止した世界をひた走った。

　皐月はいま、不動や透子などの五人の守衛委員に守られて総合棟とう会議室で待機している。レイヤがそのことを知る術すべはないはずだが、胸むな騒さわぎに突き動かされる。

「くそっ」

　障害となる南校舎を飛び越こえて、総合棟の廊ろう下かの窓を粉ふん砕さい。

「──皐月！」

　会議室の扉とびらを蹴け破やぶり、竜士は中へと侵しん入にゆうする。




　かくしてそこに、レベル３ドライの《バーストソレイル》をまとったレイヤの姿があった。




　その副腕には気を失った皐月を抱かかえ、足あし下もとには三人の守衛委員が倒れていた。

《アルゴ・ドライブ》の加速を解くと、粉砕された窓ガラスの破片が床に落ちてさらに砕け、盛大な音を立てた。

「八戸埜りゅーしッ！」

　不動とともにレイヤを挟はさみ撃うちにした透子がハッとなって声を上げる。

　残りの二人もまた、突とつ如じよ現れた竜士に驚きよう愕がくの視線を向けた。

「どういう状況だって聞くのは、愚ぐ問もんだな……」

　周囲を見回しながら竜士の声が響く。

　会議室にはすでに戦せん闘とうの痕こん跡せきがありありと刻みつけられていた。

　机はすべてなぎ倒され、照明は落ち、壁かべにはいくつもの銃じゆう弾だんの痕あとが残されている。

「レイヤ！」

　竜士は、その名を呼んだ。

　五人を同時に相手にしたためか《バーストソレイル》はボロボロだった。

　背部ユニットに備えた自じ慢まんの銃じゆう火か器きの半数は失われ、脚きやく部ぶのシールドは両足ともなくなっている。副腕は両りよう腕うでとも健在ではあるものの、片方は皐月を抱え、もう片方は透子の機き甲こう《シーネトゥル》の触しよく手しゆによってとらえられていた。

「竜士……」

　振り返ったレイヤの横顔は、今にも泣き出してしまいそうだった。

　ベルカのようににおいが分かるわけではないが、それでもそこに立っているのがレイヤだと、竜士は確信していた。

「あんた……」

　レイヤが、ゆっくりと口を開く。

「あんた、さっきお姉様とどこまでやったのよ！」

「な──」

「スケベ！　変態！　エッチ！　やっぱり最低！　この女の敵！」

「そ、それはあたしもいろいろ聞きたいことがあるわね！」

　透子までもがレイヤの罵ば倒とうに乗っかって竜士の方に視線を向ける。

「誤解だっ！　なんにもしてない！　ああすればレイヤが気になって飛びだしてくるだろうってベルカさんに無理やり連れ込まれて──」

「アイス口くち許もとにつけてチュッてしてたわ！」

「一いつ緒しよに服も選んでた！」

「だ─────────────────っ！」

　竜士は頭を抱えて大声で叫さけぶ。

「しっかり見てんじゃねぇよ！　見てたんならさっさと出てこいよ！」

「わ、罠わなだって分かってて出ていけるわけないでしょっ！」

　──ばれてたのか……そりゃばれるか。

「あんたもお姉様も、私が指くわえてみてることしか出来ないって分かっててあーやって見せつけてたんでしょ！　バカッ」

「誰だれがバカだ！　あれぐらい、お前がやってくれって言うんなら全部やってやるよっ！」

「え？」

「……あ」

　──どさくさに紛れて、何言ってんだ俺？

　竜士とレイヤの顔が火がついたように同時に真っ赤になる。

　キレたのは透子だった。

「ムキーッ！　どーしてあたし抜ぬきであんたらラブコメしてんのよーっ！」

《シーネトゥル》の背部ユニットの触手がさらに二本伸のびて《バーストソレイル》の両りよう脚あしをそれぞれ締しめ上げた。

「このクソ淫いん乱らんピンクネコ娘むすめ！　さっさと投降しないと高圧電流流すわよ！　あんたが楠木皐月を盾たてに出来ないことくらいわかってんだからね！」

「それはあんたも一緒でしょ！　このお人ひと好よしクラゲ娘」

　透子に言い返しつつもレイヤの額には汗が浮かんでいた。時間が経てば経つほど不利になるのは彼女の方だ。

　──お姉様が来たら、それまでだ。

　この状況をどうしたら切り抜けられるのか、レイヤは考える。

　──皐月も、お姉様の夢も、守りたい……！

　──そのために、何をしても許されるのだろうか？

　──怖こわい。でも、

「竜士」

　レイヤの赤い瞳が、竜士を見つめた。

　震ふるえた声は、切実な響きをもって届いた。




「たすけて」




　レイヤの手が、ゆっくりと竜士の前に差し出される。

　その視線は、怯おびえていた。

　竜士は戸と惑まどった。

　この状況で、助けを求められるとは思っていなかった。

　しかもあの姫神レイヤに、今にも泣きそうな表情と声で。

　──レイヤちゃんを、お願いします。

　先ほどのベルカの言葉が脳裏に蘇る。

　彼女は、こうなることをあらかじめ見み越こしていたのだろうか？

　しかし当然、ぬぐい去ることのできぬ不安もあった。

　レイヤはいま、臥竜との連携で此こ処こにいるのかもしれない……！

「一つだけ答えろ」

「なに？」

「お前は、七人の支援者サポーターでも夜刀野会の残党でもないんだな？」

　レイヤははっきりとうなずいた。

「信じて」

　疑いをかける者に対して投げかける言葉にしては、あまりにも弱い。

　それでも、




「──わかった。仲間だもんな、俺たちは」




　レイヤが気が付くと、竜士は隣となりに立って、彼女が差し出した手を握にぎりしめていた。

　空いた手に竜士は長ちよう刀とうを握りしめていて、《バーストソレイル》をとらえていた透子の触手を一刀のもとに切り落とした。
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「ちょ！　八戸埜りゅーしっ！　あんたなに考えてんのよっ！」

「悪いな。海冥、不動……ここでこいつを助けられるのは、俺だけみたいだ」

「竜士……」

「わけはあとで聞く。まずは二人を無力化するぞ。十秒でケリをつける」

「ん──」

　うなずいたレイヤの瞳から、一筋の涙なみだがこぼれ落ちる。

　竜士こいつが側そばにいてくれる。

　この心強さは、千人の援えん軍ぐんにも勝まさると思った。




　会議室で閃光弾スタングレネードが明めい滅めつする。

　決着は五秒で着いた。

　二つの影かげが、生徒会室の窓から宵よい闇やみに染まりゆく空へと飛びだした。







　第五幕　決戦







　竜りゆう士しとレイヤが腰こしを落ち着けたのは、姫ひめ神がみ学園の北エリアにある地下のシェルターだった。

　収容人数は三百人と入り口に表示されており、堅けん牢ろう性を考こう慮りよしてか天てん井じようは低めで、広さは小学校の体育館ぐらいあった。

　太い柱が規則的に並んでおり、勝手知ったると言わんばかりにレイヤがそこに取り付けられたパネルに触ふれると、引き出しが飛びだして毛布が出てきた。

《バーストソレイル》の副ふく腕わんで床ゆかに毛布を広げ、その上に気を失った皐月さつきを寝ねかせる。

「『ばかりゅーし』って、どーいう意味だよ」

　ここまでやって来て、竜士が真っ先に口にしたのが、それだった。

「あんな事書かなきゃ、昨日の今日でお前が裏切り者扱あつかいされることだってなかったんだ」

「いいのよ。裏切り者にならなきゃいけなかったんだから。最初は『ごめん』って書こうと思ったんだけどね、それも芸がないかなって思って……」

「で、なんでそこで俺を罵倒する……」

「な、なんででもいいでしょっ！　もっと他ほかに聞くことがあるんじゃないの？」

　顔を赤らめてそっぽを向いた。

「なにかを残さなきゃって思った時、浮うかんだのがあんたの顔だったのよ」とは、絶対に言えない。

　竜士もレイヤも機甲オーガニツクギアを脱ぬいで、皐月の傍かたわらに並んで腰を下ろした。

「じゃあ最初に聞くが、こんな場所に籠ろう城じようして大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　地下シェルターという施し設せつの性格上、自分たちがここに身を潜ひそめたことは、学園側に筒つつ抜ぬけだ。入り口の監かん視しカメラも破は壊かいしている。すぐにでも追っ手が来て取り囲まれてしまうだろう。

「長居するつもりはないわ。これから全部話す。それであんたに──ダアトに皐月を託たくす。私は、どこかに消える……それだけ」

　レイヤは、きゅっと、心細そうに自分の膝ひざを抱かかえた。

「お前は、なにを隠かくしてたんだ？」

「どうして私が、皐月が会議室にいるって分かったと思う？」

　竜士は腕を組んで少し考えるも、「わからん」と首を横に振ふった。

「《バーストソレイル》を展開リブートするとね、微び妙みように分かるのよね……皐月がどこにいるのかとか、今ドキドキした、とか……」

「どうして？」

「皐月の心臓に《根ルーツ》を植えたのは、私だから」

「──ッ⁉」

「そしてそのことを真っ先に知ったのはお母様。お母様は、皐月を殺してでも、それを取り出そうとした」




　すべての出来事は、一ヶ月前のレイヤの初うい陣じんにまで遡さかのぼる。

　いまだ正体はつかめていないが、その時何者かが姫神学園に侵しん入にゆうし、レイヤは学園の守衛委員ガーデイアンとして、出しゆつ撃げきした。

　なんとか侵入者の撃げき退たいには成功したものの、その時レイヤの流れ弾だまが、たまたま通りすがった皐月に当たってしまったのだという。

「皐月の中にある《根》は、私と《バーストソレイル》が生み出したものよ」

　心臓が破壊されていた。

　皐月はその時、すでに息絶えていた。

　止まらぬ血に、レイヤはパニックになり、何をしたのか、ろくに覚えていないという。

《バーストソレイル》のささやきが聞こえた気がしたと言い、我に返ったときには、生成された『双そう頭とうの獅し子しの飾かざりのついた杓ひしやく』が、とけるように皐月の心臓に吸い込まれていった。

「双頭の獅子の杓……？」

「お母様は、《ネルガルの杓》と呼んだわ。ネルガルっていうのは、獅子のイコンを持つオリエントの戦神にして冥めい界かい神……皐月が死の淵ふちから蘇よみがえったからでしょうね」

「《系統ル樹ーの根ツ》を、作り出したか……」

　竜士は口に出して言わずにはいられなかった。

　確かにベルカは《伏ふせ姫ひめ》の武装として八本の魔杖タクトを──すなわち、その芯材コアである《系統樹の枝》を生成している。

　しかし《枝》が《根ルーツ》を生み出すなど、前ぜん代だい未み聞もんの話だ。

「お母様は奇き跡せきだって喜んでたわ。《枝》が進化の系けい譜ふを遡り、《根源》を超ちよう越えつして《根》にまで至ったって……」

「それで、助かった皐月を殺してでも、取り出そうと？」

「私の中に戻もどしたかったのよ。私、お姉様には敵かなわないし、コンダクターとしては伸のび悩なやんでたしね。《枝》から《根》を生成したコンダクターとなれば、その存在はこの世にまだ二つとないでしょ？」

「そういうことか……」

《Δデルタアミュレット》でレイヤの力を借りた時に感じた違い和わ感かんは、これだ。

　やはり《Δアミュレット》に取り込んだ《バーストソレイル》のデータは不完全だったのだ。

「皐月の中から取り出すのが嫌いやならもう一度作れって言われたけど、奇跡は二度は起きなかった。それどころか、私と《バーストソレイル》のリンク適性は、憑つき物が落ちたみたいに、レベル４フイーアからレベル３ドライに落ちた。私に優ゆう秀しゆうなコンダクターを求めていたお母様には、そりゃ皐月は邪じや魔まな存在だったでしょうね」

「……それで、皐月のことを……」

「その時には、夜や刀と野の会かいの残党が執しつ行こう部ぶに潜せん入にゆうしてて《根》を狙ねらっていることも分かってたから、焦あせってたみたい。衣い良ら華かを使って皐月を殺そうとしていて、私はそれを止めた」

「衣良華は知ってたのか……」

　姫ひめ神がみマリアを殺すのは君のためでもある──そう告げた衣良華の意図を、ようやく理解する。

「皐月の中に《根》があることは知らなかったと思う。でも、うすうす私に関係してることは、知ってたのね。皐月を殺そうとしたのも、どこまで本気だったかは分からない……七人の支援者サポーターになってお母様を殺そうとした理由は、これもあると思う」

「大体分かった……でも、どうして衣良華はそのことを告発しないんだ？　執行部会が知れば一発で姫神マリアを失しつ脚きやくさせられる」

「お母様を撃うった私を庇かばってだと思うわ」

「……お前が？」

「衣良華が失敗した後も、お母様は《根》をあきらめなかった。自らライフルを握り、学園の塀へいの上から皐月のことを狙ってた」

　それに気がついたレイヤは、《バーストソレイル》をまとい、マリアを撃った。

　ほとんど奇き襲しゆうに近い形で、レイヤはマリアの凶きよう弾だんを防いだ。

　マリアはあの高い塀から、海へと落ちていった。

「海に落ちてくお母様に手を伸ばしたくて、でも怖こわくて伸ばせなかった……私が殺しちゃったんだって思った。それから捜さがしたけど、結局、見つからなくて……たぶん、衣良華か夜刀野会の残党が回収してたのね」

　そしてマリアの伝言が見つかり、夜刀野会の残党からは彼女を人ひと質じちにしたというメッセージが届けられた。

　マリアの伝言の中には皐月のことを示し唆さするものもあったが、それはレイヤが処分したのだという。

「臥が竜りようたちは《系統樹札アルカナ》かなにかでお前の微妙な立場を知ったんだな……だから、こうしてそこにつけ込むような手段をとられた」

　いくら執行部という中ちゆう枢すうに食い込んでいるとはいえ、人員が少なく武力に乏とぼしい彼らは、一週間も沈ちん黙もくして慎しん重ちように動いてきた。

　舞まい夏かの監視態勢に加えて護衛が常に二人以上いる状じよう況きようでは、皐月をさらうのは難しかったのだ。

　そして姫神マリアが学園側に戻り目覚めれば、レイヤが内部から皐月を連れ出すことを予見していた。

　皐月の中に《系統樹の根》があると判明した日、時間稼かせぎに人質にしていたマリアをなんの取引もなく解放した理由は、おそらくこれだろう。

「ぜんぶ、つながったかな……」

「信じるの？　私の言うこと」

　顔を上げて、レイヤが問う。

　本当に、不思議そうな顔をしていた。

「こんなとこまで引っ張ってきて今さら何言ってんだ。さっきのだって、別に臥竜と口裏を合わせて襲おそってきたわけじゃないんだろ」

「そ、そんなことしてないわよ！　単にその、あんたたちが皐月から遠ざかったタイミングを狙っただけで……」

　冷静に考えてみれば、ベルカと竜士の行動をレイヤは見ていたのだから、二人が離はなれたタイミングを好機と見なしたのは当然だった。

　臥竜はそのタイミングを作るように動いてみせただけで、レイヤが彼らの仲間であるとは限らない。

　姫神レイヤはずっと、皐月を守るために動いてきた。

　竜士はふと、姫神学園を初めて訪おとずれた日、塀の上に立ち尽つくしていたレイヤの姿を思い出す。

　なぜあんな場所にいたのか、どうして泣きそうな顔をしていたのか、その疑問も解けたと思う。

「……辛つらかったな、一人で」

　マリアを撃ってしまった以上、ベルカに相談することも出来なかったのだろう。

　相談すればベルカはレイヤに協力してしまうかも知れない。

　それを拒きよ否ひしたのは、ベルカがゆくゆくはマリアの後を継つぎ、姫神学園の理事長となることを望んでのことだろう。

　姫神マリアの凶きよう行こうが暴あばかれては、その道をふさいでしまうことになるかも知れない。

　──裏切り者にならなきゃいけなかったんだから。

　レイヤは皐月を守り、いかな汚お名めいを着せられても、それも含ふくめてすべての責任を負うつもりだったのだ。

「竜士……」

　細い肩かたを抱だき寄せると、レイヤは素す直なおに、竜士に寄り添そった。

「レイヤ……お前がみんなを守るんなら、お前を守るのは俺だ。とことんまで付き合う」

「……ありがと」

　二人は手を繫つなぎ、コツンと額を重ねた。

「たぶん臥竜はこのタイミングで来る。お前が皐月を連れ出したことでみんなが混乱している隙すきに、漁夫の利で皐月を奪うばうつもりだ」

　そのためにわざわざレイヤにまで化けて、彼女が皐月を連れ去る手助けもした。

　一週間の沈黙は、この一いつ瞬しゆんへと至るための、布石だったのだ。

「私、あいつらの手のひらの上だったのかな……」

「大だい丈じよう夫ぶだ。俺がここにいる。連中の好きなようにはさせない」

　竜士は心の奥底で念じる。

　──どうだ臥竜。俺が今レイヤの隣となりにいることまで、お前たちには読めているか？　そう簡単に、皐月を渡わたしたりはしないぞ。

「……むぅ」

　突とつ然ぜん、不満げにうなるレイヤ。

「どうした？」

「ずるいわ。なんかここでそういうかっこいいこと言うの……」

「かっこいい、か……？」

「私さっきまですごく不安で怖くて、皐月を副ふく腕わんに抱だいても本当にこれでいいのかなって、心配でしょうがなかったのに……」

　額を離し、レイヤが上うわ目め遣づかいに竜士を見つめる。

「あんたがいてくれるだけで、そういうのぜんぶ、どっかに吹ふっ飛んじゃうの、ずるいと思う……」

「レイヤ……」

　二人は、いつの間にか差し向かい見つめ合っていた。キスも出来そうなほど近くに、相手の顔がある。

　──今なら、キスしても蜂はちの巣にはされないだろうか？

　ぼんやりと竜士が考えた──その時だった。

「待てコラお前たち！」

　地下シェルターに、こだまする新たな声があった。

　心臓が口から飛び出すほどに驚おどろいて、二人は声のした方向に──すなわち、シェルターの入り口に視線を向けた。

「『二人は幸せなキスをして終しゆう了りよう』だなんてそんなの認めないぞ！」

　白衣を着た小さな人ひと影かげがずんずんと大おお股またでこっちにやってくる。

「な、七なな枷かせ朱鷺とき夜や……」

「どうしてお前がここにいる」

　朱鷺夜が二人の前に立つと、竜士はあわててレイヤの肩から手を離した。

　朱鷺夜は得意げに「ふふん」と笑う。

「あ、あのね竜士……実は、朱鷺夜はもう事情を知ってるのよ……」

　レイヤが微かすかに頰ほおを赤らめながら口を開いた。

「昨日の夜、皐月の中から《系統樹の根》を取り出すことが出来るかって聞いた時に、なんか、ぜんぶ言い当てられちゃって……」

「なんだって？」

　竜士は朱鷺夜の方を見た。

「マリアのヤツが『楠くすの木きの《根》を取り出したい』なんて言うからな……あの一言で大体状況は絞しぼり込めたよ」

「テメェ、知ってて隠かくしてやがったのか……」

　昨晩の時点で分かってたということは、今日一日まるで無む駄だ足あしを踏ふんだようなものだ。

「わ、私が黙だまっててって言ったのよ」

　レイヤがフォローに入る。噓うそではないのだろうが。

「交こう換かん条件付きでな」

「交換条件？」

　竜士が胡う散さん臭くさいものを見る目で睨にらむ。

「ま、その時が来たら分かるさ。あたしに任せろ。悪いようにはしない」

「いまいち信用ならん……」

「外の状況、知りたいだろう？」

「わかってるの？」

「姫神ベルカを筆頭として七人の対策委員が向かってきている。姫神ベルカは『姫神レイヤの相手は私がします』と言っていたから、残りは全員竜士に来るだろう」

「六人か……さらにそこに臥竜が加わるとしたら、ちょっと厄やつ介かいだな……」

「紛まぎれ込んでる可能性もあるぞ」

「私も、一人でお姉様の相手をするのは厳しいかも……」

　不安げな声を出す二人に、朱鷺夜は追い打ちをかけるように問う。

「降りかかる火の粉を払はらうのもいいが、その先どうするかを決めているのか？　楠木をダアトにあずけるみたいなことを考えてるみたいだったが」

「うん……ダメ、かな」

「ダアトが今後の姫神学園との関係をおもんぱかって受け入れを拒否するかも知れない。その時はどうする？　ただでさえ、さきほどの竜士の裏切りでこじれているのに」

　レイヤは口をつぐんだ。

「そもそも楠木をあずけて君はどうするつもりだったんだ？　世界各地を放ほう浪ろうでもするつもりだったか。それほど世の中は甘くはないぞ」

「レイヤも、ダアトで保護する。それが出来なければ、その時は俺もダアトを抜ぬける。二人を投げ出したりはしない」

　竜士がそう告げると、朱鷺夜がその腹部にチョップをした。

「ここでカッコをつけることは二人のためにはならん。大体貴様は火種みたいなもんだぞ。なぜΔデルタシリーズであることを隠してきていたんだ」

「う……」

　もはや竜士も口をつぐむしかなかった。

　朱鷺夜はレイヤを見て、改めて告げた。

「君はもっと、君と君が楠木にしてしまったことの重大さを知るべきだ。今姫神学園の庇ひ護ご下を抜け出すべきではない」

「そんなこと……そりゃ、それが出来るんなら、いいとは思うけど……お母様は今のままじゃ皐月にまたなにをしでかすかわからない……お母様をどうにかすれば今度は、お姉様の夢が……」

　レイヤは唇くちびるを嚙かんだ。

　朱鷺夜は盛大なため息をついた。

「その『お姉様の夢』というのをなぜお前が面めん倒どう見る必要がある。姫神マリアの悪行は明らかだ。そしてそんななんちゃって母親にたよらなければどうにもならんというなら、そもそもベルカに夢を叶かなえる力などない。即そつ刻こくあきらめさせてやるべきだ」

　レイヤは唇を嚙み、じっと地面を見つめて考え込んでいた。

　──朱鷺夜が、筋の通ったまともなことを言っている……

　口に出して言いはしないが、竜士は五分後に隕いん石せきでも降ってきやしないか本気で心配した。

「おい竜士、なにを考えてるか手にとるように分かるぞ」

　朱鷺夜の視線から逃にげるようにレイヤを見ると、不安げな赤い瞳ひとみと目が合った。

「竜士はどう思う？」

「そうだな……ベルカさんが目指すことを思えば、レイヤがやろうとしてたことにも、価値はあると思う。でも、ベルカさんがこれから立ち向かっていかなきゃならないのは、そういう理り不ふ尽じんでもあると思う……」

「うん……」

「あとは、お前がこうして一人で背負しよい込むことをあの人がどう思うかだな。ベルカさんは、少なくともお前がいなくなった学園をよくしたいとは、思ってないと思う」

　竜士の言葉の後、レイヤはさらに十秒ほど考えた。

　そして、顔を上げ──

「分かった……。私はこれから、皐月と私の居場所を守るために戦う」




　　　　☆




　竜士たちは改めて、これから自分たちがなにをすべきかを確かく認にんした。

　竜士とレイヤがベルカたち対策委員と臥竜の相手をしている間に、朱鷺夜が対策委員の下もとに皐月を連れて行き、マリアを告発。

　それを執しつ行こう部ぶに認めさせて、皐月を保護させる。

　攻こう略りやくしなければならない課題は大きく分けて三つあった。

　一点目に、こちら側にマリアを告発する証しよう拠こがないこと。

　これについては、こちらの策に乗った方がうまみがあることを執行部の三人に理解させるしかなかった。姫神マリアは《系統樹の根》を自分の娘むすめの身体からだに戻もどし、独どく占せんするつもりであること。またそうなっては《世プロジ界エクト樹・ユグ計ドラ画シル》に参加する植物界プラントキングダムのコンダクターがいなくなることを強調する。

　二点目に、未いまだ執行部の中に敵が紛れ込んでいること。

　監視状態にあるとは言え、ベルカの死に直結しかねない首輪のスイッチを、彼らは握っている。

　そして三点目は、彼ひ我がの戦力差。




　一通りの方針が決まったところで、レイヤがさらう時に電気銃テイザーで気絶させられた皐月が目を覚ました。

　むっくりと上体を起こした皐月は寝ね惚ぼけ眼まなこをこすって周囲を見回す。

「あれ……？　りゅーにぃとレイヤちゃんと先生……ここどこ？」

　状じよう況きようを手短に説明したのは、レイヤだった。

　皐月を電気銃で撃うち、ここまでさらってきたのだと、皐月に頭を下げて謝った。

「そう言えば……レイヤちゃんにオモチャみたいな銃を向けられた途と端たん、手のとこチクってして、びりびりってしたような気が……」

「ごめんなさい……説明をしてる暇ひまがなくて」

「いいよ、頭上げて。レイヤちゃんのことだもん、わたしのためにしてくれたことだって、分かってる」

「むしろ私の方がお礼言わなきゃだよね」と、冗じよう談だんめかしてその場で三つ指をついて頭を下げてみせる。

　戸と惑まどうレイヤに笑え顔がおを見せて、苦く笑しようしながら二人の様子を見ていた竜士に「でしょ？」と尋たずねた。

「すごいな皐月は……ぜんぶ分かってるんだから」

　竜士は皐月と目線を合わせるように屈かがんで、その頭を撫なでた。

「レイヤちゃんのことだもん。おまけに隣となりにりゅーにぃもいるんなら、なんの心配もないよ」

　えへへと笑いながら、皐月は立ち上がった。

「それで、どうするの？　わたしに出来ること、ある？」




　朱鷺夜が用意したインカムを耳にはめて、それぞれが所定の配置につく。

　朱鷺夜と皐月が離はなれた後で、レイヤは竜士に告げた。

「……私、あんたを使うわ」

「ああ」

　レイヤから差し出される猫科フエリスの魔杖タクトを受け取り、竜士は右目の奥──《Δアミュレット》を展開リブートする。

「機甲展開リブート・ギア」

　すると、猫科の魔杖を展開の輝かがやきが覆おおい、箒ほうき状に広がった先せん端たんに、Δの文様を浮うかび上がらせた緑色の宝玉が輝いた。

「これで、お前は俺の力を使える」

　竜士はすでに《Δアミュレット》を展開している状態になっているのだろう。右目には、黄金の三角形が浮かび上がっている。

　その右目を、吸い込まれるようにレイヤが見つめると、竜士は恥はずかしそうに片手で隠した。

「あんまり見るなよ……こんなん気持ち悪いだろ？」

「そ、そんなことないっ……あんたにはコンプレックスなんだろうけど、私は、かっこいいと、思います……」

　──なぜ敬語……？

「お前のかっこいいはいまいち素す直なおに喜べないんだよなぁ……」

「な、なんでよっ！　喜びなさいよそこは……恥ずかしいの我が慢まんして言ってる時だってあるんだから……」

　後半部分はごにょごにょとなって上手うまく聞き取れなかった。

「なんか言ったか？」

「なんでもないわよ、ばかりゅーし」

　レイヤは竜士が差し出す猫科フエリスの魔杖を受け取ると、『あっかんべー』をして、背を向けて走って行く。

　その背中を見送ってから、竜士は自分の頰ほおを叩たたき、気合いを注入した。




　戦いが、始まる。




　　　　☆




　夜の帳とばりが降り始めた空の下、姫神ベルカは六人の守衛委員を引き連れて、北エリアの地下シェルターへと向かっていた。

　北エリアは姫神学園の玄げん関かん口である。学生寮りようやショッピングモールが建ち並び、通常であればこの時間帯は姫神学園の生徒が最も集中する場所であり、点々と数日前まで多くの人がいた痕こん跡せきが残っていた。

　しかし、来園者用の駐ちゆう車しや場を過ぎたあたりで、それもなくなる。

　ぽつぽつと外灯が照らす大きな舗ほ装そう路は、月に一度の避ひ難なん訓くん練れんぐらいでしか使われないシェルターに続いている。

　夜気を吸い込み、ベルカは気を引き締しめた。

「心配ですね」

　ぽつりとこぼれる言葉。

『レイヤさまのことですか？』と、生徒会室で待機している舞夏がインカム越ごしに尋ねた。

「はい……あの子では逆立ちをしても私には敵かないません。それを思うと不ふ憫びんで……」

『レイヤさまではなく、竜士さまがベルカさまと戦うことになるかも知れませんよ』

「竜士さんがわざわざ私の相手を買って出てくれるというのでしたら、それはとても光栄ですが……」

　ベルカの脳のう裏りに、今日竜士とともに過ごした時間が走そう馬ま灯とうのごとく駆かけ巡めぐる。

　状況が状況であるのに不ふ謹きん慎しんであるとは思ったし、決して長い時間ではなかったが、楽しかった。

　惜おしいのは、釣つれたのがレイヤではなくレイヤの振ふりをした臥竜であったことだ。

　あれで、本気でレイヤが我慢しきれなくて出てくることを期待していた。

　そしてその竜士が、今は敵としてレイヤとともにいる。

　そうなることを、心のどこかで予見しながら告げた。

　──レイヤちゃんを、お願いします。

『竜士さまと、戦いたいのですか？』

「そうですね。あの人はとても強く、戦い甲が斐いがありそうです。しかし舞夏ちゃん、人には宿しゆく業ごうと言うべきものがあるとは思いませんか？」

『宿業、ですか……？』

「竜士さんも臥竜さんも、ともに三年前の事故で死亡扱あつかいになっているΔシリーズの一人です。二人とも、惹ひかれ合うように戦いを始めてしまうのではないでしょうか？」

『……表現が些いささかきわどい方向に偏へん重ちようしているように感じられます』

「あらやだ私ったら」

　ベルカは上品に微笑ほほえんだ。

「……楽しそうね」

　呆あきれたような、それでも可愛かわいらしい声。

　珊さん瑚ご色の髪かみは宵よい闇やみの中でも華はなやかに異い彩さいを放ち、外灯の光を受けて輝いているように見える。

「ほらね、舞夏ちゃん」

『おみそれいたしました』

「なに喋しやべってるのよ」

「ふふ、秘密です」

　地下シェルターの巨きよ大だいな扉とびらの前で、レイヤとベルカは向かい合った。

「それよりもレイヤちゃんは、どうしてこんなことをしたのか説明してください」

　普ふ段だんのベルカからは想像も出来ないような鋭するどさを孕はらんだ声。

「臥竜さんとは会いました。あなたがなにを考えているのかは分かりませんが、夜刀野会の残党ではないことは分かっています。すぐに皐月さんを返してください」

「皐月なら、あのバカと一いつ緒しよに中にいるわ」

　レイヤがそう言うと、ベルカは後ろの六人に中にいくように指示を出した。

　ベルカを追い越こしていく六人のコンダクター。

　その時ふっと、ベルカは覚えのあるにおいをかいだ気がした。

　つい先ほど臨海地帯でかいだ、レイヤに変装した者のにおい。

　──この六人の中に、臥竜が紛まぎれ込んでいる？

　──あるいは、姿を、消して……？

　目を凝こらしても、ゴーグルが宙に浮いてはいなかった。

　耳を澄すませ足音を聞いても、六人分しか聞こえない。

　──勘かん違ちがい……？　せめて機甲を着ていれば……

　もどかしげに唇くちびるを嚙かむベルカ。

「あの中にいるんだ」

　ベルカの微び妙みような仕草から、レイヤはそう察した。小声で中の竜士に連れん絡らくする。

「敵が行ったわ」

『了りよう解かいだ……頑がん張ばれ』

「あんたもね」

　レイヤはポーチから魔杖をぬく。

　──力を貸して、竜士。

　魔杖を飾かざる宝玉を一度指先で撫で、心で唱える。

「機甲展開リブート・ギア！」

　淡あわい緑色の輝きが螺ら旋せんを描えがきながらレイヤを覆っていく。

　一見してそれは、普段から見慣れている《バーストソレイル》の展開だったが、ベルカはすぐに異変に気がついた。

　輝きの螺旋をまとうレイヤを、さらに巨大な三角形を描く光のラインが囲っている。

「デルタ？　これは、竜士さんの──？」

　ベルカは目を見張り、自分も魔杖をぬいた。

「機甲展開リブート・ギア」

　緑色の光が二人を覆い、弾はじけたのはほとんど同時だった。

《伏姫》をまとったベルカは刮かつ目もくする。

「《バーストソレイル》……モード・デルタっ！」

《バーストソレイル》の白い金属質の装そう甲こうが微妙に形を変え、それを縁ふち取どるように赤いラインが走っている。

　巨大な副ふく腕わん。

　逆関節の脚きやく部ぶ。

　黄金の宝玉が背部リアユニットの中央で輝き、そこから放射線状に獅し子しの鬣たてがみの如ごとく銃じゆう器きやミサイルランチャーが並んでいる。

　さらに、竜士がまとった《Δアミュレット》と同じく安Ｂ定Ｉ化Ｓ領域フイールドが、三角形の光の盾たてとしてはっきりと目視できるほどに強化されていた。

「これは、竜士さんの背中を押したのは正解だったようですね……」

　ベルカは、くすりと微笑んだ。

「……何年ぶりでしょうか？　レイヤちゃんに対してこれほどの脅きよう威いを抱いだいたのは」

《伏姫》の八つの宝玉が飛び立ち──八匹ぴきの犬がベルカの足あし下もとに並ぶ。

「毎回毎回、それを見ると生きた心地ここちがしないわ……」

　レイヤは、ベルカと八体の犬型の機甲を見み据すえて額の冷や汗あせを拭ぬぐった。

「白旗を揚あげますか？」

「ダメよ……お姉様はここで、足止めしなきゃ」

　そう言うと、ベルカは笑った。

　レイヤは思わず一歩後ずさりながら、すさまじい迫はく力りよくだと感心する。

　本来ならばこれに鳥とり肌はだと悲鳴がついてくるのだが、それがなくて済んでいるのは、竜士からもらった力の恩おん恵けいに他ほかならない。

　いつものレベル３ドライの《バーストソレイル》では得られぬ力強さ、心強さ。

　胸が高鳴る。

　竜士と一体になっているような不思議な感覚が、身体からだの内側からみなぎるエネルギーとなって自分と《バーストソレイル》を支えている。

　レイヤは、武む者しや震ぶるいに微笑んだ。

「それが、答えなんですね」

　ベルカが犬笛のマウスピースを唇にくわえた。

　人の耳には聞こえぬ音が響ひびき渡わたり、八体の犬が駆け出す。

　真っ先に飛びだしたのは霆ていの犬バルス。

　額の角から放たれる雷らい撃げきはダメージは望めないものの、素す早ばやい一いち撃げきで相手の機先を制し、次の一撃へ向けての足止めとなる。

　レイヤは、そのことを知っていた。

　バルスの雷撃は機甲オーガニツクギアの回路を一時的にショートさせ、動きを封ふうじる。

《伏姫》と対たい峙じした場合、この初しよ撃げきを如何いかに切り抜ぬけるかが最初の関門であることを、他の誰だれよりもよく知っている。

「いきなりだけど正念場よ！」

　竜士の《Δアミュレット》の力により、《バーストソレイル》の背部ユニットにはさらに四門もの銃器とミサイルランチャーが追加された。

　その内の一つであるレーザーカノンを、脇わきから抜き放って引き金を引く。

　強化された《バーストソレイル》の挙動は、まるでレイヤの動きを先読みしているかの如く迅じん速そく。

　放たれた一条の光線はバルスの放った雷撃をかき消し、さらにその頭部を吹ふき飛ばした。

「──ッ」

　反対側から駆けてくるもう一頭のバルスがレイヤの視界の端はしを横切る。

　偽ぎの犬マルィシュカだ。

　他の七体に姿形だけでなく能力までも擬ぎ態たいするこの犬は《伏姫》の切り札の一つだ。八匹の犬に明確な役割を与あたえているベルカの戦法において、マルィシュカの存在は最大の脅威となる。

「ＢＩＳデフレクターっ！」

　避よけられぬと悟さとったレイヤは、Δ型の光の盾をとっさにそう名付けて、前方に重ねた。放たれた雷撃は受け止められ霧む散さんする。

　その隙すきに他の六体がレイヤの周りを囲み殺さつ到とうする。

　すると、レイヤは腹を抱かかえるようにして、突とつ然ぜん前まえ屈かがみに上半身を折った。

　まるで妖花の花弁の如く、背部ユニットにずらりと並んだ銃器が、きらめく。

「下がりなさいっ」

　レイヤの意図に気づき再度犬笛を吹き鳴らすものの、一手遅おそかった。

「──レオニード・ストレイフ、全天放射ッ！」

　レイヤの背中から伸のびる銃じゆう口こうが、天へめがけて一いつ斉せいに火を噴ふいた。

　銃閃光マズルフラツシユが一いつ瞬しゆん、夜明けの如く宵闇を照らしだし、飛びかかってきた《オクタブルドッグス》を空中に縫ぬい留めるように撃うち抜いた。

　脚部や頭部を失ってアスファルトの地面に落ちていく《オクタブルドッグス》。

　それらを一いち瞥べつして、ベルカは問うた。

「──私と戦うために、温めていた必殺技わざですか？」

　唯ゆい一いつ、刃じんの犬クドリャフカだけが五体を失わずに彼女のもとまで下がっている。

「お姉様は、いつも私の目標よ」

「それは光栄ですね」

「残るはマルィシュカとクドリャフカ……」

「本当にそうでしょうか？」

　ベルカが犬笛を吹く。

　レイヤの周りに倒たおれていたさらに三体の《オクタブルドッグス》が、よろよろと立ち上がった。

　前足や頭部が欠けてはいたが、それらはまだ自分たちの足で立ち上がり、動くことができた。

「……だとしても」

　レイヤは地面を蹴けると同時に背部ユニットのバーニアを噴かして五メートルほどの高さの地点に滞たい空くう。その背から対物アンチマテリアルライフルを抜き取って構えて、上空からの狙そ撃げきの姿勢に入る。

「上をとれば、その犬たちの機能は半減されるわっ！」

「甘いですよ」

　ベルカは再び犬笛をくわえた。

　生きていた五体の《オクタブルドッグス》は光の渦うずに巻かれて宝玉の形態に戻もどり、《伏姫》のスカートアーマーに装着された。

　刃、偽、湖れい、篝こう、紐ちゆう。宝玉に浮うかび上がる、五つの文字。

　その隙にレイヤはライフルの引き金を引くが、それよりも早く、ベルカは背負った日本刀を抜いていた。

　刀は一度抜かれるや水すい滴てきを地面に散らして、肉にく薄はくする弾だん丸がんを一いつ閃せんのもとに切り伏ふせる。

　透すき通った、氷の如き刀身の刃やいば──名刀《叢雨むらさめ》。

「マジ……？」

　レイヤは舌を巻いた。

　銃じゆう弾だんを刀で切り裂さくなどという芸当をする者が、竜士の他にもいるなんて。

　ベルカは《叢雨》を手にしたまま、レイヤと同じ視線の高さまで飛ぶ。

「いまの《伏姫》は、物質が発する敵意のにおいをかぎ分けることまでできます。奇き襲しゆうに奇襲を重ねようと、私と《伏姫》の反射神経の限界まで、その守りは完かん璧ぺきです」

　──《オクタブルドッグス》以上に注意しなければならないのは、姫神ベルカがまとう《伏姫》そのもの。

　それは昨年のグランドフェスティバルでも囁ささやかれていたが、実際の立ち合いの中で彼女が《叢雨》を抜いた姿をレイヤが見るのは、もう何年ぶりか分からなかった。

「だったら、これは──」

《バーストソレイル》は対物ライフルをしまってレーザーカノンを構える。

　弾だん速そくは対物ライフルの比ではなく、《叢雨》でも切り捨てることの出来ない一撃だ。

　照準を定め、引き金を引く。

「レーザー砲ほう……現代の科学技術では再現することの出来ない超オーバー技テクノ術ロジーですが……」

　夜の帳とばりを両断する光線。

　ベルカは、その脇をすり抜けるように飛んでレイヤに肉薄する。

「引き金を引いてから発射されるまでにタメがありますね。おかげで読みやすいですっ！」

　スカートアーマーから五つの宝玉が飛ぶ。

　それらは首輪から解き放たれた犬の如く、無む邪じや気きに宙を滑すべって、レイヤに体当たりを仕し掛かけてきた。

　ぶつかる直前で犬の姿に戻り、各おの々おのが持つ爪つめや牙きばで猛もう威いを振ふるってくる。

「そんな簡単に捕つかまってたまるかっ！」

《バーストソレイル》のバーニアを最大まで上げて急きゆう上じよう昇しよう。

　それでも追いすがってくる《オクタブルドッグス》をレーザーカノンの砲ほう身しんで殴なぐり倒し、ＢＩＳデフレクターによる三角形の光の盾で押し返した。

「余よ裕ゆうがなくなってますね」

「──っ」

　声は、急上昇した《バーストソレイル》のさらにその直上から聞こえた。

　弓のような月。

　それを背に、《叢雨》を振り上げた《伏姫》がいた。

　──いつの間に……！

　刹せつ那なが、永遠のように感じられた。

　注意していたつもりだった。しかし、《オクタブルドッグス》の対応に追われてほんの一瞬彼女から目を離はなした隙に、ベルカはレイヤの頭上をとっていた。

　──やっぱり、勝てないって。

　多勢に無勢。

　強い。圧あつ倒とう的に強い。

　──ごめん、竜士。

　ベルカが、白はく刃じんを振り下ろす。




　　　　☆




　扉とびらからシェルターの内部までは、三枚に及およぶ分厚い隔かく壁へきを通るための長い廊ろう下かがある。

　レイヤの連れん絡らくから五分ほどして、それはやってきた。

　──ずいぶんと時間がかかったな。

　闇やみが揺ゆらめいた。

　姿は見えず、足音も聞こえなかったが、地下シェルターの中に敵が侵しん入にゆうしたのだと竜士ははっきりと悟った。

　しかし人数が足りない……一人だ。

「朱鷺夜、照明の電源を入れてくれ」

『あいよ』

　一いつ拍ぱくの間を置いて、順じゆん繰ぐりに照らし出されていくシェルター内に、宙に浮いた黒いゴーグルが現れた。

「ケッ、ヤな場所で待ち構えてやがって」

　少年の声。

　ゴーグルが床ゆかに転がって、その下から現れた蒼あおい双そう眸ぼうは、部屋の中央に立つ竜士を見み据すえた。

「お前相手にまったく対策を立てないでいるほどバカじゃねぇよ」

　臥竜の《Δスケイル》が施ほどこす光学迷めい彩さいの欠点だった。全身をおおう光を透とう過かする特とく殊しゆな装そう甲こうは、しかし目まで覆おおってしまうと今度は臥竜がなにも見えなくなってしまう。

「一人なのか？　一いつ緒しよだった守衛委員はどうした？」

「つかえねーから入り口で寝ねかしてある。姫神ベルカにばれるとまずいからあそこだけは全身を光学装置でおおってたんだけどな……見えなくてもわかったよ」

「なにを？」

「外の姫神レイヤを強化したろ……つーと、いまお前は《Δアミュレット》の力は使えないって事だ」

　臥竜と、彼がまとう機甲オーガニツクギア《Δスケイル》が、顕わになる。

　ガラス質の光こう沢たくを持った灰かい緑りよく色の装甲には鱗うろこの文様が走り、マント状に全身を覆っている。肩かたにはカメレオンの目のような丸い飾かざりがつき、背部ユニットには二本のライフルと二本の角。

　マントの内側に隠かくれた副ふく腕わんには、巨きよ大だいなかぎ爪が閃ひらめく。

「そーいうお前をいたぶるのは、俺一人で充分だろ。部外者は必要ねぇ」

「あっちぃ」と、口くち許もとまで覆うフルフェイスのヘルメットを投げ捨てると、まるで少女のような美び貌ぼうが現れる。

　三年間で成長してはいるが、それは竜士の記き憶おくの中にある、臥竜の顔だった。

「よぅ、久しぶりだなぁ竜士」

「ああ……」

　竜士は耳のインカムを二度叩たたく。朱鷺夜たちに『臥竜が目の前にいるから、執しつ行こう部ぶの方に行け』という合図だった。

　そして腰こしのポーチから魔杖を抜ぬき、レベル２ツヴアイ程度の鎖蛇科ウイスペラの機甲をその身にまとう。

　ヘッドギアに一いつ対ついの翼つばさ飾かざり、両手には長短一対の刀を握にぎりしめ、その柄つか頭がしらから伸びる鎖くさりを腕にまき付けている。

　背部ユニットは第二の脊せき髄ずいを守るシールドとバーニアのみ。

「つまんねー装備だな。それだけで本当にオレを相手できるのか？」

「お前程度、これで充じゆう分ぶんだよ」

　あえて挑ちよう発はつするように、竜士は言った。

「強がるなよ。あの妙みような加速だって、使えないだろ？」

「ちゃんと俺の武装を把は握あくしてるんだな」

　少し意外ではあった。昔の臥竜は、弱いくせに突つっ走ぱしって首を突っこんで殴り倒される。そんなイメージがこびりついている。

　とはいえ、竜士がここに来て一週間以上経たっているのだから、情報収集をしているのは当然だろう。

「──で、楠木皐月はどこだ？」

「言うと思うか？」

「じゃあ、言わせるまでだ」

　臥竜は背部ユニットの二本の角を《Δスケイル》の副腕に構える。

　平行に並んだ角は、Ｕ字につなぎ合わされた、二ふた叉またの槍やりだった。

「いっくぜぇ！」

　地を蹴り、バーニアを点火して一直線に突とつ進しんする。

　竜士は二本の刀を前に構えた。

　竜士のいまの機甲では、パワーも防ぼう御ぎよ力も突進力も《Δスケイル》に劣おとる。

　ただ一つ勝まさる点と言えば、コンパクトな機甲で武装したことによって得られる小回りの良さだ。

　大ぶりな一いち撃げきが来るのならば、下手へたに動き回るよりは紙かみ一ひと重えで躱かわし、カウンターを狙ねらっていくのが最善の策だと思えた。

「……来い」

　黄金に輝かがやく右の瞳ひとみ。その奥に宿した《竜珠Δアミユレツト》がうずいた。

　いま、レイヤが外で戦っているのだ。

　こんな場所で負けるわけにはいかなかった。

　しかし次の瞬しゆん間かん、竜士の構えにわずかに動どう揺ようが生じた。

　突進してくる二叉の槍が、消えたのだ。

「──っ！」

　何かの見み間ま違ちがいかとまばたきを繰くり返し、臥竜が武器と、それを扱あつかう副腕を消したのだと悟さとった。

　敵の得え物ものの長さどころか敵の構えまで見えぬ状態で、受け流すなど不可能だ。

　竜士は待ちの戦法を捨て、左手に握る短刀を投げ放った。

　鎖の尾おを引いてまっすぐに飛ぶ刃は、見えない何かに弾はじかれて、竜士から見て左の地面に突き刺ささった。

　臥竜があの二叉の槍で短刀を弾いたのならば、身体からだの姿勢から不可視部分のアウトラインを引けた。

「見える──」

　突進してくる臥竜に、竜士もまた走り出した。

　鎖を引き、地面に突き刺さった短刀を抜く。刃はそのまま臥竜に蛇へびのごとく躍おどりかかり、竜士が構える右手の長ちよう刀とうと、二方向から仕掛ける。

　臥竜は槍の柄えで軌道の読める短刀を撃うち落とし、右の角で竜士の刀を受け止めた。

　切り結ぶ二人。

「やるじゃないか」

　臥竜は笑った。それに対して、竜士は左右色の異なる目をすがめて、問う。

「どうしてレイヤを嵌はめた！」

「《系統ル樹ーの根ツ》の由来が姫神レイヤだって《系統樹札アルカナ》で出たからなぁ。そしてレイヤがマリアを撃つのも見ていた。要素を整理して時間をかけて、楠木皐月を誘ゆう拐かいする最良の時期を演出したそうだ！」

「下げ衆すが……！」

「思い付いたのはオレじゃねぇよ」

　刀と槍とが一度離れる。間合いの長い槍が先に追つい撃げきの手を放つが、竜士は潜もぐり込むようにそれをかわして懐ふところに飛び込み、逆袈け裟さに刀を走らせる。

　刀は右の副腕のかぎ爪に受け止められた。

「バカなお前にそんなことが出来ないことくらい知ってる！　なんでこんな事に荷か担たんしてるんだ！」

「誰だれがバカだ！」

　竜士と臥竜は再び離れる。

　今度は臥竜はすぐさま追撃をかけず、竜士もまた左手の鎖を引いて短刀をその手に戻もどすだけにとどまった。

「バカはお前だ。どうせ、利用されてるんだろ？」

「だったらなんだってんだよ……」

　臥竜の少女のような美貌がゆがんだ。悔くやしそうに歯を食いしばり、今にも泣き出しそうな顔をしていた。

「何があったのか言え。そもそもΔシ俺リたーズちが戦う必要なんかない。困ってるんなら手を貸してやれる。今俺は、そういう場所にいるんだ」

「竜士……」

　臥竜の顔が、竜士の言葉を聞いた途端、急に能面のような無表情になる。

「──ハハッ！」

　そして弾けるように、声をあげて笑った。

「臥竜っ！」

「サイッコーだなぁ、竜士ぃ！　そのおごり、上から目線！　ほんっっとに何にも変わってねぇよ！」

　臥竜は副腕に握りしめた槍を突き出す。

　竜士が後ろに飛んでそれを躱すと、副腕に取り付けられたかぎ爪づめが射出され、竜士めがけて一直線に飛ぶ。

　右手の長刀の一いつ閃せんで弾き落とす。

「なんでだっ！　誰だっ！　なにが今さらお前に戦うことを強しいるっ！」

　返す刃で副腕とかぎ爪を繫つなぐ極ごく細ぼそのワイヤーを断たち切りつつ、臥竜との間合いを詰つめるべくバーニアに火を入れる。

　左手の短刀を背部ユニットに差し、右手の長刀を正眼に構えた。

「そんなに言うんなら、お前が竜りゆう羽はを救え！」

「竜羽⁉」

　竜士の刀と臥竜の槍とがぶつかり合う。

　鋼鉄と鋼鉄がぶつかり合う、剣けん戟げきの響ひびきがシェルター内に反はん響きようする。

　交差する刃をはさんで、竜士と臥竜は睨にらみ合った。

「ああ、そうだ！　あいつが生きてくには、楠木皐月の体内にある《根ルーツ》が必要なんだとよぉっ！」

「なに──」

「全部、三年前、お前があの場所を壊こわしたからだっ！」

　長刀の、透すき通った刀身に白い亀き裂れつが走る。

「お前がぁキョーダイを、選んだからだろうっ」

　刀が砕くだけた。

《Δスケイル》の防御力をバーニアの加速で押し切れないかと考えたが、自分の得物の方が先に音を上げた。

　とっさに背部ユニットのシールドを二枚胸の前に持ってきて槍の矛ほこ先さきを受け止めるものの、竜士の身体はそのまま後方に弾き飛ばされた。

　地下シェルターの規則的に並ぶ柱に、竜士の身体は激げき突とつする。

　柱は砕け建物全体が鳴動するほどの衝しよう撃げきとなったが、機甲と柱の中に収納されていた毛布がクッションがわりとなって、致ち命めい傷しようにはいたらなかった。

　しかし衝撃で肺が潰つぶされ、一時的に呼吸を忘れた身体はすぐには立ち上がれない。

　座り込んだまま咳せき込み、えずくように口を大きく開けて下を向く竜士を、臥竜は興きよう醒ざめしたように見つめた。

「……オレにも聞かせろよ竜士。戦う必要はない──そういうお前はなんでダアトになんて入ったんだ？　そしてどうして、八や戸と埜のなんてふざけた姓せいを使ってる？」

　苦しげに呻うめきながら、竜士は荒あらい息を繰り返す。

　その果てに、ぽつりとつぶやいた。

「……戒いましめだ」

「なんだと？」

　臥竜は、眉まゆをつり上げる。

「戒めだよ……俺があそこにいたことを……俺と柳りゆう二じが、何を犠ぎ牲せいにして生きているのかを忘れないようにするために……二人で決めた」

「ほざきやがって……」

「そして、ダアトに入ったのは──」

　竜士は、ふらつく足で立ち上がる。

　背部ユニットに差した短刀を抜き、構える。

「もう二度と、俺たちみたいなのを生み出させないためだ」

　つり上がった臥竜の眉が、苛いら立だたしげにぴくりと動いた。

「一つ聞くぞ……オレたちはお前の過去か？」

「そんなわけあるか……なぁ臥竜……俺は、お前が生きててくれて、嬉うれしいんだよ……」

「そうか良かったな。じゃあオレの手で死ね」

　臥竜の両りよう肩かた、カメレオンの瞳を模した半球状の飾かざりが開く。

　ガラス質の半はん透とう明めいの瞳に、三角形の輝きが浮うかび上がった。そして、まるで《Δスケイル》を囲うように、Δを象かたどる三枚の光の盾たてが出現する。

　灰緑色の透き通った装そう甲こうの至る所がスライドして伸しん長ちようを繰り返し、そこから機甲を展開リブートしたときと同じ薄うす緑みどり色の輝きが放出される。

《Δスケイル》──レベル６ゼクス。

　おそらく世界中でΔシリーズのみが到とう達たつした境地。

　ここから先は一いつ切さいが、《系統樹の根》が可能にした魔ま法ほうの領域だ。

「さよならだ──竜士」




　　　　☆




　月明かりに映はえる《叢雨》の刃。

　レイヤは、装備していたレーザーカノンを背部ユニットに戻しながら、空いた副ふく腕わんでベルカの《伏姫》の一刀を受け止めた。

　真しん剣けん白しら刃は取どり。

　ベルカはさることながら、やってのけたレイヤ自身も目を丸くした。

　しかしすぐに我に返る。

　これはまたとない機会だ。

[image: ]

《叢雨》の刃を押さえたまま、レイヤはその手にダガーのついた拳けん銃じゆうを握にぎりしめる。

「これで──」

　ダガーの切っ先は《叢雨》を握るベルカの腕を狙ねらっていた。

　しかし、レイヤの攻こう撃げきが届くよりも早く、健在だった《オクタブルドッグス》が《バーストソレイル》に体当たりをする。

　ＢＩＳデフレクターで防ぐものの、刃じんの犬クドリャフカが逆にそれを足場として、レイヤの頭上をとった。

「ウソ──⁉」

　前足を破は壊かいされた紐ちゆうの犬ストレルカが、ワイヤーで真剣白刃取をした《バーストソレイル》の副腕を縛しばり上げる。

　クドリャフカがブレードユニットを広げて、直上より強きよう襲しゆうする。

《叢雨》を押さえたまま縛り上げられた両副腕は、その装甲に亀裂を走らせ、悲鳴を上げながら両断された。

　届いたと思った勝機がまた遠のく。

　それでも、レイヤは判断を誤らず、脚きやく部ぶのスラスターでベルカから間合いを置いた。

　せめてもの駄だ賃ちんにと、《バーストソレイル》のテールアンカーで紐犬ストレルカを貫つらぬき、上半身と下半身を両断してやる。

「竜士さんの力を使っても、その程度ですか」

　微かすかに失望したような声でベルカは告げる。

「とうとう、レイヤちゃんが私に勝つ日が来るかも知れないと思っていたのですが」

「機甲で飛ぶことも、私はお姉様に教えてもらったのよ……勝てるなんて思ってないわ」

　レイヤはそう言って唇くちびるをとがらせながら、破損した副腕を切り離はなし、背部ユニットに並んでいた荷レ電ー粒ル子ガ砲ンとビームガトリングをそれぞれ左右に取り付けた。

「でもね……《バーストソレイル》の弾たまはまだまだあるし、竜士は自分をピンチにしてまで私に力を貸してくれてる。ここで負けるわけにはいかないわ」

　レイヤは両手に装備していた二丁拳銃をくるくると回してから、交差して構えた。

　その紅あかい瞳ひとみは圧あつ倒とう的な実力差を見せつけられてもなお輝かがやきを失わず、対たい峙じした一つ年上の姉を見み据すえる。

　ベルカは、口くち許もとに手を添そえてくすりと笑った。

「な、なによ……」

「いえ、私の目に狂くるいはなかったなと……やはり、竜士さんにレイヤちゃんを任せて正解でした」

「べ、別にあんなやつはカンケーないわよっ！」

「顔、赤くなってますよ」

「なってない！」

　レイヤの反応をからかいながら、その手に握りしめる刀を正眼に構えた。

　刃やいばの切っ先と銃じゆう口こうが真っ向から睨み合う。

　その時、ベルカとレイヤが対峙する真下、シェルターが地じ響ひびきをたてて揺ゆれるのが聞こえた。

「そろそろ決着をつけましょう」

「同意するわ。私もとっととあいつを助けに行かなきゃだしね！」

　レイヤは不敵な笑えみを浮かべる。

　それを見て、ベルカもまた笑顔になった。

　子どもの頃ころから、レイヤとは何度も訓練の中で戦ってきた。

　今日はその中でも最悪のものになるだろうと思っていたが、逆に今ほど清々しい思いでレイヤと対峙したことなどなかったように思う。

　ベルカの唇が犬笛のマウスピースに触ふれる。

　その時。




『犬笛を、壊してクダサイ』




　不意に、首輪から女性の声が聞こえた。

　執しつ行こう部ぶの一人、シンシアの声だった。

『問答をする前に早く姫神レイヤを倒たおし、シェルター内へ援えん護ごに行ってくださいネ』

　ふっと、守衛委員がシェルターに入っていく際にかいだ気がした、臥竜のにおいが蘇よみがえる。

「……わかりました」

　自然と、笛を握る手が震ふるえた。

「お姉様……？」

「レイヤちゃん、ここから先は、手加減は出来そうにありません……」

　掲かかげてみせる犬笛に、レイヤもベルカが何を言われたのか悟さとった。

「なによ、今まで手を抜ぬいていたって言うの？」

「いいえ……」

「だったら、大だい丈じよう夫ぶよ。全力でぶつかってきて」

「わかりました」

　ベルカは首にかけた犬笛を引きちぎり、砕く。

　未いまだ健在の四体の《オクタブルドッグス》の第二の脊せき髄ずいとダイレクトに直結。

　五感が増ぞう幅ふくする。

　身体からだが膨ふくれあがる。

　中折れのイヌミミが立ち上がり、ベルカは吠ほえた。

　それを合図に、四体の《オクタブルドッグス》が空中を駆かける。

　レイヤは背部ユニットの小型ミサイルと右副腕の代わりとなったビームガトリングガンで弾だん幕まくを張りつつ、自身の両手に握りしめる拳銃でそれらを迎げい撃げきする。

《オクタブルドッグス》の動きは格段に良くなっているが、レイヤの動きもまた今までよりスムーズになっていた。

　──馴な染じんできてる！

　ミサイルの爆ばく風ふうでバランスを崩くずした二体の《オクタブルドッグス》を、ビームガトリングの光こう弾だんが蜂はちの巣にする。

　万ばん全ぜんだった刃の犬クドリャフカと偽ぎの犬マルィシュカは弾幕の嵐あらしを逃にげ延び、ミサイルを足場にレイヤを左右から襲おそう。

「──っ！」

　マルィシュカはクドリャフカに姿を変え、二頭の剣つるぎの牙きばが疾走はしる。

《バーストソレイル》を守る光の盾がそれを受け止め、レイヤは腕を広げて、二頭の口の中に拳銃を突つっ込んだ。

　銃口に取り付けられた銃じゆう剣けんが喉のどを貫き、引き金を引く。二度、三度──

　六発の銃じゆう弾だんが、それぞれの機体に同じ数だけの風穴を開けた。

《叢雨》を正眼に構え、ベルカが一直線にレイヤに向かってくる。

　レイヤは銃剣に縫ぬい付けた二頭の《オクタブルドッグス》を、向かってくるベルカに向けて得物ごと放ほうり投げた。

「──そんなもの！」

　ベルカは一刀のもとに向かってくる二頭をはじき飛ばす。

　突とつ進しんの速度はまったく緩ゆるまることなく、その矛ほこ先さきはレイヤに向けられている。

　左副腕の代わりに取り付けた荷レ電ー粒ル子ガ砲ンが火を噴ふく。そればかりでなく、背部ユニットに取り付けたいくつもの銃じゆう器きが、ベルカに向かって放たれる。

　ろくに狙いはつけていなかった。

　とにかく銃弾をばらまいてベルカを近づけないようにしながら、レイヤは背部ユニットからレーザーカノンを切り離パージし、肩かたに担かついで両手に構えた。

《バーストソレイル》の副腕で取り扱あつかっていたその銃じゆう身しんは二メートル近くあり、人間の手で直接扱え得るサイズではない。

　しかし、機甲を中心に張られた安Ｂ定Ｉ化Ｓ領域フイールドのおかげでなんとか持ちこたえられた。

「これで、きめるわ……！」

　銃弾を、砲ほう弾だんを、ミサイルを、プラズマ弾を切り裂さきながら、ベルカと彼女がまとう《伏姫》は夜空をジグザグに舞まう。

　長い黒くろ髪かみをなびかせ、安定化領域の青白い光の尾おを引くその姿は、見たものに天てん女によを連想させる。

　レイヤは肩に抱かかえたレーザーカノンを、右副腕の代わりに取り付けたビームガトリングに連結した。

「《オービトラル・バスター》！」

　三枚の盾として防ぼう御ぎよに使っていたＢＩＳデフレクターが、銃口の周りを旋せん回かいし始める。

　それに伴ともなってビームガトリングの束ねられた銃身も回転を始め、一いち撃げき必殺のエネルギーが、レイヤが担ぐレーザーカノンへと集まっていく。

　レーザーカノンの前ぜん端たん部、ライオンの鬣たてがみの如ごとく放熱板が放射状に展開し、黄金に輝きを放つ。

　その異様なエネルギーの高まりに気づかないベルカではない。

　しかし、飛来する機き関かん砲ほうの砲弾を切り飛ばし、全方位から容よう赦しやなく襲いかかっている小型ミサイルをあしらっているうちに、退路は断たたれていた。

　ならばと、《叢雨》を正面に構えた。

　安Ｂ定Ｉ化Ｓ領域フイールドのエネルギーを刀身にまとわせ、刃は青白く輝きを放つ。

「切り捨てるまでです」

「できるものなら、やってみなさいよ──」

　撃うった反動で吹ふき飛ばされぬように《バーストソレイル》のテールアンカーを地面に向けて射出。

「シュートッ！」

　レイヤが、引き金を引く。

　光は宵よい闇やみを灼やき、すべての音を吞のみ込んだ。

　天を支える柱の如き巨きよ大だいなエネルギーの束が収しゆう斂れん。光の刃となって、一直線に夜空を切り裂いた。

　それに真っ向から対峙するベルカは、しかし一歩とて退くことなく、静かに構えた刃を振ふり下ろす。

《叢雨》と、莫ばく大だいな威い力りよくを孕はらんだレーザービームとがぶつかり合う。

　大海を割るが如く、巨大なエネルギーの奔ほん流りゆうが両断される。

《叢雨》をとりまく安定化領域が《オービトラル・バスター》の干かん渉しよう波となり、また《叢雨》の刀身の共きよう振しんがそれを強化していた。

「──はぁっ！」

《叢雨》が振り切られる。

《伏姫》の背後、ビーム砲ほうは両断され、夜空の彼方かなたで霧む散さんする。

　ベルカはすぐにレイヤの第二射に備え顔を上げるが、

「いない⁉」

　その姿は消えていた。

　──逃げたか、あるいは……

　瞳を閉じて、レイヤはイヌミミセンサーでレイヤの位置を探さぐる。

　夜気の中にレイヤのにおいをかぎ当てる。

　──直上！

　月明かりに照らされる、《バーストソレイル》の白き装そう甲こう。

　副ふく腕わんを破は壊かいされ、ビームガトリングとレーザーカノンもすでに切り離パージしていたが、そのシルエットは未だ、王者の象しよう徴ちようである獅し子しの鬣に見えた。

　刮かつ目もくし、唇くちびるの端はしを上げる。

　こうもたやすく、先さき程ほどと立場が逆になるとは思わなかった。

　レイヤも同じく笑っているように見えた。

　ベルカは青白く輝かがやく《叢雨》を構える。

　しかしすぐに、腕に伝わる妙みような刀身の震えに気づいた。

　──先程のビーム砲を受け切った反動が、まだダメージとして残っている……

　それだけではなかった。

　──刃こぼれ……⁉

《伏姫》とともにデザインしてからこれまで傷一つ負ったことのなかった鋼はがねの刃が、欠けている。

　再び、ベルカは笑った。

「あんなに弱かったレイヤちゃんが──」

　彼女に追い詰つめられているという事実が愉ゆ快かいだった。

　Δデルタシリーズである竜士の助力によるもの、無論それもあるだろう。

　だけど、それだけではない。

　Δ型の光の盾たてや、今まで見られなかったレーザー兵器などの《バーストソレイル》の進化以上に、姫神レイヤが強くなった。

　──竜士さんは、どんな魔ま法ほうを使ったんでしょうか。

「ティートガーラ、ティートガーラ、ティートガーラ……！」

　ベルカの上空に滞たい空くうしたレイヤが、その手を二回りも大きくしたような、手てつ甲こうを嵌はめる。

　三連マシンガンとかぎ爪づめを装備した、見るからに凶きよう悪あくなシルエット。

「《バーストソレイル》の最ラ後スのト弾丸バレツトは──肉にく弾だんだぁっ！」

　背部ユニットのバーニアを全開にしてレイヤは落下する。

　さらに、光の盾としてレイヤの周囲に浮うかぶＢＩＳデフレクターの安定化エネルギーを後方に解放。

　光の盾が弾はじけ、《バーストソレイル》はまるで三角形の翼つばさを生やしたかの如く空を駆け、ベルカを強きよう襲しゆうする。

「愚ぐ直ちよくすぎます……！」

　三連マシンガンで威い嚇かく射しや撃げきをしながら落下してくるレイヤに対し、ベルカは真っ正面から刀を振り下ろす。

　最後の交差だった。

《叢雨》と手甲のかぎ爪とが衝しよう突とつし、三本の爪は瞬またたく間に折られた。

　しかし刃やいばは、手甲が受け止めている。

　ひびの入った《叢雨》の刀身が、衝しよう撃げきに負け、ついに折れる。

　レイヤとベルカはつかみ合い、そのまま地面に落下していく。

「このまま地面に直ちよく撃げきして《伏姫》の第二の脊せき髄ずいを砕くだくつもりですか？　私の安定化領域はまだ生きてますよ？」

「その必要は、ないわ……！」

《バーストソレイル》のテールアンカーが伸のびる。

「──っ」

　それは二人の足の間を通って、ベルカの背後に回り込んだ。

「これで、おしまい！」

　姿勢制せい御ぎよの固定に使った尻尾しつぽの先の杭打ち機パイルバンカーが、ベルカの背部ユニットを貫かん通つうし、その内側の第二の脊髄に達した。

　──しかし。

　打ち出された杭くいの先は、《伏姫》の第二の脊髄に触ふれてはいるものの、砕くには至らなかった。

　ベルカは不敵に笑う。

「残念ですね……あと一センチも杭が長ければ、完全勝利でしたのに……」

「ウソ……！」

　悔くやしそうに、レイヤはうなる。

「あとはこのまま、落下に身を任せましょう……先に立ち上がった方が、勝者です」

　せめて安定化領域を残している自分が盾になろうと、ベルカはレイヤを抱だきしめた。

　直後、二人は直下にあったシェルターの天てん井じように激げき突とつ──その地じ響ひびきに、姫神学園全体が、揺ゆれた。




　　　　☆




《Δスケイル》──レベル６ゼクス。

　神こう々ごうしいまでの薄緑色の輝きを放出する機甲オーガニツクギアをまとった臥竜が、冷れい淡たんな視線を竜士に向けたまま、ぼそりとつぶやいた。

「《Δリッパー》」

　すると、《Δスケイル》の全身を飾かざる三角形の鱗りん片ぺんが緑色に輝くブレードを発生させて飛ひ翔しよう。

　何百にも及およぶ刃片ブレードチツプが、一いつ斉せいに竜士を襲おそった。

「クソ──っ」

　──勝ち目のある戦いじゃない。

　逃にげ込むように、竜士は柱の陰かげへと隠かくれながら逃げるが、鋭えい利りな鱗片はものともしないで柱を貫つらぬき、一直線に竜士を切りつける。

「ぐあああっ！」

　──威力がある上に、速い！

　バーニアの中に何枚もの《Δリッパー》が入り込み、背部ユニットは内側からズタズタにされる。

　運良く第二の脊髄は切り裂かれないで済んだが、背にはいくつもの傷を受け血の雫しずくがしたたる。

　さらに、踊おどるように舞まい飛ぶ鱗片は脚きやく部ぶのスラスターも破壊し、竜士の全身に赤い線を走らせる。

　撫なでるように切りつける刃は深い切り傷を残しはしないものの、竜士はその場に膝ひざを折った。

「手を抜ぬいてやってるって分かるか竜士？」

　くずおれた竜士に、臥竜は問いかける。

「分かってるよ……俺に死なれると、皐月の居場所が分からなくなるからな……」

「まぁべつに、外で戦ってる姫神レイヤに聞いても良いんだけどな。お前に決定的な敗北っつーの？　そういうの味わわせてみたい気持ちもあるんだよ……それと、お前が《Δアミュレット》の力を使えてねぇってのもやっぱ気にくわねぇ」

「《Δアミュレット》の力はレイヤが使ってるさ……お前らに嵌められた結果だ」

　黄金に輝く竜士の右目が、皮肉そうに笑った。

「そういやそうだな……じゃあこれは、オレらの作戦勝ちってことで良いのか？」

《Δリッパー》の鱗片が舞う。

　すでに満まん身しん創そう痍いの竜士の全身からさらに血が流れ、シェルターの床ゆかに血だまりを作る。

　血を失いすぎてめまいがした。

　遠のく意識を、歯を食いしばってつなぎ止めて、臥竜を睨にらむ。

　口から熱い息を吐はき出して、問う。

「竜羽のこと、ダアトには任せられないのか？」

「まだほざくか……そうできたらどんなに良いだろうな？」

　臥竜は竜士に歩み寄って、《Δスケイル》の脚部でその脇わき腹ばらを蹴けり上げる。

「──っ」

　木の葉のように竜士の身体からだが宙を舞う。

　肋ろつ骨こつの二、三本は確実に折れた。

　流れる血はいまだ止めどなく、全身が悲鳴を上げている。

　右目の奥に埋うめ込まれた《竜珠Δアミユレツト》が警けい鐘しようを鳴らす。

「限界、か……」

　風を切りながら、竜士は目をつぶる。

　そのまぶたの裏に、皐月の笑え顔がおが映る。

　柳二の顔が、七枷咲さく夜やの顔が。

　──レイヤちゃんを、お願いします。

　背中を押したベルカの声。

　そして。

　──竜士、たすけて。

「くそっ……負けてられるか！」

　右みぎ腕うでのチェーンが伸びる。

　チェーンは地下シェルターのむき出しの梁はりに巻き付き、竜士は思い切りジャンプをしてその上に飛び乗った。

「なにする気だぁ、竜士ぃっ！」

　下から臥竜の笑い声が聞こえる。

　無む駄だな足あ搔がきであることは分かっていた。

　それでも、

「こうすんだよっ！」

　竜士は左手の短刀を投げる。それはちょうど、臥竜の頭上にあった巨きよ大だいな照明を狙ねらい、切り落とした。

「……つまんねぇぞ」

　臥竜は一歩とて動くことなく、《Δスケイル》の光の盾でそれを受け止めた。

　照明の残ざん骸がいは足あし下もとに散り、《Δリッパー》が薄うす緑みどり色に輝く花弁の如ごとく飛ぶ。

　竜士はそのまま梁の上を走り、向かってくる鱗片から逃げる。

　小さくも鋭利な鱗片は、張り巡めぐらされた鉄筋をバターのように切り裂さきながら竜士を追う。

　地下シェルターに次々と切り裂かれた鉄筋や照明が落ち、その電球が戦せん闘とうの際にばらまかれた毛布の上で砕け落ちると、瞬く間に火の手が上がる。

　速すみやかにスプリンクラーが起動して消火にかかり、引火を恐おそれて建物への電力供給がストップすると、地下シェルターの照明が一斉に落ちた。

　闇やみに覆おおわれる地下施し設せつ。

《Δスケイル》が発する緑色の輝かがやきだけがその闇を照らし、臥竜は竜士の姿を見失った。

「ちょこまか逃げやがって！」

　このままでは自分の居場所だけが竜士に知られてしまう──が、臥竜はそれには構わなかった。

　いかな不意打ちをしようと竜士に自分を倒たおす手段はない。そうであれば、かえっておびき出すのに好都合だと判断した。

　緑色の光を帯びて、《Δリッパー》の刃片が手当たり次し第だいに施設を破は壊かいしていく。

　柱、柱の中から溢あふれ出した物資、梁の鉄筋、照明……

　その光景は凄せい惨さんでありながら、美しくもあった。

　尾おを引きながら、触れるものを悉ことごとく切り裂き破壊する何百もの光の粒りゆう子し。

　臥竜はその中に異質な輝きを見み出いだした。

「そこか──」

　竜士の握にぎる短刀に、《Δリッパー》の光が映り込んだのだと考えた。

　予想していた以上に部屋の中央に潜ひそんでいたのだと思いながら、臥竜は容よう赦しやなく鱗片の刃を振ふるった。

　これで竜士は八つ裂ざきに──その直後、巨大な震しん動どうが地下シェルター内を襲った。

　爆ばく撃げきでも喰くらったのではないかと思うほどの衝撃と轟ごう音おんが外から聞こえ、建物全体がきしむ。

「外の戦い──姫神レイヤか！」

　一週間前、森の中で《レオニード・ストレイフ》の火戦をくぐり抜けた臥竜ならではの、憎にくたらしげな響ひびきを含ふくんでいた。

「やばいな、これは──」

　腹の底に響くような鈍にぶい音がシェルターの天井から間断なく響きはじめる。

　そしてふと、臥竜は気づいた。

　──自分は一体、何本の柱や天井の梁を切り裂いた……？

「まさか──」

　臥竜は先さき程ほど自分が《Δリッパー》で切り裂いたところを《Δスケイル》が放つ光で照らし出した。

　言葉を失った。

　そこに血を流す竜士の姿はなく、ただ柱の残骸と、竜士が扱あつかっていた短刀が、その残骸に突つき刺ささっているだけだった。

「竜士……竜士てめえええぇぇぇっ！」

　吠ほえる。

　そして、すべてを了りよう解かいした。

　──完全に誘ゆう導どうされた。

　竜士は、地下シェルターの天井を支える要だったこの柱を臥竜に破壊させるために、あの短刀をわざと突き立てた。

　──柄えの鎖くさりを切って、わざと《Δリッパー》の光を反射させるような角度で！

「こんなんでオレをどうにか出来ると思うなぁ！　ただじゃおかねぇぞ！」

　地下シェルターの天井が崩ほう落らくを開始する。

　その瓦が礫れきの中で、臥竜は歯を食いしばり声を上げた。




　　　　☆




　同刻。

「いやぁ、今の衝しよう撃げきではさすがにシェルター全ぜん壊かいしたろ……」

　姫神学園総合棟とう生徒会室に、楠木皐月を連れた七枷朱鷺夜が現れた。

　夕方のレイヤの襲しゆう撃げきで会議室はめちゃめちゃになってしまったため、情報管制である舞夏が最も動きやすい場所に対策本部は移動していた。

　そこにはシンシア三み輪わ山やま、四し十じ萬ま聖せい道どう、二ふた葉ば萩はぎ恭きよう二じの三人の執しつ行こう部ぶ員と、彼らの見張り兼けん護衛のコンダクターがいた。

　姫神マリアは未いまだ療りよう養よう中で、医務室のベッドの上からテレビ電話を通してその場に居合わせている。

「愛いとしの竜士の使いだ。手短に済ませよう」

　明めい瞭りよう簡潔に、朱鷺夜は姫神レイヤの離り反はんの理由と、マリアがしてきたことを語った。

　今、この話を裏付ける証しよう拠こはない。強しいて望みを託たくすとすれば拘こう留りゆうされている衣良華だが、証拠としてどこまで認められるかは怪あやしい。

　それでも、姫神マリアを含めた執行部員たちは黙だまって聞いていた。

　実際に《系統ル樹ーの根ツ》を宿した皐月が目の前にいて、彼女の無事を保証して欲しいという朱鷺夜に異を唱える必要性はなかった。

「──ということだが、何か言いたいことはあるかマリア」

　朱鷺夜はモニター越ごしにマリアに問う。

　マリアは少し考えた後、ぽつりと呟つぶやいた。

『……あれは、そんなことで悩なやんでいたのか』

　友達である皐月を守ろうとしたこと。

　姉であるベルカの夢を守ろうとしたこと。

　そのどちらもが、マリアの想定外だった。

『理解できないなぁ……私のことを憎み殺そうとしていたという衣良華の方が、よっぽどわかりやすい』

　テレビのモニターの向こう、マリアはぼんやりと呟く。

『ということはあいつは、七人の支援者サポーターではないのか？』

　四十萬は呆あきれながら尋たずねた。

「否定しないのかね、この話を」

『なぜ否定する必要がある？　否定すれば、我が娘むすめが行った奇き跡せきも否定することになるだろう。その娘の中の《ネルガルの杓しやく》は我が娘が生みだしたものに相そう違いない……抜ぬき出す前に我が所有物であると言えば貴様らがなにかとうるさいだろうから、黙っていたのだ』

　眉まゆ一つ動かすことなく、マリアは淡たん々たんと、尊大に告げた。

「今戦っている姫神レイヤの願いは一つ、楠木皐月の身み柄がらの保護だ」

　四十萬はうなずいた。続いてシンシアもうなずいた。恭二もそれに続く。マリアだけが、不満げな顔をしている。

「そういうわけだ、シンシア。もう姫神姉妹が争う必要はない。姫神ベルカの首輪を外すコードを教えろ」

　ベルカの首輪を操作する端たん末まつは生徒会室の中央のテーブルに鎮ちん座ざしたブック型端末で出来るようになっていた。

　画面にはベルカの発言や脈みやく拍はくなどがモニタリングされていた。

「Ｍｙ　Ｌｉｆｅ　Ａｓ　Ａ　Ｄｏｇ」

　シンシアが口にしたパスワードをブック型端末に入力しながら、朱鷺夜は尋ねた。

「仙せん道どう、ダアトはいつ頃ごろ到とう着ちやくする？」

　竜士がレイヤの側に付いたことですでに連れん絡らくをしているはずだった。

「おそらく、あと十分ほどではないかと──」

「過保護の咲夜にしては遅おそいな。どこかで宝物でも見つけたかな？」

　朱鷺夜はその場にいる執行部三人を見つめて言った。

「例えば、この三人のうち誰だれかが入った、ＣＳ装置とか」




　　　　☆




「外の戦いの後押しがなきゃ、厳しかったかもな……」

　なにが起こったのか分からないが、柱と梁を破壊しただけで自じ壊かいするような造りにはなっていないだろう。

　朱鷺夜と皐月が利用した裏の出口から抜け出した竜士は、満まん身しん創そう痍いのおぼつかない足取りで地下シェルターの上に出る。

　地面は陥かん没ぼつし、濛もう々もうと砂すな煙けむりが舞まい上がっている。

　まるでここに小さな隕いん石せきが落ちたかのような光景だった。

「竜士さん」

　上空から声が聞こえた。

　顔を上げると《伏姫》をまとったベルカだった。

「ベルカさん──⁉」

「敵は倒したのですか？」

「いや、こんなんでやられてくれるほどやわな敵じゃない……ていうか、レイヤは？」

「レイヤちゃんは、シェルターに落下した際に気絶しちゃって、命に別状はないのですが、駐ちゆう車しや場の方に寝ねかせております」

　竜士の隣となりに降り立ったベルカ。竜士は、彼女の首から首輪が外れているのに気がついた。

「朱鷺夜の方はうまくいったんですか？」

「はい。レイヤちゃんへの容疑は晴れたようです」

「そっか……じゃああとは、臥竜を止めるだけですね」

「大だい丈じよう夫ぶですか？　全身傷だらけのご様子ですけれど……」

　尋ねられた途と端たん、軽いめまいを覚えてよろける竜士。

　ベルカはそれを胸に抱だき留とめた。

「無理なさらないでください……私たちが助かっても、竜士さんが無事でなければ、意味がありません」

「大丈夫、この程度じゃ死にません」

「全然大丈夫に見えません……まだ、私も戦えます」

　ベルカはそういうものの、犬笛を砕くだいた影えい響きようでその足取りはおぼつかない。

「ダメです……あいつの相手は、俺がする」

　もはや腕うでだけを覆おおっていた鎖蛇科ウイスペラの機甲オーガニツクギアは、魔杖タクトの形に戻もどる。

　その時だった、竜士のインカムに朱鷺夜からの連絡が入る。

『生きてるなぁ、竜士』

「死にかけたよバカヤロー」

　ベルカには心配かけないように言ったが、朱鷺夜にはまったく気を遣つかわない。

『憎まれ口たたけるなら大丈夫だな。レイヤの方は意識を無くしたようだが、近くにベルカはいるな？』

「いるけど、それがどうした……？」

『決まってるだろ。姫神レイヤが意識を取り戻して展開出来る状態じゃなければ、モードバーストにはなれないだろう』

「あ……」

《Δアミュレット》の強化の力を使うには、強化をする側もされる側も、どちらも魔杖を展開出来る状態でなければならない。

『姫神ベルカにキスをしろ』

「大丈夫だ。まだ《アルゴ・ドライブ》の加速だって十秒ぐらいは残ってる！　あいつぐらい、それだけで──」

「竜士さん……」

　インカム相手に声を荒あららげる竜士の手を、ベルカがとった。

　その目はすでに、承知しているような目だった。

「構いません。使ってください、私の力を」

「そんな……」

『どーせレイヤが意識を失っていなくても、こうする予定だったんだ。あいつの秘密を黙っていることの交こう換かん条件としてな』

「やけに前向きにレイヤを説得したりしたのはそのためか……！」

『まだ前回のご褒ほう美びももらってないのに今回も助けてやったんだ……あたしが助けてやんなきゃ楠木は助けられなかった……そうだろ、竜士』

　竜士は歯は嚙がみしてインカムをシェルターの残ざん骸がいの上に叩たたきつけた。

「竜士さん……」

「すみません……力をお借りします……」

「そんな悲しそうな顔しないでください……私嫌いやじゃありませんよ？」

「でも……」

「『でも』はいりません」

「ベルカさん……」

　竜士はそう言いながら、一度ウインクするように黄金に輝かがやく右目を瞬まばたかせた。レイヤの猫科フエリスの魔杖にかけた強化がとけ、竜士の中に《Δアミュレット》の権限が戻る。

　ちょうどその時、陥没した地面の底、緑色に輝く鱗りん片ぺんが宙に飛びだした。

《Δリッパー》だ。臥竜が、出てこようとしている。

「どうぞ、私のことをもらってください」

　ベルカは目をつぶり、唇くちびるを差し出した。

　竜士がベルカの細い肩かたに手を置くと、その震ふるえは腕に伝わり彼女の心臓の鼓こ動どうさえも聞こえてきた。

　瑞みず々みずしい薄うすい桃もも色いろの唇に、自分のそれを重ねる。

　温かい、柔やわらかな感かん触しよく。

　パズルのピースとピースが組み合わさったような、不思議な一体感。

　右目の奥が、うずく。
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　竜士の中の《系統ル樹ーの根ツ》が駆く動どうし、二人は淡あわく朧おぼろ気げな緑色の輝きに包まれる。

　それに追つい随ずいして、ベルカの《伏姫》が展開。

　竜の体内を犬の血が駆かけ巡めぐる。

　現代の生命と神代の生命がかけ合わさり新たな生命の形を創造する。

　漆しつ黒こくの《伏ふく竜りゆう》の黄金の瞳ひとみが、開く──




　積み上がった瓦が礫れきの内側から、安Ｂ定Ｉ化Ｓ領域フイールドの球状のバリアに守られた臥竜が身体からだを起こし、展開リブートの緑色の輝きを見つけて叫さけんだ。

「りゅうううううううううしぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！」

　少女のような美び貌ぼうを憤ふん怒ぬにゆがめ、食いしばった歯は茎ぐきからは血がこぼれていた。

　緑色の光の螺ら旋せんに浮うかび上がる、いくつもの黄金の三角形のマーク。
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　光が弾はじけ、《Δアミュレット》をまとった竜士がそこに現れる。

　結晶質の漆黒の装そう甲こう。

　今の《Δスケイル》と同じく緑色の輝きを装甲の隙すき間まから発し、巨きよ大だいな副腕を生やした背部ユニット。

　右目を覆うマスク。

　左右非ひ対たい称しようの胸部の装甲には竜の守り石が煌きらめく。

「良い感じにＲ領域を刺し激げきされてるな、臥竜」

　竜士はあえて挑ちよう発はつをするような軽口を叩き、一方でベルカには穏おだやかに告げた。

「ベルカさんの《伏姫》の力、お借りします」

「お気をつけていってらっしゃいませ。レイヤちゃんと一いつ緒しよに、お待ちしております」

「──はい」

　竜士は軽かろやかに飛び上がる。

　光の盾たてを従えて、蛍ほたる火びのような粒りゆう子しの尾おを引いてぐんぐんと高く昇のぼっていく。

「りゅうううしぃっ！」

　対して、臥竜は瓦礫の山を粉ふん砕さいし、力強く飛ひ翔しようする。

　竜士と同じく光の盾と、数多あまたの鱗片を従えて一直線に竜士に向かっていく。

「俺も限界だから、さっさと決めさせてもらうぞ」

《Δアミュレット》の胸の宝玉が、緑から濃こい紫むらさきへと色を変える。

「モード・カドゥケウス！」

　その途端、竜士のまとう装甲が形を変える。

　ヘッドギアから伸のびる巨大な翼つばさ。

　副腕には長短一いつ対ついの刀を握にぎりしめ、銀色の鎖くさりが巻き付いている。

　鎖蛇科ウイスペラの魔杖を強化した、漆黒の蛇じや竜りゆう。

「残り十秒、フルで使うぞ──《アルゴ・ドライブ》！」

　竜士の姿が消える。

　地上のベルカには、臥竜と《Δスケイル》の姿も、すぐにほとんど目視できる状態ではなくなる。

　しかし、より速いのは──見えないのは──竜士だった。

　力強い緑の光の線と線が、夜空を縦じゆう横おう無む尽じんに駆け回りながらぶつかり合う。

　その中で、《Δリッパー》の細かな輝きは統とう率そつを欠いて散る。

　光の盾が砕かれ、気がつけば《Δスケイル》は、空中に磔はりつけにされたかのように竜士の攻こう撃げきに機体をさらすのみだった。

　十秒が経過する。

　竜士の姿が現れ、対たい峙じする臥竜の機甲には大小二本の刀が突つき立てられている。

「ぐが……竜士、竜士テメェ……！」

「悪いな臥竜……竜羽のためにも、皐月を殺させるわけにはいかない」

「だまれ、この、クソがぁッ！」

「俺たちのところに来い！　救う方法を一緒に探してやる！」

「うるせぇ……うるせぇっ！　あいつを守るのは、オレだ……オレなんだよぉっ！」

　臥竜の叫びに、《Δスケイル》が呼応する。

　背部ユニットから二ふた叉またの槍やりを引き抜ぬき、副腕に構える。《Δリッパー》の鱗片がその矛ほこ先さきに集まり、組み合わさって、一つの巨大な剣つるぎをなす。

「《Δザンバー》！　……こいつで終わりにしてやらぁ」

「口で言って分からないならっ！」

《Δアミュレット》の胸の宝玉が、今度は深い蒼あお色いろに変わる。

　再び姿を変える。




　刃じん　偽ぎ　湖れい　氷ひ　紐ちゆう　震しん　篝こう　霆てい




　背部ユニットに、文字が浮かび上がった宝玉が、八個。

「……あれが、私の《伏姫》の血を得た《Δアミュレット》……」

　地上からベルカは、その壮そう烈れつな姿に目を見張る。

　漆黒の一つ目の竜は、八匹ぴきの己おのが眷けん属ぞくを引き連れて、《伏姫》が振ふるっていた巨大な日本刀──《叢雨》を構える。

「《Δアミュレット》……モード・伏竜！」

　宝玉が飛び散って、翼を持った三本首の漆黒の狗く竜りゆうへと形を変えて咆ほう吼こうする。

　右目を覆うマスクに、血のように赤いΔの文様が浮かび上がる。

「おおおおっ！　竜士っ！」

　対峙する《Δスケイル》が、その身の丈たけ以上もある巨大な光の剣を振るう。

　まだその間合いに《Δアミュレット》を捉とらえてはいなかったが、その意味をすぐに把は握あくする。

　一つの刃となった《Δリッパー》は再び数多の小しよう片へんの刃となって分散し、嵐あらしの如ごとく竜士を襲おそう。

　竜士は《Δアミュレット》を上じよう昇しようさせながら、八頭の──否いな。八や尾お二十四頭の地サ獄ーのベ番ラ犬スを放つ。

「《オクタブルサーベラス》っ！」

　竜士は犬笛を響ひびき渡わたらせる。

　夜空を駆ける《オクタブルサーベラス》の性格は、基本的に《伏姫》の《オクタブルドッグス》を踏とう襲しゆうしていた。

　しかし、その個々の能力は力、速度、装甲、運用制限どの面においても比ではない。

　空を駆け抜ける八匹の犬が、向かい来る鱗片の嵐を散らすべく牙きばを剝むく。

　しかし、目標が小さすぎて望んだほどの効果は得られない。

　最も体積の大きいヴェテロクとダムカが壁かべとなって《Δリッパー》を受け止め爆散する。これでかなりの数を散らすものの、爆ばく煙えんを突き破って残りの鱗片が竜士を襲う。

　ＢＩＳデフレクターの光の盾でさらにそれらをいくつかそらしつつも、臥竜の必殺の一いち撃げきは、竜士の防ぼう御ぎよを突き破って《Δアミュレット》の装甲を傷つけた。

「臥竜ッ！」

　竜士は《叢雨》を正眼に構える。

　刀身が展開し、装甲と同じように隙間から光が漏もれ出す。

「斬きるぞっ！」

《Δアミュレット》の倍はあろう長大な刃を、感触を確かめるように振り回してから、相手に向かい突とつ進しんしていく。

　臥竜は再び、二叉の槍に残った《Δリッパー》を再集結させて一本の刃として形成。背に抱かかえていたライフルを乱射して周囲の地獄の番犬を牽けん制せいしながら、真正面から竜士に立ち向かった。

　輝きを帯びた刃と刃が衝しよう突とつ！

「臥竜ぅッ！」

「竜士ぃッ！　だれがチビで卑ひ怯きようで陰いん気きで嫌いや味みだぁっ！」

　刃が一度離はなれ、再びぶつかり合う。

「こっそり聞いてんじゃねぇよっ！」

「それに、ジャングルジムでは負けても、登り棒ではオレが勝ってたろ！」

「俺の登る棒に砂場の砂つけて滑すべるようにしてたくせにっ！」

　切り結ぶこと数合。

　衝突によるエネルギーが飛び散って、互たがいの装甲を灼やく。

　自律思考する《オクタブルサーベラス》が援えん護ごに駆け寄ろうとするのを、竜士は犬笛を吹ふいて止める。

　それを視界の片かた隅すみに捉え、臥竜は吠ほえた。

[image: ]

「この……どこまでもなめくさって！」

　刃をはさみ、睨にらみ合う竜士と臥竜。

　最後の交差──臥竜の構えた《Δザンバー》は真っ向から砕くだけ散った。

　竜士の振るう《叢雨》が臥竜の胸を貫つらぬき、その背に負った第二の脊せき髄ずいまでも断たち切った。

「がっ……がぁぁぁっ！」

　目を血走らせ、喀かつ血けつする臥竜。

　その身にまとった《Δスケイル》が緑色の輝かがやきとなって消えていく。

　身一つとなった臥竜が、引力に引かれ落ちていく。

「臥竜！」

　竜士はとっさに手を伸ばし、臥竜の手首を摑つかんだ。

「なんで……」

　口から血をこぼしながら、臥竜は竜士を見上げた。

「どうしてもっと、あの犬どもを使わなかった……？」

「お前とは……一いつ騎き打うちだ」

「なんでだよ？　バカでチビで卑怯で陰気で嫌味なんだぜ、オレは」

「それでも、お前が一番、仲間思いだった……」

「──っ。だからどうしたっ！　お前がぜんぶ壊こわしたんだろっ！　オレは楠木皐月を撃うったんだぞ！」

「竜羽は、どこにいるんだ……？」

「言えるかよ……いいよ。離せよ竜士……大だい丈じよう夫ぶ、オレはこんくらいじゃ死なねーよ」

　第二の脊髄が砕かれようと、魔杖タクトが機甲オーガニツクギアを修復するように、《系統ル樹ーの根ツ》は臥竜を治ち癒ゆする。

「それは知ってる！　でも」

「いいから離せって。オレが戻もどらなきゃ、本当に竜羽がなにされるか分かったもんじゃねぇんだ……」

「臥竜……」

「お前の話は覚えといてやる……いや。なぁ……もう一つ聞いていいか」

「──え？」

「学園にいながら、ずっと不思議だったんだが、八戸埜柳二って、誰だれだ？」

　竜士はぎゅっと心臓を摑まれたような気分になった。

　──こいつ、何を言って……

　右目の奥が疼うずくように痛みはじめる。

「お前の双ふた子ごのキョーダイは、妹だろ……左目の《竜りゆう珠じゆ》、竜りゆう華かだよな？」

　竜士の手から、臥竜の腕うでがすり抜けた。

　ハッとなって摑み直そうとしても、すでに遅おそかった。

　戦いのさなかで、ずいぶんと北に流れていたらしいことを、ここで知った。

　臥竜の身体からだは、夜の暗い海の中に、消えていった。







　エピローグ　系統樹のはじまり







　結論を先に述べると、潜せん伏ぷくしていた夜や刀と野の会かいの残党は、シンシア三み輪わ山やまだった。

　学園の外でＣコールドＳスリープ装置ユニツトに入った本物のシンシア三輪山をダアトが発見したことが臥が竜りよう撃げき破はの直後に判明し、急いで逮たい捕ほに向かうものの、すでにそこに偽にせ者もののシンシアの姿はなかった。

　海に墜おちて行方ゆくえをくらました臥竜と残った七人の支援者サポーターとともに、今後も捜そう査さが行われるが、ひとまず、姫ひめ神がみ学園を襲った危機は一段落が付いたものと見られている。

　かなりの被ひ害がいを受けた姫神学園の復興は、二ふた葉ば萩はぎ恭きよう二じと四し十じ萬ま聖せい道どうを中心に行われることになった。ＣＳ装置から覚かく醒せいし次し第だいシンシアもすぐに復帰するため、夏休み中に欠員の出た人事などを修正して、二学期は通常通りにはじめる予定だという。

　姫ひめ神がみレイヤの裏切り行こう為いなどはひとまず不問となり、今後も守衛委員ガーデイアンとして学園の警備や治安維い持じに専念することになった。

　そして、レイヤ離り反はんの原因となった姫神マリアは、忽こつ然ぜんと姿を消していた。




　　　　☆




「あー……」

　八や戸と埜の竜りゆう士しは、姫神学園の塀へいの上でぼんやりと雲の漂ただよう青空を眺ながめていた。

　七月の太陽にじりじりと肌はだを焼かれ汗あせがにじむが、風が吹くと心地ここちいい。

　戦せん闘とうの後、目を覚ましたら丸一日が経過していた。

　真っ先にやってきた七なな枷かせ咲さく夜やにさんざん絞しぼられて、その後で抱だきしめられた。そして再びまた目をつり上げて──

「私の弟に手を出したという女はどこのどいつだ！　今のうちに小こ姑じゆうとめの恐おそろしさを骨身にしみるほど味わせてやる！」

「こっちです、お姉様！」

「誰がお姉様だ！　名をなのれぃ！」

「あたくし海かい冥めい透とお子こといいます！　今後ともお見知りおきを！」

　──以下、割かつ愛あい。




　朱鷺とき夜やは、楠くすの木き皐月さつきの指導に当たるため、今しばらくは姫神学園に残るといっていた。

「まぁ、あの子の傍そばにいればまたお前に会えるだろう。デートの約束、忘れんなよ」

　そんなことを言い残して、咲夜と顔を合わせたくないからと、どこかに消えた。

　そして事件収束から三日が経過し、竜士は今日、姫神学園を後にする。

　皐月とは今度一いつ緒しよに携けい帯たい電でん話わを選びに行く約束をした。させられた。

　それから《世プロジ界エクト樹・ユグ計ドラ画シル》に参加するべくコンダクターとしての訓練を積んで、姫神学園を卒業した後にダアトにいけるように頑がん張ばる──

「それが今のわたしの目標っ！　そんでわたしもりゅーにぃにちゅーしてもらう！」

「誰から聞いた、それ……」

「七枷せんせー」

　この発言の後、竜士は本気で姫神学園に転校しようか迷った。

　──朱鷺夜の毒手から、誰が皐月を守れるのだろう……？

　考えて、出た結論が……




「それで、私をこんなところに呼び出したわけ……？」

　姫神レイヤは青空を背景に眉まゆを寄せた。

「頼たのむ。お前が一番適任だと思う──」

　竜士は土下座をするような勢いで頭を下げて懇こん願がんする。

「そりゃ、そうかも知れないけど……皐月のこと任せて、あんたはどうするのよ……」

「俺は……また、任務でどっかに行くと思う」

「ふぅん……」

　レイヤはつまらなそうに唇くちびるをとがらせる。

「それで、あんたはお姉様ともキスしたのよね……」

「うぐ……」

「これから任務に行く先でも、また誰かにキスしちゃうんだろうなー……」

「そ、そうならないようにフンコツサイシン……」

「ここに来るまでの任務でも誰かとキスしてるんだろうなー……」

「おうふ……」

「弟のことスケベとかどの口がほざくのかなー……」

「……すみません」

　冷や汗を垂れ流す竜士を、レイヤは目を三角にして睨む。

「一つだけ聞かせて……あんたが私のことをどう思ってるのか」

「どう、とは……？」

「これまでに強化に使ってきたコンダクターの一人に過ぎないのか、ということよ」

「そ、そんなことはないっ」

「じゃあ、なんなの？」

「それは……」

　竜士は思い出した。

　ベルカを押し倒たおした時のこと。

　その時、意識したこと……

　答えはもう、すでに出ているのだ。

　竜士は腹を決めてレイヤの肩かたをつかむ。




　そして、そのまま抱き寄せて唇を奪うばった。




　有う無むを言う暇ひまも与あたえてはいけなかった。

　たぶんそうしたら、恥はずかしくて、また誤ご魔ま化かしてしまう。

「……っ！」

　五秒ほどの口づけの後、竜士はレイヤから離はなれた。そして告げた。

「これが、俺の答え……だ」

　恥ずかしくてまともに顔を見ることも出来ない。それはおそらくレイヤだってそうで、今にあのツインテールを逆立てて「なにすんのよこのスケベ！」とぶん殴なぐられるに違ちがいなく──

　胸むなぐらを摑つかまれた。

　──ほらやっぱり……

　力ちから一いつ杯ぱいに引き寄せられて、背せ伸のびしたレイヤに唇を奪われた。

　今度のキスは一いつ瞬しゆんだった。

　レイヤは顔を隠かくすように竜士の胸に顔を埋うずめて、か細いうわずった声で言った。

「わ、私の答えよ……」

「レイヤ……」

「待ってるから……あんたとまた、会えるの」

「う、うん……」

「いつまでもこなかったら、浮うわ気きしてるんだって思って、捜さがしに行くから……」

「は、はい……」

「お姉様と皐月も一緒よ、たぶん……」

「命はないということですね」

「お母様がね、手紙残してくれたの」

「え？」

　レイヤは竜士に抱だきついたまま、いきなりそう告げた。話のつながりが見えない竜士は、しかし、顔を見られないうちに伝えておきたいことなのだろうと判断して、黙だまって耳を傾かたむけた。

「姫神学園にある自分のＤＮＡデータを消したって……それでこれからは、姫神マリアの名前も捨てて、別の誰だれかになって生きていくんだって……」

「そうか……」

「姫神マリアはもうこの世にはいなくなるから。あるものを好きなように使って生きろって……それでもし、このことを寂さみしいと思うのなら──」

　レイヤの声は泣いていた。

「──すまないって……」

　竜士はその頭を、優やさしく撫なでた。

「私ね……たとえ名前が変わって、お母さんがお母さんじゃなくなっても、この世界にお母さんがいること、忘れないよ……どうしてか分かんないけど、そうすると思う」

「ああ……それでいいと思う。寂しくても、たぶん最初からいないことにしたら、もっと寂しいもんな」

「うん……」

「寂しかったら、ベルカさんや俺を思い出せばいい。俺はお前の母親じゃないけど……他人だけど、姫神レイヤのことが好きだって言った俺は、絶対にどこかにいるからさ。で、想おもうだけで足りない時は、駆かけつける」

　レイヤを抱きしめ、その温かさを感じながら、ふと竜士は思った。

　親と子──たぶんその命のつながりが、本当に本当の、系統樹のはじまり。

　姫神マリアをはじめとして多くのコンダクターが求めて止やまない《根源》とか、朱鷺夜のいう『神』の正体なんじゃないだろうか？

　不意に、竜士の携けい帯たい端たん末まつが鳴った。

　咲夜からの連れん絡らくだった。

「もう、行かなきゃダメみたいだ」

「竜士……」

　竜士を抱きしめるレイヤの腕うでに力がこもる。

「行っちゃやだぁ」

「いきなりそんなにしおらしくなるなよ……」

　──本当に、行けなくなってしまう……

「うー……だってぇ」

「むぅ……じゃあ、こういうのはどうだ？」

　竜士は自分の腰こしに提さげていた魔杖タクトホルダーを外し、魔杖を抜ぬいてレイヤに持たせた。

　特にこれといった模様もない、金属製のシンプルなものだ。

「お守り。お前がそれを持って待っててくれれば、ちゃんと帰ってくるから」

「……ずばり、竜士アミュレット？」

「……その通りだ」

　微び妙みような空気が二人の間に流れ、しばらくして、二人は笑え顔がおを交かわした。

　やがて時が来て、竜士は機甲オーガニツクギアをまとい、咲夜の待つ北エリアの駐ちゆう車しや場へと下りていった。

　もう少しここに残ると告げたレイヤは、どこまでも広がる大空を見上げた。

　珊さん瑚ご色の髪かみが風に揺ゆれる。

　目め尻じりに再び、涙なみだが浮うかぶ。

「竜士のバカ……」

　渡わたされた竜士アミュレットをきゅっと握にぎりしめて涙を拭ぬぐうと、レイヤは《バーストソレイル》を展開。

　真っ青な空に、彼方かなたにいる竜士や、どこにいるのかわからぬ母にも見えるように、特大の閃せん光こう弾だんの花火を打ち上げた。








了
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　あとがき







　ご無ぶ沙さ汰たしておりました、早は矢や塚づかかつやです。

　魔ま法ほう×メカ×美少女のラブコメバトルアクション第二弾だん──ということで、前回よりもバトルもラブコメも増し増しの『竜魔杖ドラグケインのコンダクター２』をお送りします。

　なんだかんだと、気が付けば三月に出た『竜魔杖ドラグケインのコンダクター１』が早矢塚の十冊目の本で、大学受験に就活と、途と中ちゆう二度のお休みをはさみつつもデビューから七年も経過していることに驚きよう愕がくしています。

　七年で十冊ってライトノベル的には大分少ないわけですが、それなりに足場も固まってきましたので、これからばりばり書いていきたいと思います。




　……で、これが記念すべき十一冊目ですよ。

　十一、中ちゆう途と半はん端ぱですがそういう所が何となく魅み力りよく的な数字です。素数だし。

　ドイツ語で言うとエルフ。

　某ぼう『蒼そう穹きゆうの～』のマークエルフを思い浮うかべた人は挙手。

　そうそう、ドイツ語というと、本編に出てくる『レベル５フユンフ』という用語ですが、英語とドイツ語が組み合わさったちぐはぐな言葉です。どうしてこんな風になったかというと、どっちも英語にしてしまうと……おや、誰だれか来たようだ。




　　　　☆




　以下、謝辞を。

　カッチョいいイラストを描えがいてくださったＩｓＩＩさん（ベルカの《伏ふせ姫ひめ》は一巻の時点でデザインしていただいたのですが、今回ちゃんと活かつ躍やくできて良かった……）、担当のＹ口さん、そのほか、この本に関かかわってくださったすべての方々に尽つきぬ感謝を。

　そして、この本を手にとってくださったみなさまのひとときが素す敵てきなものとなるよう祈いのりつつ……。
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